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第1章 調査の概要 

1-1. 調査目的 

世田谷は、国分寺崖線のまとまった樹林や、屋敷林、湧水など、23 区の中でも比較

的、自然環境に恵まれている。一方で、宅地開発や農地転用などにより自然環境が減少

し、そこで生活する生物の減少などが危惧されている。そこで、みどり行政の今後の施

策の基礎資料とすることを目的として、区内の公園・緑地等における、生物の生育・生

息調査を実施した。 

1-2. 調査の流れ 

調査の流れは図 1-1 に示すとおりである。 

 

図 1-1 調査の流れ 

1-3. 調査地区 

調査地区は、表 1-1 および図 1-2 に示す世田谷区内の公園・緑地等、計 5 地区とし

た。 

表 1-1 調査地区 

調査地区 

番 号 
地域区分注) 行政区域 調査地区名 環境要素 

1 ①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 
樹林、草地、河川（谷戸川）、 

池（バードサンクチュアリ） 

2 玉川 等々力渓谷公園 樹林、河川、湧水 

3 ②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 給田四丁目緑地とその周辺 住宅地、街路樹 

4 世田谷 烏山川緑道 樹林、草地 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 
大原一丁目柳澤の杜市民緑地

とその周辺 

庭園、樹林、住宅地、 

街路樹 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

計画準備 

既存資料調査 

現地踏査 

現地調査計画書の作成 

関連機関への連絡資料の作成 

現地調査 

とりまとめ・考察 

現地調査結果からの評価と課題抽出 

地区別緑と生物の台帳作成 

生物モニタリング計画の検討 

成果品（報告書等の作成） 
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図 1-2 調査地区 

4.烏山川緑道 

1.都立砧公園 

2.等々力渓谷公園 

3.給田四丁目緑地とその周辺 

5.大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 
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第2章 調査計画 

2-1. 調査地区の状況把握 

（１）既往資料調査 

現地調査計画の立案に先立ち既存資料調査を行い、区内の生物の生育・生息状況につ

いて整理した。使用した資料は、表 2-1 に示すとおりである。 

 
 

表 2-1 既存資料調査に使用した文献一覧 

No 資料名 作成者 発行年度 

1 
「（仮称）世田谷区生物多様性地域戦略」策定

支援業務（平成 26 年度）報告書 
世田谷区 平成26年度 

2 まちの生きものしらべ 2015 世田谷区 平成27年度 

3 まちの生きもの調べ 2019 世田谷区 令和元年度 

4 まちの生きもの調べ 2021（中間報告） 世田谷区 令和 3年度 

5 
平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プ

ラン」 
世田谷区 平成28年度 

6 平成28年度世田谷区みどりの資源調査 報告書 世田谷区 平成28年度 
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「（仮称）世田谷区生物多様性地域戦略」策定支援業務（平成 26 年度）報告書では、

プラン策定のための基礎資料とするため、これまで世田谷区において実施された生物調

査の資料を整理し、まとめられている。これによると、1979 年以前から鳥類を対象とし

た調査が継続的に実施されている。近年は植物、哺乳類、両生類等の調査も継続的に実

施されているものの、調査箇所は区の西部に偏っている状況であった(図 2-2)。なお、

多摩川では東京都建設局河川部による河川水辺の国勢調査が定期的に実施されている。 

まちの生きものしらべ 2015 では、17 種を対象に区民による調査を実施した報告とな

っている。しかし、この成果は調査精度が確保されていない可能性があることから、参

考程度に活用した。 

平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」では、世田谷区の成り立ちや地形、

みどりや生きものの現状等から、世田谷区を①みどりの連続性が高い地域、②住宅地の

中に中・小規模緑地が点在する地域、③市街化が進み比較的みどりが少ない地域の 3 地

域に区分し、生物多様性地域戦略の策定を進めている（図 2-1）。 

平成 28 年度世田谷区みどりの資源調査 報告書では、平成 28 年度策定「生きものつな

がる世田谷プラン」で区分された 3 地域において、区分ごとに 1～2 調査地区を設定し、

植物、哺乳類・爬虫類・両生類、鳥類、昆虫類、魚類・底生動物の調査を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1 世田谷区の地域性区分 

出典：平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」 

市街化が進み比較的
みどりが少ない地域 

住宅地の中に中・小規模
緑地が点在する地域 

みどりの連続性が
高い地域 
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（２）調査地区の設定 

調査地区は区内の生物の生育・生息状況を経年比較する観点から、「平成 28 年度世田

谷区みどりの資源調査」において設定された調査地区と同一箇所とした。「平成 28 年度

世田谷区みどりの資源調査」における各調査地区の選定理由は表 2-2 に示すとおりであ

る。 

 

表 2-2 調査地区の選定理由 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 調査地区名 行政区域 環境要素 選定理由 

1 

①みどりの連

続性が高い地

域 

都立砧公園 砧 

樹林、草地、河川

（谷戸川）、池（バ

ードサンクチュ

アリ） 

・みどりが多くみられ、地

域区分を代表する地区 

・生物の生育・生息環境が

多く存在 

2 等々力渓谷公園 玉川 樹林、河川、湧水 

・みどりが多くみられ、地

域区分を代表する地区 

・生物の生育・生息環境が

多く存在 

・湧水環境が存在 

3 

②住宅地の中

に中・小規模緑

地が点在する

地域 

給田四丁目緑地とそ

の周辺 
烏山 住宅地、街路樹 

・中規模緑地となる給田四

丁目緑地や他の公園緑地

等がみられ、地域区分を

代表する地区 

・生物の生育・生息環境が

島状に存在 

4 烏山川緑道 世田谷 樹林、草地 

・小規模緑地が線状にみら

れ、地域区分を代表する

地区 

・生物の生育・生息環境が

線状に存在 

5 

③市街化が進

み比較的みど

りが少ない地

域 

大原一丁目柳澤の杜

市民緑地とその周辺 
北沢 

庭園、樹林、住宅

地、街路樹 

・緑地（庭園）や街路樹を

除くとほとんどが住宅地

等の人工的な環境であ

り、地域区分を代表する

地区 

・生物の生育・生息環境が

点状に存在 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 
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（３）現地踏査 

現地調査計画の立案に先立ち現地踏査を実施した。現地踏査では、既往の調査計画に

よる調査地点や既往調査の実施地点の現状の土地利用等の状況を把握するとともに、ア

プローチや調査実施の際の安全性等を確認した。 

 

 

現地踏査実施状況（令和 3年 5月 6 日） 
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2-2. 各調査地区のみどりの区分別の状況 

生物の資源調査と同時期に行ったみどりの資源調査において確認された、各調査地

区のみどり区分別の状況を整理した。 

 

（１）都立砧公園 

主に樹木地と草地により構成されている。樹木地と草地は、バードサンクチュアリと

それ以外で階層構造や構成種などに違いがみられ、バードサンクチュアリ内は階層構造

が豊かな樹木地や、水生植物を交えた多様な構成種からなる草地が確認された。 

表 2-3 に都立砧公園における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-3(1) みどりの区分別の状況（都立砧公園） 

区分 確認状況 
面積 

(ha)  

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 
樹木 

バードサンクチュアリの区画があり、フェ

ンスで立ち入りが制限されている。 

バードサンクチュアリ内では階層構造の豊

かな樹林が確認された。 

バードサンクチュアリ外は公園や公園内の

施設の外周に植栽された樹木が多く、比較

的単調な階層構造となっていた。 
 

 

 

33.2 

竹林 確認なし - 0.0 

草地 

バードサンクチュアリの区画があり、フェ

ンスで立ち入りが制限されている。 

バードサンクチュアリ内では水際の水性植

物を含む多様な草本からなる草地が確認さ

れた。 

バードサンクチュアリ外はほとんどが人工

的に造成された芝生の草地となっていた。 
 

 

 

8.1 

 

バードサンクチュアリ内の樹林 

公園敷地内の樹林 

バードサンクチュアリ内の草地 

公園敷地内の草地 
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表 2-3(2) みどりの区分別の状況（都立砧公園） 

区分 確認状況 
面積 

(ha) 

 

自

然

面 

 

緑

被 

屋上緑地 

世田谷美術館の施設の屋上において確認さ

れた。 

 

0.004 

農地 確認なし - 0.0 

 

水面 

バードサンクチュアリ内の池が確認され

た。なお、谷戸川は上部が樹林で覆われて

いるため、水面として区分されなかった。 

 

0.04 

裸地 

主に競技場等の運動施設が確認された。 

 

1.4 

道路・建築物等 主に世田谷美術館や駐車場が確認された。 

 

2.5 

その他注） 公園内を流れる谷戸川の周囲にはフェンス

が設置されており、ごく小さい破損個所が

所々にあり、けもの道が周囲にみられる。 

一ノ橋より上流側は玉石護岸となってい

る。下流側は所々に護岸が設置され、一部

では土崖が露出している。 

 

- 

注）上部が樹木で覆われているため区分はされなかったが、特徴的な環境であるため整理した。 

令和 3年度撮影空中写真 

バードサンクチュアリ内の池 

令和 3年度撮影空中写真 

谷戸川 

令和 3年度撮影空中写真 
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（２）等々力渓谷公園 

調査地区のほとんどを渓谷の斜面に形成された階層構造の豊かな樹林が占めていた。

林冠は樹木で覆われており、林内はやや暗い環境となっていた。また、パッチ状に竹林

の分布も確認された。 

草地は区分されたものは人工的に造成された芝生がほとんどであったが、樹林の林床

では湿性の草本やシダ類など多様な種から構成される草本層が形成されていた。 

表 2-4 に等々力渓谷公園における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-4(1) みどりの区分別の状況（等々力渓谷公園） 

区分 確認状況 
面積 

(ha)  

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 

樹木 

渓谷の周辺に階層構造の豊かな樹林が形成

されていた。渓谷の両岸にはミズキ、エノ

キ、シラカシ等の大径木が生育する。林冠

は高い被度で覆われており、林内はやや暗

い環境となっている。 

林床にはシダ類や湿性の草本からなる草本

層が形成されているほか、崖下に湧水や、

セキショウ等が繁茂する湿性草地がみられ

る。 

 

2.4 

竹林 

調査地区の南側を中心にパッチ状に竹林が

確認された。 

 

0.1 

草地 

公園内に人工的に造成された芝生が確認さ

れた。 

 

0.1 

屋上緑地 確認なし - 0.0 

農地 確認なし - 0.0 

 

水面 

確認なし。 

なお、谷沢川は上部が樹林で覆われている

ため、水面として区分されなかった。 

- 

0.0 

裸地 

主に調査地区外に分布する裸地がごく僅か

に含まれた。 

 

0.00002 

調査地区境界 

渓谷沿いの樹林 

渓谷付近の竹林 

公園内の芝生 

R3 年度撮影空中写真 
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表 2-4(2) みどりの区分別の状況（等々力渓谷公園） 

区分 確認状況 
面積 

(ha) 

道路・建築物等 主に高架橋や住宅が確認された。 

 

0.2 

高架橋（写真上部） 
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（３）給田四丁目緑地とその周辺 

道路・建築物が主であるが、多様な要素で構成されている。比較的市街地内に人為的

に植栽された樹木や草地が多いが、屋敷林としては多様な種からなる階層構造の豊かな

樹林や、空き地に自然侵入した複数の路傍雑草からなる草地なども確認された。 

表 2-5 に給田四丁目緑地とその周辺における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-5(1) みどりの区分別の状況（給田四丁目緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積 

(ha)  

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 

樹木 

屋敷林や学校や団地外周の植栽として小規

模な樹林が点在していた。 

屋敷林は調査地区全体からみると少ない面

積であるが、階層構造が豊かで多様な種か

らなる樹林が形成されていた。 

その他は街路樹や垣根などとして植栽され

たものが多かった。これらは比較的単調な

樹林となっていたが、林床が明るいため、

植栽箇所に自然侵入した路傍雑草が生育す

る箇所が多くみられた。 

 
 

 

5.5 

竹林 

屋敷林の一部において竹林が確認された。 

 

0.01 

草地 

公園内や住居の庭先に人工的に造成された

芝生が確認された。 

また、空き地に自然侵入した路傍雑草から

なる草地のほか、公園の一部においても自

然侵入した路傍雑草がみられた。 

 
 

 

1.2 

屋敷林（樹林） 

街路樹 

屋敷林（竹林） 

公園内の芝生 

公園内に生育する路傍雑草 
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表 2-5(2) みどりの区分別の状況（給田四丁目緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積 

(ha) 

 

自

然

面 

 

緑

被 

屋上緑地 

学校の屋上を中心に確認された。 

 

0.1 

農地 

住宅地に隣接して一定規模の畑地や苗畑が

点在していた。 

 

2.1 

 水面 確認無し - 0.0 

 

裸地 

主に学校のグラウンドが確認された。また、

住宅地内に空き地として点在していた。 

 

1.3 

道路・建築物等 主に住宅と学校校舎が確認された。 

 

24.6 

 

令和 3年度撮影空中写真 

畑地 

令和 3年度撮影空中写真 

住宅地 
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（４）烏山川緑道 

歩道沿いに植栽された樹木がほとんどを占めていた。細長い形状の調査地区となって

おり、周辺は市街地のため樹林ではあるが明るい環境となっている。 

そのため、樹木下や樹林地間の植栽空間には自然侵入した路傍雑草が繁茂していた。 

表 2-6 に烏山川緑道における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-6 みどりの区分別の状況（烏山川緑道） 

区分 確認状況 
面積 

(ha)  

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 
樹木 

歩道沿いに植栽された樹林が確認された。

階層構造は主に高木層と低木層の 2 層とな

っていた。 

市街地を通る緑道に沿った、細長い形状と

なっているため、林内は明るく、自然侵入

した路傍雑草が林床を繁茂していた。ただ

し定期的に除草されている。 

 

 

1.3 

竹林 確認なし -  

草地 

歩道沿いの樹林間に点在していた。主に自

然侵入した路傍雑草が生育していた。 

 

0.04 

屋上緑地 確認なし - 0.0 

農地 確認なし - 0.0 

 水面 確認なし - 0.0 

裸地 

緑道に造成された公園の広場が確認され

た。 

 

0.004 

道路・建築物等 主に上部が樹木で覆われていない歩道が区

分された。 

なお、昼間の人の往来が多いほか、周辺に

人家が隣接している。緑道には公園街灯が

設置されている。 

 

0.3 

 

緑道の様子 

歩道沿いの草地 

公園の広場 

歩道 
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（５）大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

道路・建築物等がほとんどを占めているが、柳澤の杜市民緑地においては多様な種か

ら構成される樹林や草地を確認した。 

また、戸建て住宅の庭先や垣根に植栽された樹木が点在していた。 

表 2-7 に大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺における各区分の確認状況を整理

した。 
 

表 2-7(1) みどりの区分別の状況（大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積 

(ha)  

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 

樹木 

柳澤の杜市民緑地に階層構造の豊かな樹林

が確認された。 

なお、公開部分は草刈り、落葉かき等の管

理が行われている。エビネ等の重要種(植栽

由来と考えられる)が生育している。 

また、住宅の庭先や垣根として植栽された

樹木が点在していた。 
 

 

1.2 

竹林 

柳澤の杜市民緑地で小規模な竹林が確認さ

れた。 

 

0.01 

草地 

柳澤の杜市民緑地において、植栽および自

然侵入した路傍雑草からなる草地を確認し

た。 

 

 

0.1 

屋上緑地 

学校の屋上のほか、数軒の住宅の屋上で小

規模な緑地が確認された。 

 

0.1 

農地 確認なし - 0.0 

 水面 確認なし - 0.0 

令和 3年度撮影空中写真 

柳澤の杜市民緑地 

住宅の植栽 

柳澤の杜市民緑地内の竹林 

柳澤の杜市民緑地内の草地 



第 2章 調査計画 

生物-18 

第
２
章 

 

表 2-7(2) みどりの区分別の状況（大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積 

(ha) 

自 

然 

面 

裸地 

主に学校のグラウンドや公園内の広場が確

認された。 

 

0.3 

道路・建築物等 主に宅地が確認された。 

 

10.0 

 

2-3. 現地調査計画書の作成 

上記に基づき現地調査計画を立案した。なお、生物の確認種リスト等、結果の詳細

は資料編に整理した。 

公園内の広場 

住宅地 
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第3章 現地調査 

3-1. 調査概要 

調査概要は、表 3-1 に示すとおりである。 

 

表 3-1 調査概要 

調査項目 調査時期 調査方法 備考 

植物 
3 季 

(春、夏、秋) 
･目視確認  

哺乳類 

爬虫類 

両生類 

2 季 

(春、秋) 

･目視確認 

無人撮影法は各調査地区で 2 地点設

定 

･捕獲確認(爬虫類・両生類のみ) 

･フィールドサイン法(哺乳類のみ) 

･無人撮影法(哺乳類のみ) 

鳥類 
2 季 

(夏、冬) 

･ラインセンサス法 ラインセンサス法は各調査地区で 1

ライン設定 ･任意確認 

昆虫類 
3 季 

(春、夏、秋) 

･任意採集法 

･ピットフォールトラップ法 

･ライトトラップ法 

･夜間灯火採集（烏山川緑道のみ） 

各トラップ法は各調査地区でそれぞ

れ 1地点設定 

ピットフォールトラップ法は 1 地点

あたり 10 個、ライトトラップ法は 1

地点あたり 1 個のトラップをそれぞ

れ設置 

魚類 2 季 

(春、秋) 

･任意採集法 
定置網の設置は 1晩 

底生動物 (タモ網、投網、定置網) 

注）調査方法の詳細は、p.生物-24 以降を参照 
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（１）調査実施状況 

現地調査は、表 3-2 に示す日程で実施した。 

 

表 3-2 調査実施状況 

調査 

時期 
調査日 調査時間 

調査時 

天候 
調査項目 調査地区 

春季 5 月 18 日（火） 9:00～17:00 曇り 植物 

都立砧公園 

 

等々力渓谷公園 

 

給田四丁目緑地と 

その周辺 

 

烏山川緑道 

 

大原一丁目柳澤の杜 

市民緑地とその周辺 

5 月 19 日（水） 9:00～17:00 曇り 

5 月 20 日（木） 9:00～17:00 曇り 

5 月 24 日（月） 
9:00～17:00 注) 

19:00～20:00 
（昆虫類 夜間灯火採集） 

曇り 
哺乳類 

爬虫類 

両生類 

昆虫類 

魚類 

底生動物 

5 月 25 日（火） 9:00～17:00 晴れ 

5 月 26 日（水） 9:00～17:00 曇り 

夏季 6 月 29 日（火） 4:30～9:00 晴れ 鳥類 

6 月 30 日（水） 4:30～11:00 雨 

7 月 8 日（木） 4:30～11:00 曇り 

7 月 26 日（月） 
9:00～17:00 

20:00～21:00 
（昆虫類 夜間灯火採集） 

曇り 
植物 

昆虫類 

7 月 28 日（水） 9:00～17:00 曇り 

7 月 29 日（木） 9:00～16:00 晴れ 

8 月 30 日（月） 9:00～16:00 晴れ 

秋季 

9 月 13 日（月） 

9:00～17:00 

19:00～20:00 

（昆虫類 夜間灯火採集） 

曇り 

昆虫類 

 

9 月 14 日（火） 9:00～17:00 曇り 

9 月 15 日（水） 9:00～17:00 晴れ 

10 月 27 日（水） 9:00～17:00 注) 曇り 
植物 

哺乳類 

爬虫類 

両生類 

魚類 

底生動物 

10 月 28 日（木） 9:00～17:00 晴れ 

10 月 29 日（金） 9:00～16:00 晴れ 

冬季 1 月 18 日（火） 6:45～12:45 曇り 鳥類 

1 月 19 日（水） 6:45～13:15 曇り 

1 月 20 日（木） 6:45～13:15 晴れ 

注)哺乳類調査のうち、約 1か月間とした都立砧公園のバードサンクチュアリ内に設置した無人撮影装置の撮影

期間は、5月 24 日（水）～7 月 1日（木）、10 月 27 日（水）～11 月 29 日（月）であった。 
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調査着手時の安全ミーティング（令和 3年 5月 24 日） 
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（２）調査実施期間の気象状況 

調査実施期間中の気象状況として、調査地区の最寄りの観測所で測定された日合計降

水量を図 3-1、日平均気温を図 3-2 に整理した。 

世田谷区は、夏季は多雨多湿、冬季は少雨乾燥となる太平洋型の気候に属している。 

調査はいずれも予定していた期間中に実施した。 
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図 3-1 調査実施期間の降水量（世田谷アメダス） 
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図 3-2 調査実施期間の日平均気温（府中気象観測所） 

 



第 3章 現地調査 

生物-24 

3-2. 各調査項目の調査方法 

（１）植物調査 

調査地区の様々な環境を網羅するよう踏査し、目視によって確認された植物種を記録

した。対象はシダ植物以上の維管束植物とした。 

なお、確認種の記録の際は、生育状況から「自生（栽培によらないで自然に生育して

いる植物）」、「植栽（観賞などの目的で人為的に植えられた植物）」、「逸出
いっしゅつ

（植栽

された後に自力で野生化し、生育範囲を広げている植物）」も併せて記録した。植栽、

逸出の判断の考え方は表 3-3 に示すとおりである。 

 

調査実施状況 

 

表 3-3 植栽・逸出の判断 

区分 判断の考え方 

植栽 
・街路樹、生垣など、人の生活のための緑化を目的として植栽されたと考えら

れるもの。 

逸出 

・緑化、鑑賞、造園等の目的で利用されるが、その目的と異なると考えられる

場所（民家や緑地付近の路傍など）で確認されたもの。 
・確認環境が自生環境とは異なるものの、基本的には確認箇所付近の緑地や民

家で同種の確認があることから植栽地から野生化したものと考えられるも

の。 
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（２）哺乳類・爬虫類・両生類調査 

哺乳類・爬虫類・両生類は、表 3-4 に示す方法で調査を実施した。踏査範囲（調査地

区）および自動撮影カメラの設置地点は、後述の図 3-3 に示すとおりである。 

 

表 3-4 調査方法（哺乳類・爬虫類・両生類） 

調査項目 調査方法 

哺 

乳

類 

・

爬

虫

類 

・

両

生

類 

目視確認 

哺乳類、爬虫類、両生類を対象とし、調査地区を踏査

し、成体、幼体、幼生、卵等の目視確認により種類を

識別し、目撃した場所の状況と合わせ記録した。また、

ヘビ類では抜け殻、カエル類では鳴き声、その他に死

体等も結果として扱った。なお、両生類の卵、幼生等

はその数量も記録した。 
 

捕獲確認 

爬虫類、両生類を対象とし、調査地区を踏査し、捕獲

により爬虫類、両生類を確認した。 

 

 

フィールド

サイン法 

哺乳類を対象とし、調査地区を踏査し、フィールドサ

イン（糞、足跡、食痕、巣、爪痕の生息痕跡等）によ

り生息種を確認した。また、死体等も結果として扱っ

た。 

無人撮影法 

哺乳類を対象とし、無人撮影装置を使用し、哺乳類の

撮影を行い、撮影された写真により生息種を確認し

た。無人撮影装置(自動撮影カメラ)は人の往来の多い

烏山川緑道を除く、各調査地区で 1～2地点設置した。 

各調査地区における無人撮影草地の設置数と設置時

間は以下に示すとおりである。 

なお、都立砧公園のバードサンクチュアリ内について

は、人の往来がほとんどないことから、約 1ヶ月間無

人撮影装置を設置し、調査精度の向上に努めた。 

 

 

 
 

調査地区 設置数 設置時間 

都立砧公園 2 

バードサンクチュアリ内：約 1

ヶ月 

谷戸川沿い：1昼夜 

等々力渓谷公園 2 1 昼夜 

給田四丁目緑地と 

その周辺 
1 1 昼夜 

烏山川緑道 0 設置なし 

大原一丁目柳澤の杜市民 

緑地とその周辺 
1 1 昼夜 
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（３）鳥類調査 

鳥類は、表 3-5 に示す方法で調査を実施した。調査ルートおよび踏査範囲（調査地区）

は、後述の図 3-3 に示すとおりである。 

 

表 3-5 調査方法（鳥類） 

調査項目 調査方法 

ライン 

センサス法 

調査地区に約 1㎞の距離で設定した調査ルート（ライン）

において、時速 1.5km～2.5km 程度の速さで歩きながら双

眼鏡等を用いて片側 25m、ルート両側で 50m の範囲に出現

する鳥類を姿または鳴き声によって確認した。確認した鳥

類はその位置を地図上に記録するとともに、種名、個体数、

確認環境、繁殖行動等を記録した。調査ルートは地形、植

生等を考慮し、さまざまな環境が調査対象となるように設

定した。調査時間帯は鳥類の活動が活発な日の出～午前中

とした。 

 

任意確認 
調査地区を踏査し、双眼鏡等を用いて周辺に出現する鳥類を姿または鳴き声によっ

て確認した。確認した鳥類は、種名、個体数、確認環境、繁殖行動等を記録した。 

 

（４）昆虫類調査 

昆虫類調査は、表 3-6 に示す方法で調査を実施した。踏査範囲（調査地区）およびト

ラップ設置地点は、後述の図 3-3 に示すとおりである。 

 

表 3-6 調査方法（昆虫類） 

調査項目 調査方法 

任意採集法 

調査地区を踏査し、スウィーピング、ビーティング等

の方法で採集するか直接観察により種を確認した。 

また、石や倒木を起こしての採集、樹木の蜜での採集

等、見つけて採る方法も実施した。 

 

ピットフォール

トラップ法 

地上を徘徊する昆虫を採集する方法で、地面と同じレ

ベルにくるように、プラスチックコップを埋めて、１

晩放置した後に落下した昆虫を採集した。１地点に 10

個を１晩設置した。 

 

ライトトラップ

法 

夜行性の光に集まる昆虫を採集する方法で、夜間に、

ブラックライト等の光源の下に捕虫用の容器を設置

し、光に集まり容器に落ちた昆虫を採集した。1 地点

に 1個１晩設置した。 

なお、通行人の往来の多い烏山川緑道は設置の対象外

とした。 
 

夜間灯火採集 

ライトトラップ法の対象外とした烏山川緑道におい

て、日没後～夜間、調査地区を踏査し、公園街灯など

の灯火に集まる昆虫類を任意に採集した。 
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（５）魚類・底生動物調査 

魚類・底生動物調査は、表 3-7 に示す方法で調査を実施した。調査範囲である調査地

区の水域箇所は、後述の図 3-3 に示すとおりである。 

 

表 3-7 調査方法（魚類・底生動物） 

調査項目 調査方法 

タモ網等による採捕 

(魚類、底生動物) 

タモ網を使用して魚類、底生動物を捕獲し確認

した。 

 

投網による採捕 

(魚類) 

水面が開けた投網が打てる場所では投網を使用

して魚類を捕獲し確認した。 

 

定置網による採捕

(魚類) 

定置網を 1 晩設置し、翌日回収し捕獲された魚

類を確認した。 

 

（６）各調査項目の調査位置 

各調査項目の調査位置は、図 3-3 に示すとおりである。 
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図 3-3(1) 調査位置図（都立砧公園） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

（谷戸川沿い） 

バードサンクチュアリ 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

ライトトラップ法 

谷戸川 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 

魚類・底生動物 

任意採集法（谷戸川） 

魚類・底生動物 

任意採集法 

（バードサンクチュアリ内池） 
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図 3-3(2) 調査位置図（等々力渓谷公園） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

ライトトラップ法 

魚類・底生動物 

任意採集法 

（谷沢川） 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 
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図 3-3(3) 調査位置図（給田四丁目緑地及びその周辺） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

ライトトラップ法 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 
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図 3-3(4) 調査位置図（烏山川緑道） 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法、夜間灯火採集 
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図 3-3(5) 調査位置図（大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

ライトトラップ法 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 
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3-3. 重要種および外来種の選定基準 

確認された種については、表 3-8～表 3-12 に示す基準により重要種及び外来種を選

定した。 

 

表 3-8 重要種の選定基準（植物） 

No. 選定基準 

1 「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

2 
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5

年 4月 1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

3 
「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2020 の公表について」(令和 2 年、環境省)にお

ける選定種 

4-1 
「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令

和 3年、東京都)における【区部】選定種 

4-2 
「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令

和 3年、東京都)における【本土部】選定種 

5 その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 3-9 重要種の選定基準（動物） 

No. 選定基準 

1 「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

2 
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5

年 4月 1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

3 
「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2020 の公表について」(令和 2 年、環境省)にお

ける選定種 

4-1 
「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令

和 3年、東京都)における【区部】選定種 

4-2 
「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令

和 3年、東京都)における【本土部】選定種 

5 その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 3-10 外来種の選定基準（植物・動物） 

No. 選定基準 

1 
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成 16 年法律第 78 号 平

成 16 年 6月 2日公布）による指定種 

2 「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成 27 年）」における掲載種 
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表 3-11 重要種選定基準のカテゴリー（植物・動物） 

文化財保護法注） 

天然記念物 
動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）植物（自生地を含む。）で我が国にとって

学術上価値の高いもののうち、重要なもの。 

特別天然記念物 
動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）植物（自生地を含む。）で我が国にとって

学術上価値の高いもののうち、特に重要なもの。 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 

国際希少野生動植物種 
国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物

の種（国内希少野生動植物種を除く。） 

国内希少野生動植物種 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律に基づき指定された、国内に

生息・生育する絶滅のおそれのある野生生物のうち、人為的な影響により減少が見ら

れる種等。 

環境省レッドリスト 2020 

絶滅(EX) 我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

野生絶滅(EW) 飼育・栽培下あるいは自然分布域の明らかに外側で野生化した状態でのみ 存続して

いる種 

絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN) 絶滅の危機に瀕している種 

絶滅危惧ⅠA類(CR) ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

絶滅危惧ⅠB類(EN) ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

絶滅危惧Ⅱ類(VU) 絶滅の危険が増大している種 

準絶滅危惧(NT) 現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行す

る可能性のある種 

情報不足(DD） 評価するだけの情報が不足している種 

絶滅のおそれのある 

地域個体群(LP) 

地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

東京都レッドリスト 2020 

絶滅 (EX) 当該地域において、過去に生育・生息していたことが確認されており、飼育･栽培下

を含め、すでに絶滅したと考えられるもの 

野生絶滅 (EW) 当該地域において、過去に生育・生息していたことが確認されており、飼育･栽培下

では存続しているが、野生ではすでに絶滅したと考えられるもの 

絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN) 現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困難なも

の 

絶滅危惧ⅠA類(CR) ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

絶滅危惧ⅠB類(EN) IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

絶滅危惧Ⅱ類(VU) 現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧 I類」

のランクに移行することが確実と考えられるもの 

準絶滅危惧(NT) 現時点での絶滅危険度は小さいが、生育 ・ 生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

として上位ランクに移行する要素を有するもの 

情報不足(DD） 環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を有してい

るが、生育・生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が得られていな

いもの 

絶滅のおそれのある 

地域個体群(LP) 

地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

留意種 現時点では絶滅のおそれはないと判断されるため、留意が必要と考えられるもの 

ランク外 当該地域で生育･生息が確認されているが、上記カテゴリーに該当しないもの 

データなし 当該地域において生育･生息している(していた)可能性があるが、確実な記録や情報

が得られなかったもの 

非分布 生態的、地史的な理由から、もともと当該地域には分布しないと考えられるもの 

注）動植物に関する定義を抜粋 
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表 3-12 外来種選定基準のカテゴリー（植物・動物） 

特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律 

特定外来生物 
外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被

害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定されたもの 

生態系被害防止外来種リスト 

定着予防外来種 
侵入予防外来種 

国内に未侵入の種。特に導入の予防、水際での監視、バラスト

水対策等で国内への侵入を未然に防ぐ必要がある。 

その他の定着要望外来種 侵入の情報はあるが、定着は確認されていない種。 

総合対策外来種 

緊急対策外来種 

「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に

基づき、被害の深刻度に関する基準として①～④注）のいずれか

に該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤注）

に該当する種。特に緊急性が高く、特に、各主体がそれぞれの

役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点対策外来種 

「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に

基づき、被害の深刻度に関する基準として①～④注）のいずれか

に該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体の

それぞれの役割における対策の必要性が高い。 

その他の総合対策外来種 総合対策外来種のうち、上記以外のもの 

産業管理外来種 産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等へ

の影響がより小さく、同等程度の社会経済的効果が得られると

いうような代替性がないため、利用において逸出等の防止のた

めの適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。 

注）緊急対策外来種、重点対策外来種における対策の優先度の考え方 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得

る。 
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4-1. 調査結果の概要 

本調査によって、確認された種数は、表 4-1 に示すとおりである。 
 

表 4-1 確認科数・種数一覧 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 昆虫類 魚類 底生動物 

確認科数 138 科 5 科 4 科 1 科 24 科 156 科 3 科 47 科 

確認種数 824 種 5 種 5 種 1 種 38 種 530 種 5 種 79 種 
 

世田谷には、樹林、公園・緑地、水辺などが分布しており、それぞれの環境に応じ

て生物が生息・生育している。本調査では、市街地で一般的に見られるスズメやムクド

リなどの種が多く確認された。また、食物連鎖の上位に位置するオオタカやチョウゲン

ボウ、タヌキなどが確認された他、樹林環境や水辺環境などの限定的な環境に依存する

ため近年の開発等による減少が指摘されているオオアメンボやヤマトタマムシなどの

重要種も複数確認された。一方で、従来の生態系への悪影響を与えることが懸念されて

いる、特定外来生物のアレチウリやアカボシゴマダラ、アライグマが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ チョウゲンボウ 

オオアメンボ ヤマトタマムシ 

アレチウリ アカボシゴマダラ 
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調査地区 5地区における生物の確認種数は、表 4-2 に示すとおりである。 

 

表 4-2 地区別の生物の確認種数 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認種数 

植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 昆虫類 魚類 
底生 

動物 

1 ①みどりの連続

性が高い地域 
砧 都立砧公園 477 3 4 0 32 283 2 52 

2 玉川 等々力渓谷公園 299 4 3 1 19 172 4 46 

3 
②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と 

その周辺 
480 1 3 0 18 210 - - 

4 世田谷 烏山川緑道 371 1 2 0 17 201 - - 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

391 0 1 0 12 122 - - 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

表中の数字は種数を示す。 

 

4-2. 調査地区別のみどりと生物の台帳 

調査結果の概要を示す資料となるように、調査地区毎の生物資源の現況が一目でわ

かる台帳形式に整理した。作成した台帳を次項以降に示す。 

台帳の記載内容は、表 4-3 に示すとおりである。 

 

表 4-3 台帳の記載内容 

項目 内容 

調査地区の位置 世田谷区内における調査地区の位置図を示した。 

自然面率 
みどりの資源調査結果をもとに、調査地区の自然面率を樹木、草

地、道路・建築物等といった項目別に示した。 

生物調査結果 本調査によって確認した種数を示した。 

航空写真 調査地区の航空写真を示した。 

調査地区の特徴 
生物の生息・生育地としての観点から、調査地区の特徴を記載し

た。 

地域区分 調査地区の地域区分を示した。 

調査地区の環境要素 調査地区の環境要素を示した。 

生物の主な確認種 

調査地区の主な確認種として、多く確認された種、調査地区の環

境の特徴を反映させている種、主な重要種、外来種を一覧表で整

理した。 

なお、確認種の詳細はリストとして資料編に整理し、必要に応じ

て確認出来るようにした。 

生物の生育・生息と利用状況 

（断面イメージ） 

調査地区の環境とそれぞれの環境を利用する生物を断面図とし

て模式的に整理した。 

土地利用状況 
調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況を整理

した。 

自然面分布図 調査地区周辺 250m の範囲を含む自然面の分布状況を示した。 

航空写真 
調査地区周辺 250m の範囲を含む航空写真（令和 3 年撮影）を示

した。 
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調査地区 1 都立砧公園 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

 

樹木

73.5%

草地

17.8%

屋上

緑地

0.01%

裸地

3.0%
水面

0.1%

道路・

建築

物等
5.5%

 
 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ムクノキ、クヌギ、コナラ、 

シラカシ、ハクウンボク 

亜高木層:ソメイヨシノ、コナラ 

低木層：ヤブツバキ、ヒサカキ、 

コマユミ、アズマネザサ 

草本層:ベニシダ、ヤブラ

ン、ネズミムギ、ヨシ、

アレチウリ 

タヌキ、ドブネズミ 
確認種全て重要種に

該当するため非記載 

確認なし 

 

カルガモ、アオ

サギ、コゲラ、

ホンセイイン

コ、ハシボソガ

ラス、シジュウ

カラ、ウグイス、

ヒヨドリ、メジ

ロ 

昆虫類 

樹林：アオスジアゲハ、ヒグラシ、アカボシゴマダラ 

草地：ヒメギス、ホソハリカメムシ、ムネアカセンチコガネ 

地表：ハラシヒバッタ、オオヒラタシデムシ、アメイロアリ 

水辺：ギンヤンマ、シオカラトンボ、アメンボ 

魚類 底生動物 

確認種全て重要種に該当するため非記載 貝類：ハブタエモノアラガ

イ、サカマキガイ 

環形動物：エラミミズ 

甲殻類：フロリダマミズヨコエビ、シナ

ヌマエビ、アメリカザリガニ 

水生昆虫：マメゲンゴロウ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

バードサンクチュアリ内の草地と樹林 

 

 

 

 

 

 

 

 

芝生の広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

水路内の様子 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  ケヤキやサクラ類などの落葉高

木や、シイ・カシなどの常緑高

木、ツツジ類などの低木が多く

見られる。 

バードサンクチュアリ内で階層

構造が豊かな樹林がみられる。 

 

 バードサンクチュアリ内の池と

谷戸川で湿性の植物や水生生物

がみられる。 

 

 芝生の広場が整備され、広範囲

に草地がみられる。 

 

 区を代表する大規模な公園であ

り、樹林性の種や水辺を利用す

る種等が多く確認された。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

 
みどりの連続性が高い地域 

調査地区の環境要素 

 

2 

3 
5 

1.都立砧公園 

仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川 

谷沢川 

中央自動車道 

環
状
八
号
線 

東名自動車道 

環
状
七
号
線 

河川 

樹林 

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

自然面率 

94.5％ 

草地 

池 

1 

4 

サンクチュアリ 

52

2

283

32

0

4

3

477

0 100 200 300 400 500

底生…

魚類

昆虫類

鳥類

両生類

爬虫類

哺乳類

植物

種数

樹林内をタヌキが移動する。 

林床でアメイロアリが営巣する。 

下線部：外来種 バードサンクチュアリ内にムクノキやクヌギ、ヒサカキ

などからなる階層構造の豊かな樹林が形成される。 

樹林内にシジュウカラやコゲラ、ホン

セイインコ、ヒグラシが生息する。 

水面をカルガモが 

遊泳する。 

川底や中層でアブラハ

ヤが生息する。 

川底にサカマキガイが

生息する。 

草地にオンブバ

ッタが生息する。 

草地でムクドリ

が採餌する。 

アズマネザサなどからなる藪に

ウグイスが生息する。 

マメゲンゴロウが昆虫

類等を採餌する。 

雑食のアメリカザリガニが魚

や水生動物、植物を採餌する。 

ヨシなどの湿性植物に

ギンヤンマが生息する。 

コゲラ 

シジュウカラ 

アメリカザリガニ

タヌキ 

カルガモ アオサギ 

ムクドリ 

アメイロアリ 
ウグイス 

ギンヤンマ 

マメゲンゴロウ 
オンブバッタ 

サカマキガイ 

アカボシゴマダラ 

ホンセイインコ 

ヒグラシ 

エノキを食草とする

アカボシゴマダラが

生息する。 
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表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

 町丁名 公共用地 
専用独立 

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業 

施設 

屋外利用 

地等 

未利用地 

等 

公園・ 

運動場等 
道路 

鉄道・ 

港湾等 
畑 樹園地 

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

岡本一丁目 28298.8 95702.0 42072.9 6090.5 1044.9 0.0 8654.1 1855.1 13565.8 44047.7 0.0 6823.7 1728.9 0.0 4082.3 0.0 0.0 253966.6 

岡本三丁目 6397.7 94380.2 48851.9 5637.5 173.3 0.0 14319.2 7044.6 6143.5 40876.9 0.0 5588.5 5401.4 0.0 4149.4 0.0 0.0 238964.1 

砧一丁目 1406.5 73772.8 62415.9 48386.5 10209.0 0.0 11063.6 8468.5 2788.5 45580.0 0.0 935.3 0.0 0.0 1306.5 0.0 0.0 266333.1 

砧公園 19209.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12213.7 0.0 410697.5 73332.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 515452.9 

玉川台二丁目 3624.2 49156.6 54278.5 29993.0 1385.0 0.0 5618.0 3976.4 2133.1 42309.3 0.0 2853.4 0.0 4433.0 0.0 0.0 0.0 199760.6 

上用賀五丁目 20334.7 52365.5 40912.8 19967.5 2494.4 0.0 7934.2 1806.6 313.5 54395.9 0.0 8953.7 2965.8 0.0 0.0 0.0 0.0 212444.8 

上用賀六丁目 44700.8 58413.5 41831.2 17566.6 2912.8 0.0 10040.8 4455.5 1284.5 42575.0 0.0 7638.5 0.0 1429.2 0.0 0.0 0.0 232848.4 

瀬田五丁目 111.3 94860.3 28030.8 7729.1 497.2 0.0 22413.5 9691.7 9008.6 48000.8 0.0 13124.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 233467.9 

大蔵一丁目 68784.2 32217.3 30611.4 8635.3 1016.8 0.0 4938.6 1161.3 10047.5 40464.5 0.0 5594.7 0.0 0.0 632.8 0.0 0.0 204104.3 

大蔵四丁目 983.3 7222.4 3138.3 33532.4 0.0 0.0 9691.7 8907.5 102908.4 34274.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2929.3 0.0 0.0 203587.3 

大蔵二丁目 84100.0 7341.8 28751.1 2298.5 0.0 0.0 6369.0 1546.9 10324.0 11534.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 152266.3 

合計 
277951.1 565432.3 380894.8 179836.8 19733.6 0.0 113256.3 48914.1 569215.1 477391.3 0.0 51512.4 10096.2 5862.2 13100.3 0.0 0.0 2713196.4 

10.2％ 20.8％ 14.0％ 6.6％ 0.7％ 0.0％ 4.2％ 1.8％ 21.0％ 17.6％ 0.0％ 1.9％ 0.4％ 0.2％ 0.5％ 0.0％ 0.0％ 100.0％ 

図 自然面分布図 図 航空写真（令和 3年撮影） 

(㎡) 
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調査地区 2 等々力渓谷公園 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

  

樹木

86.8%

草地

2.8%

竹林

4.2%

裸地

0.0006
%

道路・

建築

物等
6.2%

 
 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ケヤキ、ムクノキ、シラカ

シ 

亜高木層:コナラ、アカシデ、ミズ

キ 

低木層：ヤブツバキ、ヒサカキ 

ムラサキシキブ 

草本層:ノハカタカラクサ、セキシ

ョウ、ナキリスゲ 

タヌキ、アライグマ、 

ハクビシン 

確認種全て重要種に

該当するため非記載 

確認種全て重要種に

該当するため非記載 

カルガモ、キジ

バト、コゲラ、

シジュウカラ、

ヒヨドリ、メジ

ロ、ホンセイイ

ンコ 

昆虫類 

樹林：アブラゼミ、シロテンハナムグリ、アカボシゴマダラ 

草地：ショウリョウバッタ、セイヨウミツバチ、イチモンジセセリ 

地表：トウキョウヒメハンミョウ、トビイロシワアリ 

水辺：オオシオカラトンボ、コガタシマトビケラ、ハグロトンボ 

魚類 底生動物 

スミウキゴリ、コイ（飼育型） 貝類：カワニナ、ウスイロ

オカチグサガイ 

環形動物：シマイシビル 

甲殻類：フロリダマミズヨコエビ、シナ

ヌマエビ 

水生昆虫：シロハラコカゲロウ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

渓谷と周辺の高木林 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜面下部のセキショウ群落 

 

 

 

 

 

 

 

 

水路内の様子 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  ムクノキ、ケヤキなどの落葉高

木やシイ・カシなどの常緑高木

が渓谷斜面を覆う。 

 

 湧水で湿潤な崖や斜面下部にセ

キショウが生育する。 

 

 高木に覆われ下草が少なく、河

川には陽が殆ど届かない。 

 

 近隣の玉川野毛町公園や街路樹

による緑の繋がりが若干見られ

る。 

 

 主に樹林や水辺に生息する種を

確認した。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

 
みどりの連続性が高い地域 

調査地区の環境要素 

 

1 

3 

4 

5 

2.等々力渓谷公園 

仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川 

谷沢川 

中央自動車道 

環
状
八
号
線 

東名自動車道 

環
状
七
号
線 

河川 樹林 湧水 

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

自然面率 

93.8％ 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

樹林内タヌキやアライグマ、

ハクビシンが移動する。 

渓谷を高木のケヤキ、ムクノキ、

シラカシが覆っている。 

水路内にはコイ（飼育型）やスミウキゴリ、

シロハラコカゲロウが生息する。 

滲み出した水（湧水）で湿潤な崖や斜面

下部には、セキショウが生育する。 

樹林内にコゲラやシジュウカラ

が生息する。 

草地にショウリョウバッタが

生息している。 

下線部：外来種 

アライグマ 

コゲラ 

ハグロトンボ セキショウ 

シジュウカラ 

ショウリョウバッタ 

シロハラコカゲロウ 

ハクビシン 

タヌキ 

水辺をカルガモやハグロトンボ

が利用する。 

カルガモ 

スミウキゴリ 

46

4
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4
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底生動物

魚類
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表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立 

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業 

施設 

屋外利用 

地等 

未利用地 

等 

公園・ 

運動場等 
道路 

鉄道・ 

港湾等 
畑 樹園地 

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

中町一丁目 420.5 75811.4 26785.8 6606.8 0.0 0.0 6186.1 5908.1 7886.5 28639.9 791.3 0.0 0.0 0.0 2356.5 512.6 716.7 162622.2 

中町二丁目 21767.2 96379.1 40815.3 10048.7 122.2 0.0 11597.1 4322.1 2409.6 46874.6 5626.4 14496.1 1131.2 0.0 2655.5 427.7 315.1 258987.9 

等々力一丁目 13550.6 100874.0 43733.2 6142.0 321.6 0.0 4305.0 5128.4 19509.9 41946.7 0.0 1751.2 2387.5 0.0 2551.7 0.0 0.0 242201.8 

等々力三丁目 22283.2 69991.2 34511.9 12775.7 1230.7 0.0 7114.6 1907.1 4011.7 42226.2 2833.3 1635.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 200521.3 

等々力四丁目 5219.8 40898.0 27248.8 11862.6 5036.5 0.0 4999.7 2712.7 0.0 28221.5 4308.0 7410.8 2903.9 0.0 0.0 0.0 0.0 140822.4 

等々力二丁目 3223.9 82995.3 42287.7 25733.8 611.7 0.0 7317.7 6448.9 7051.7 60373.0 447.6 0.0 0.0 423.8 1731.2 1029.5 0.0 239675.6 

野毛一丁目 4548.9 63342.9 29875.8 7256.9 774.2 28.2 3724.9 31206.5 45514.2 27315.3 0.0 753.2 0.0 6801.6 5971.3 9748.2 44.4 236906.4 

合計 
71014.1 530292.0 245258.4 80426.4 8096.8 28.2 45245.1 57633.7 86383.6 275597.1 14006.6 26047.2 6422.6 7225.4 15266.3 11718.0 1076.2 1481737.6 

4.8％ 35.8％ 16.6％ 5.4％ 0.5％ 0.0％ 3.1％ 3.9％ 5.8％ 18.6％ 0.9％ 1.8％ 0.4％ 0.5％ 1.0％ 0.8％ 0.1％ 100.0％ 

図 自然面分布図 図 航空写真（令和 3年撮影） 

(㎡) 
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調査地区 3 給田四丁目緑地とその周辺 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

 
樹木

15.7%

草地

3.4%
竹林

0.02%

屋上

緑地

0.2%
農地

5.9%

裸地

3.8%

道路・

建築

物等
70.9%

 
 

 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：シラカシ、ケヤキ、 

アラカシ 

亜高木層:イロハモミジ、マダケ、

エゴノキ、 

低木層：キンモクセイ、ヒイラギ、

アズマネザサ 

草本層:オオキンケイギク、カラス

ムギ、ヨモギ 

確認種全て重要種に

該当するため非記載 

確認種全て重要種に

該当するため非記載 
確認なし 

カワラバト、コ

ゲラ、ハシブト

ガラス、シジュ

ウカラ、メジロ、

ムクドリ、スズ

メ、ホンセイイ

ンコ 

昆虫類 

樹林：アブラゼミ、コクワガタ、アカボシゴマダラ 

草地：クビキリギス、ウズラカメムシ、ツマグロヒョウモン 

地表：ヒゲジロハサミムシ、アカサシガメ、セアカヒラタゴミムシ、

クロオオアリ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋敷林 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園の草地と植栽 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  住宅が密集するが、屋敷林や集

合住宅地周辺に樹林が点在す

る。また、公園内や学校構内の

草地が点在する。 

 

 屋敷林は階層構造が豊かで、ケ

ヤキやクスノキの高木のほか、

低木層にササ類が繁茂し藪を形

成している。 

 

 住宅地に隣接して、農地が点在

しており、開けた環境が点在す

る。 

 

 樹林性や草地性の種が主に確認

された。また、開けた環境を利

用する種も確認された。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

住宅地の中に 

中・小規模緑地が 

点在する地域 

調査地区の環境要素 

 

 

2 

4 

5 

3.給田四丁目緑地 

とその周辺 

仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川 

谷沢川 

中央自動車道 

環
状
八
号
線 

東名自動車道 

環
状
七
号
線 

樹林 

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

草地 

1 
自然面率 

29.1％ 

住宅地 農地 

下線部：外来種 
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0 100 200 300 400 500

昆虫類

鳥類

両生類

爬虫類

哺乳類

植物

種数

樹林内にメジロやホンセイイ

ンコ、アブラゼミが生息する。 

メジロ 

スズメ 

ウズラカメムシ 
カワラバト 

クロオオアリ 

ツマグロヒョウモン

屋敷林として、ケヤキやシラカシなどからなる

階層構造の豊かな樹林が形成される。 

農地でスズメやムクドリが採餌

する。 

市街地をカワラバトが利用

する。 

公園や空き地の草地でウズラカメム

シやクロオオアリが生息する。 

公園や学校などの植栽をツマグロヒョ

ウモンが利用する。 

オオキンケイギク 

住宅地脇の植栽にオオキンケイギク

が生育する。 

ホンセイインコ 

ムクドリ 

アブラゼミ 
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表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立 

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業 

施設 

屋外利用 

地等 

未利用地 

等 

公園・ 

運動場等 
道路 

鉄道・ 

港湾等 
畑 樹園地 

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

給田五丁目 8262.0 19234.2 40485.9 14046.7 1723.2 0.0 6004.4 6598.1 4067.8 23368.6 0.0 751.5 0.0 0.0 0.0 0.0 848.2 125390.6 

給田三丁目 3497.1 55030.1 61038.1 16026.0 7134.4 0.0 13954.6 2027.9 1629.0 32852.2 8983.0 7023.6 0.0 0.0 2548.0 0.0 120.1 211864.1 

給田四丁目 15276.8 63944.5 51738.2 9332.8 3005.9 0.0 10010.1 362.0 7834.5 43098.0 0.0 4303.9 0.0 0.0 0.0 0.0 192.7 209099.6 

南烏山六丁目 8228.4 27242.8 86662.8 38808.2 2681.2 0.0 7437.1 1321.9 2897.7 36700.3 3089.8 271.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 215341.2 

北烏山九丁目 40604.1 60855.5 40506.1 6702.2 7782.0 0.0 6344.1 1706.7 3151.9 36317.4 0.0 21550.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2030.3 227550.2 

北烏山五丁目 38060.2 29051.9 16336.7 6511.5 2905.3 0.0 5455.8 2465.7 37603.0 35136.7 0.0 1281.9 0.0 0.0 0.0 0.0 330.9 175139.6 

北烏山七丁目 6159.8 61692.8 56954.1 17039.5 445.1 0.0 8322.9 4691.0 1628.8 37875.5 0.0 16851.3 0.0 30880.7 0.0 0.0 198.4 242739.8 

北烏山八丁目 38906.2 41754.2 49641.4 10117.3 292.7 0.0 4356.2 3316.2 4475.4 38898.2 0.0 16488.0 0.0 0.0 0.0 0.0 704.0 208949.8 

北烏山六丁目 28791.8 72008.5 54674.1 9590.6 381.1 0.0 9159.0 1639.6 7215.6 40232.8 0.0 11852.7 201.1 0.0 0.0 0.0 310.5 236057.3 

合計 
187786.4 430814.5 458037.4 128174.9 26350.8 0.0 71044.1 24129.2 70503.8 324479.7 12072.8 80373.9 201.1 30880.7 2548.0 0.0 4735.0 1852132.2 

10.1％ 23.3％ 24.7％ 6.9％ 1.4％ 0.0％ 3.8％ 1.3％ 3.8％ 17.5％ 0.7％ 4.3％ 0.0％ 1.7％ 0.1％ 0.0％ 0.3％ 100.0％ 

図 自然面分布図 図 航空写真（令和 3年撮影） 

(㎡) 
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調査地区 4 烏山川緑道 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

 

樹木

81.7%

草地

2.4%

裸地

0.2%

道路・

建築

物等
15.6%

 
 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ムクノキ、ケヤキ、スダ

ジイ、スギ 

亜高木層:ソメイヨシノ、マダケ、

シラカシ、ヤマグワ 

低木層：イロハモミジ、ツバキ（園

芸品種）、ヒサカキ 

草本層:ヤブラン、ユウゲショウ、

オオキンケイギク、メヒシ

バ 

ハクビシン 
確認種全て重要種に

該当するため非記載 
確認なし 

カワラバト、ホ

ンセイインコ、

ハシブトガラ

ス、ヒヨドリ、

メジロ、ムクド

リ、スズメ 

昆虫類 

樹林：アブラゼミ、アオドウガネ、オオスズメバチ、アカボシゴマダ

ラ 

草地：ショウリョウバッタ、マルカメムシ、ナミテントウ、ヤマトシ

ジミ 

地表：ヒゲジロハサミムシ、セアカヒラタゴミムシ、コエンマムシ、

アメイロアリ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑道 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽木下に自然侵入した草本類 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑道に隣接する市街地 

  

航空写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

調査地区の特徴 地域区分 

 住宅や商業施設が密集するなかに位置しており、地域住民の通勤・

通学・散歩などの生活道路として利用される。 

 

 緑道沿いにケヤキやクスノキなどの高木の並木と、ヒサカキなどの

低木が植栽され、連続したみどりとなっている。緑道脇は市街地と

なっており、林内は明るい環境となっている。 

 

 主に草地や樹林、市街地に生息する種を確認した。 

住宅地の中に 

中・小規模緑地が 

点在する地域 

調査地区の環境要素 

 
樹林 

調査結果の概要 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

草地 

住宅地 

自然面率 

84.4％ 

2 

3 
5 

4.烏山川緑道 仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川 

谷沢川 

東名自動車道 

環
状
七
号
線 

凡例 

:調査地区 

1 

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

下線部：外来種 
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昆虫類

鳥類

両生類

爬虫類

哺乳類

植物

種数

ヒヨドリ 

メジロ 

マルカメムシ 

ショウリョウバッタ 

アブラゼミ 

アメイロアリ 

オオキンケイギク 

住宅や市街地をスズメや

カワラバトが利用する。 

歩道沿いにケヤキやソメイヨシノなどが

植栽され樹林が形成されている。 

樹林内にヒヨドリやメジロ、

アブラゼミが生息する。 

歩道沿いの植栽箇所にオオキンケイギク

が生育する。 

植栽箇所にメヒシバやヌカキビなど

が侵入し草地が形成されている。 草地にショウリョウバッタや

マルカメムシ、アメイロアリが

生息する。 

アカボシゴマダラ 

スズメ

ハクビシン 

カワラバト
ハクビシンやアカボシゴマ

ダラが植栽箇所を移動する。 
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表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立 

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業 

施設 

屋外利用 

地等 

未利用地 

等 

公園・ 

運動場等 
道路 

鉄道・ 

港湾等 
畑 樹園地 

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

宮坂一丁目 38958.1 100888.8 55297.0 6700.0 1029.5 0.0 6748.1 4850.0 4594.6 45486.1 740.9 2456.8 0.0 0.0 0.0 201.6 0.0 267951.5 

経堂一丁目 11576.4 60308.8 57640.2 31127.8 1023.3 0.0 10124.1 1209.3 4092.0 36139.3 569.0 327.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 214137.2 

経堂五丁目 2964.9 68674.3 69801.3 18801.7 2593.8 0.0 5511.4 7193.5 4651.9 39369.7 0.5 0.0 0.0 1832.8 0.0 0.0 0.0 221395.8 

経堂三丁目 7964.7 72072.9 44569.9 4097.8 389.8 0.0 2129.2 2158.1 7032.0 25784.2 6670.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 172868.7 

経堂四丁目 2468.3 71616.9 67308.5 8977.1 1619.7 0.0 8422.6 2281.1 2910.0 45025.9 12064.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 222694.8 

経堂二丁目 2463.7 59889.6 36197.2 26035.3 185.1 0.0 4310.6 1658.3 0.0 24369.7 9264.7 471.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 164845.7 

豪徳寺二丁目 35753.5 77075.1 27347.0 1612.4 365.2 0.0 1701.5 10976.4 29032.8 27475.0 3449.5 0.0 0.0 1254.3 0.0 0.0 0.0 216042.7 

桜一丁目 25146.6 92938.0 58608.0 4472.2 526.1 0.0 3511.4 3051.6 7905.2 42975.1 3523.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 242657.7 

桜二丁目 9351.2 62735.6 42792.3 3835.6 471.7 0.0 5473.3 2475.5 7666.4 22322.8 0.0 1693.8 0.0 0.0 551.6 0.0 0.0 159369.6 

船橋一丁目 5713.7 93135.9 78057.1 23809.3 2810.0 0.0 5724.4 2404.6 2207.6 37458.4 852.4 1528.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 253701.5 

船橋五丁目 24981.9 57190.4 66074.9 7788.4 1799.2 0.0 10911.2 1066.4 3837.4 40628.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 214278.2 

船橋三丁目 30564.8 49815.5 53391.6 1383.0 368.7 0.0 1611.0 5173.6 4418.7 23260.3 0.0 1601.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 171588.9 

船橋四丁目 52472.7 67779.2 38973.9 11018.1 2258.0 0.0 5154.8 1872.3 4797.4 35080.9 0.0 3583.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 222990.5 

船橋六丁目 11345.8 20526.0 24342.2 23710.6 2849.0 0.0 8587.2 10838.4 8804.4 29359.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 140363.0 

合計 
261726.1 954647.0 720401.1 173369.3 18289.1 0.0 79920.8 57209.1 91950.2 474735.3 37135.1 11662.6 0.0 3087.2 551.6 201.6 0.0 2884885.8 

9.1％ 33.1％ 25.0％ 6.0％ 0.6％ 0.0％ 2.8％ 2.0％ 3.2％ 16.5％ 1.3％ 0.4％ 0.0％ 0.1％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 100.0％ 

図 自然面分布図 図 航空写真（令和 3年撮影） 

(㎡) 
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調査地区 5 大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

 
樹木

10.5%
草地

0.7% 竹林

0.1%
屋上

緑地

0.5%
裸地

2.4%

道路・

建築

物等
85.9%

 
 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ケヤキ、エノキ、ヒサカキ 

亜高木層:イチョウ、クスノキ、シ

ラカシ、ソメイヨシノ 

低木層：アズマネザサ、コゴメウ

ツギ、ドウダンツツジ、

トウネズミモチ 

草本層:ヨモギ、メヒシバ、コメヒ

シバ、アキノエノコログサ 

確認なし 
確認種全て重要種に

該当するため非記載 
確認なし 

キジバト、ホン

セイインコ、ハ

シブトガラス、

シジュウカラ、

ヒヨドリ、メジ

ロ、スズメ 

昆虫類 

樹林：カネタタキ、アブラゼミ、キイロテントウ、ヤマトシジミ 

草地：ヒメナガカメムシ、ナミテントウ、ニホンミツバチ、モンシロ

チョウ 

地表：イボバッタ、コスナゴミムシダマシ、アメイロアリ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳澤の杜市民緑地 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅地 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  市街化が進み、住宅が密集して

いる。 

 

 柳澤の杜市民緑地や、公園、住

宅の庭先の植栽など、住宅に隣

接して小規模な樹林が点在して

いる。 

 

 周辺も市街化が進み、調査地区

と同様の環境となっており、連

続したみどりはみられない。 

 

 主に草地や市街地に生息する種

を確認した。 

 

 住宅の植栽など、小規模な樹林

を利用する種もみられた。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

市街化が進み 

比較的みどりが少ない地域 

調査地区の環境要素 

 

 

2 

4 

3 

5. 大原一丁目柳澤の杜

市民緑地とその周辺 

仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川 

谷沢川 

中央自動車道 

環
状
八
号
線 

東名自動車道 

環
状
七
号
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樹林 

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

草地 

1 

住宅地 

自然面率 

14.1％ 

下線部：外来種 

スズメ 

ヒヨドリ 

メジロ 

ヤマトシジミ 

カネタタキアメイロアリ

住居の植栽木をスズメやムクドリが

利用する。 

柳澤の杜市民緑地内にクスノキやヒサカキなどから

なる樹林が形成される。 

樹林内にメジロやヒヨドリ、キジバトが

生息する。 

メヒシバやコメヒシバ、アキノエノコログサなどから

なる草地が形成され、アメイロアリやナミテントウ、

カネタタキが生息する。 

住宅が密集しているが、庭先の植栽などにより、

小規模な緑地が点在する。 

ナミテントウ 

キジバト 
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表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

 

 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立 

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業 

施設 

屋外利用 

地等 

未利用地 

等 

公園・ 

運動場等 
道路 

鉄道・ 

港湾等 
畑 樹園地 

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

羽根木一丁目 2978.8 64367.6 32518.4 13525.8 429.8 0.0 3759.6 1733.1 814.5 35343.9 4378.7 597.8 0.0 0.0 0.0 0.0 40.8 160488.7 

羽根木二丁目 981.7 85512.4 47026.4 4214.0 503.4 0.0 2893.0 1655.9 757.3 26255.9 0.0 82.9 0.0 0.0 0.0 0.0 67.9 169950.8 

代田六丁目 16205.7 79733.6 52503.6 8873.8 776.2 0.0 4429.5 4335.9 526.0 28586.4 46.9 0.0 0.0 0.0 0.0 151.6 145.1 196314.2 

大原一丁目 10584.7 81794.7 78367.9 7421.4 1002.3 0.0 5045.4 2202.2 5599.5 46939.8 525.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 239483.6 

大原二丁目 52965.9 24195.4 30404.4 13130.5 3275.6 0.0 3590.7 4375.0 5550.5 36363.4 3506.2 0.0 0.0 0.0 505.2 0.0 401.9 178264.8 

北沢五丁目 20710.1 72388.5 49467.5 5883.1 704.4 0.0 4340.1 3050.0 5128.3 40885.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 202557.6 

北沢三丁目 1754.3 48107.1 43360.3 19658.5 5394.2 0.0 3356.4 2971.1 5068.5 28278.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 157949.0 

北沢四丁目 8136.3 82372.8 46482.0 3550.5 107.9 0.0 2236.0 3010.5 3857.9 31229.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 180983.2 

北沢二丁目 6593.8 16151.2 25317.2 76723.8 6062.6 0.0 5670.4 15475.0 0.0 30941.3 2582.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 185517.2 

合計 
120911.3 554623.4 405447.7 152981.5 18256.4 0.0 35321.1 38808.7 27302.5 304824.1 11039.4 680.7 0.0 0.0 505.2 151.6 655.6 1671509.2 

7.2％ 33.2％ 24.3％ 9.2％ 1.1％ 0.0％ 2.1％ 2.3％ 1.6％ 18.2％ 0.7％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 100.0％ 

図 自然面分布図 図 航空写真（令和 3年撮影） 

(㎡) 
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4-3. 各調査項目の調査結果

（１）植物調査

① 調査地区全体の確認状況

現地調査の結果、全 138 科 824 種の植物が確認された（表 4-4）。

確認種の在来種と外来種の割合としては、在来種が 770 種（93％）、外来種が 54

種（7％）であった（図 4-1）。 

また、確認種のうち、「自生（栽培によらないで自然に生育している植物）」、「植

栽（観賞などの目的で人為的に植えられた植物）」、「逸出（植栽された後に自力で

野生化し、生育範囲を広げている植物）」、「植栽および逸出（植栽と逸出の両方が

確認された植物）」の割合をみると、自生が 367 種（45％）、植栽が 366 種（44％）、

逸出が 34 種（4％）、植栽および逸出が 57 種（7％）であった（図 4-2）。 

表 4-4 調査地区全体の確認状況（植物） 

区分 科数 種数 

シダ植物 13 44 

種子植物 

裸子植物 8 29 

被子植物 
双子葉植物 

離弁花類 79 397 

合弁花類 24 210 

単子葉植物 14 144 

合計 138 科 824 種 

図 4-1 在来種と外来種の割合 

図 4-2 自生・植栽・逸出の割合 
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② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-5 に示すとおりであった。 

 

表 4-5 調査地区別の確認状況（植物） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認 

種数 
主な確認種・確認状況 

1 

①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 477 種 

・落葉高木(サクラ類やケヤキなど)、常

緑高木(シイ・カシなど)、低木(ツツ

ジ類など)がみられ、バードサンクチ

ュアリでは階層構造が発達している。 

・谷戸川沿いの河岸は樹木が川に張り出

し、樹林帯を形成する。 

2 玉川 等々力渓谷公園 299 種 

・ムクノキ、ケヤキなどの落葉高木やシ

イ・カシなどの常緑高木が渓谷斜面を

覆う。 

・河川沿いの湿潤な環境にはセキショウ

がまとまって生育する。 

3 
②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と

その周辺 
480 種 

・住宅が密集するが、市民緑地や学校構

内、そして集合住宅周辺等に小規模な

樹林が点在する。 

・基幹公園（ぽけっと、街区、近隣地区、

運動公園）や学校構内のグラウンド等

に草地が見られ、住宅地内に耕作地が

点在する。 

4 世田谷 烏山川緑道 371 種 

・緑道沿いは落葉高木や常緑高木の並

木、植栽低木により緑が繋がれてお

り、一部で花壇が整備されている。 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

391 種 

・全体として住宅が大半であるが、小規

模な樹林が市民緑地や学校構内に存

在する。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、表 4-6 に示す 20 科 24 種が確認された。ただし、このうち 20 種は

植栽個体と考えられ、自生の重要種は、アスカイノデ、ハンノキ、ウマノスズクサ、

アズマザサの 4種と考えられた。 

重要種の確認状況は、表 4-7 に示すとおりである。 

 

表 4-6 重要種の選定結果（植物） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

備考 
1 2 3 4 5 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 オシダ アスカイノデ ● ●       VU VU 

2 ウラボシ クリハラン     ●     CR  植栽 

3 ヒノキ ネズ    ●      EN  植栽 

4 イチイ イチイ   ● ●      CR  植栽 

5 カバノキ ハンノキ ●        VU VU   

6 モクレン シデコブシ   ●  ●   NT   植栽 

7 クスノキ ニッケイ ● ●  ●    NT    逸出 

8 ドクダミ ハンゲショウ ●  ●      EN EN  植栽 

9 ウマノスズクサ ウマノスズクサ ●    ●    VU VU   

10 マンサク トサミズキ ● ● ●  ●   NT    植栽 

11 バラ シロヤマブキ ●  ● ●    EN   植栽 

12 カナウツギ ●         EN 植栽 

13 カエデ ハナノキ ●       VU    植栽 

14 ミソハギ シマサルスベリ ●       NT    植栽 

15  エゾミソハギ ●        EX DD  植栽 

16 アカネ ハクチョウゲ    ●    EN    植栽 

17 クマツヅラ コムラサキ  ● ● ● ●    CR DD 植栽 

18 キキョウ キキョウ ●    ●   VU EX CR  植栽 

19 キク フジバカマ    ●    NT CR CR 植栽 

20 ユリ カノコユリ  ● ●     VU    植栽 

21  タイワンホトトギス   ● ● ●   CR    植栽 

22 イネ アズマザサ ●        DD NT   

23 ラン シラン ●  ● ● ●   NT   植栽 

24 エビネ     ●   NT CR NT 植栽 

計 20 科 24 種 14種 5 種 9種 9 種 9 種 0 種 0 種 13 種 10 種 14 種 0 種 20 種 

※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 6月 5日公布、平成 5年 4月 1日施行)における国際希少野生動植物種・

国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2020 の公表について」(令和 2年、環境省)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧， 

DD：情報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令和 3年、東京都)における【区部】選定種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令和 3年、東京都)における【本土部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧， 

DD：情報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

重要種保護の観点

から、確認地区は非

記載とした。 
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 表 4-7 (1) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

アスカイノデ（オシダ科） 

 
（令和 3年 5月 19 日） 

本州、四国、九州に分布する。常緑性シダで根

茎は短く、塊状となり、葉を叢生する。太平洋

沿岸地の林床にしばしば群生するほか、内陸部

にも生育する。海岸近くの常緑樹林、段丘林、

丘陵地の谷戸、低山地など陰湿な林に多い。山

林の改変などによる生育環境の改変が本種の

生存を脅かす主な要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）広葉樹林内で 3 個体を確

認した。（夏）人工構造物で 1 個体を確認し

た。 

【等々力渓谷公園】（春）広葉樹林や竹林 4 地

点で合計 5 個体を確認した。（夏）広葉樹林

内で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

クリハラン（ウラボシ科） 

 
（令和 3年 8月 30 日） 

関東以西、四国、九州、南西諸島に分布する。

常緑性シダで根茎は這い、淡褐色で膜質の鱗片

がつく。葉柄は長さ 10～30cm、葉身は単葉、広

披針形。山地渓流の陰湿な林内、岩上などにし

ばしば群生する。山地の改変などによる生育環

境の変化が本種の生存を脅かす主な要因であ

る。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】(夏)道路脇で

2個体を確認した。植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 



第 4章 調査結果 

生物-53 

第
４
章 

 

 表 4-7(2) 重要種の確認状況（植物） 

 生態情報 

ネズ（ヒノキ科） 

 
（令和 3年 7月 28 日） 

岩手以南、四国、九州に分布する。常緑低木ま

たは高木。樹皮は灰褐色で縦裂し、薄片になっ

てはがれる。葉は針形状で 3輪生し、先端は硬

くとがり、表面に深い白色気孔帯がある。日当

たりの良い丘陵地や花崗岩地に生育する。山林

の改変などによる生育環境の変化が本種の生

存を脅かす要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【烏山川緑道】(夏)緑道沿いのロープ柵に囲われ

た広葉樹林内で 1 個体を確認した。（秋）緑道

沿いのロープ柵に囲われた広葉樹林内で 1 個

体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

種名 生態情報 

イチイ（イチイ科） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

北海道から九州にかけての深山にある。幹は直立

で枝を打ち葉が多い。木の高さは時に 20m、計

70cm に達することがある。樹皮は赤褐色を帯び

浅い裂目が入っている。葉は深緑色で極めて細長

く、上を向いた枝ではらせん状につくが、横にの

びた枝では、葉がねじれて左右にぎっしりと 2

列に開いてならび羽状をしている。雌雄異株。雄

花は 3～4 月頃に葉腋に開く小さな楕円形の花序

である。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【烏山川緑道】（秋）緑道沿いで 1 個体を確認

した。 

植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(3) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

ハンノキ（カバノキ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

全国に分布する。落葉高木で高さ 15～20m とな

る。低地の河川湿地から丘陵地の谷戸、山地の湿

原などに生育する。 

開発による湿地の消失や河川の整備などが本種

の生存を脅かす主な要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）広葉樹林内で 1 個体を確

認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

シデコブシ（モクレン科） 

 
（令和 3年 8月 30 日） 

本州中部の伊勢湾沿岸の湿地に固有だが、広く庭

に栽培される高さ約 3m ほどの落葉低木樹。葉は

互生で短い柄があり、長楕円形あるいは長倒卵形

で先端は鈍形。花期は春で、小枝の端にわずかに

紅色を帯びた白色の大きな花を開き、花径は 7～

10cm ほどで香気がある。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】（夏）小学校前の

遊歩道で 5 個体を確認した。（秋）小学校前の

遊歩道 2地点で合計 5個体を確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺】(秋)

マンションの入り口前で 1個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(4) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

ニッケイ（クスノキ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

 

国内の所々に植えられるようになった常緑高木

樹。幹は直立してそびえ、高さ 8m 余に達し、さ

かんに枝分かれし、葉をたくさんつける。葉は有

柄で互生、卵状長楕円形で先端はだんだん尖り長

さは葉柄を含んで 12cm くらい。花期は夏で、小

枝の葉腋から長い花柄を出し、集散花序に淡黄緑

色の小花を開く。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)バードサンクチュアリ付近で

1 個体を確認した。（夏）バードサンクチュア

リ付近で 1個体を確認した。 

【等々力渓谷公園】（夏）等々力渓谷入口付近で

1個体を確認した。 

【烏山川緑道】(春)緑道沿いの草地で 1個体を確

認した。 

上記のいずれも逸出個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

ハンゲショウ（ドクダミ科） 

 
（令和 3年 5月 20 日） 

本州、四国、九州、南西諸島に分布する。多年草

で地下茎は太く這い、群落となる。茎は高さ 50

～100cm で、葉は卵形、基部心形、長さ 5～15cm、

5～7脈がある。花期は 6～8月で、多数の小花を

下から上に順次咲き上がる。低地の水辺や湿地に

生育する。湿地の改変や河川改修といった生育基

盤の消滅が本種の生存を脅かす要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）バードサンクチュアリ観察

窓付近の花壇で 5 個体を確認した。（秋）バー

ドサンクチュアリ観察窓付近の花壇で 8 個体

を確認した。植栽個体と考えられる。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（夏）民家脇の花

壇 2地点で合計 9個体を確認した。植栽個体と

考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(5) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

ウマノスズクサ（ウマノスズクサ科） 

 
（令和 3年 8月 30 日） 

 

本州、四国、九州、南西諸島に分布する。つる性

の多年草で高さ 1m ぐらいに伸びる。葉は三角状

狭卵形、長さ 4～7cm。花期は 6～8月で、黄緑色。

山野に生育する。原野や山林の改変、土手の斜面

草地の人工法面化、また耕作地での除草剤の多様

などが本種の生存を脅かす要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）美術館付近で 11 個体を確認

した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】（夏）道路脇で

1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

トサミズキ（マンサク科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

高知県の山地に自生する。幹は高さ 2～3m に達す

る低木樹。葉は互生し、円形あるいは倒卵状円形、

先端は鋭形または鈍形、基部は心臓型。長さ、幅

ともに 4～10cm 内外であって、厚い。花期は春で、

葉に先立って花を開く。花は淡黄色 7～8 個が穂

を作って垂れ下がる。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）有料駐車場で 1 個体を確認

した。 

【等々力渓谷公園】（春）日本庭園内 3 地点で合

計 3 個体を確認した。（秋）日本庭園内で 1 個

体を確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】(春)道路脇の樹林

で 1個体を確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】（春）市民緑地

付近 2 地点で合計 3 個体を確認した。（夏）市

民緑地内で 1 個体を確認した。（秋）市民緑地

内で 1個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(6) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

シロヤマブキ（バラ科） 

 
（令和 3年 8月 30 日） 

 

主に中国地方の瀬戸内海側に稀に野生するが普

通は庭園に栽植される落葉性の低木樹。幹は直立

して高さ 2m くらい。枝は開出し、葉は対生。葉

は卵形で長さ 4～8cm。ふちには鋭い重鋸歯があ

る。花期は 5 月。花は白色で径 3～4cm、がく筒

は平たく、裂片は 4、葉状で幅広く、先の尖った

卵形でふちに鋸歯がある。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】（秋）バードサンクチュアリ内や

野球場付近 3地点で合計 45 個体を確認した。 

【給田 4 丁目緑地とその周辺】（夏）歩道脇の花

壇 2 地点で合計 5 個体を確認した。（秋）歩道

脇 4地点で合計 7個体を確認した。 

【烏山川緑道】（春）歩道脇の 2 地点で合計 2 個

体を確認した。（秋）歩道脇で 1 個体を確認し

た。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧 IB 類（EN） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

ハナノキ（カエデ科） 

 
（令和 3年 7月 28 日） 

 

主に伊勢湾周辺の山間の湿地に生えている落葉

高木樹。対生の葉は柄をもち、浅く 3裂していて

基部は心臓形、上面は濃緑色、下面は白色で秋に

紅葉する。雌雄異株。雄花は多数集まって若葉に

先立って開き、萼片、花弁ともほぼ同じ形。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）芝生広場内で 1 個体を確認

した。植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 



第 4章 調査結果 

生物-58 

  

表 4-7 (7) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

シマサルスベリ（ミソハギ科） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

 

九州南部、沖縄に分布する。落葉高木樹高さ 3～

6m となり、枝はよく分枝して灰褐色。葉は楕円

形で 3～8cm。対生し、柄はごく短い。30～70cm

となる。花期は盛夏で、枝端に大きな円錐花序を

だし、よく分枝して多数の小径の白花をつける。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）ファミリーパーク内で 1 個

体を確認した。（秋）砧大塚付近 3 地点で合計

7個体を確認した。いずれも植栽個体と考えら

れる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

エゾミソハギ（ミソハギ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

北海道、本州、四国、九州に分布する。多年草で

全体に突起状の毛をつくり、高さ 50～100cm とな

り、葉は対生、葉身の基部は円形で半ば茎を抱く。

花期は 8月で、色は紅紫色、萼の付属体は直立す

る。低地の湿地や水田跡などに生育する。植生遷

移の進行や園芸目的の採取、湿地の改変などが本

種の生存を脅かす主な要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）バードサンクチュアリ観察

窓付近の花壇で 10 個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅（EX） 

東京都 RL【本土部】：情報不足（DD） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 



第 4章 調査結果 

生物-59 

第
４
章 

  

表 4-7 (8) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

ハクチョウゲ（アカネ科） 

 
（令和 3年 5月 19 日） 

 

観賞用または生垣用として栽培される常緑の小

低木。茎は高さ 1m ぐらいで多数の小枝を盛んに

分岐する。葉はややまばらにつき対生。狭楕円形

で小さく、長さ約 2cm。花期は初夏で白色または

淡紅紫色を帯びる花を葉腋につける。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【烏山川緑道】（春）緑道沿いの草地で 1 個体を

確認した。 

植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧 IB 類（EN） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

コムラサキ（クマツヅラ科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

本州の西部、四国、九州に分布する。山麓や原野

の湿地に生える高さ 1～1.5m くらいの落葉低木

樹。葉は対生し長さ 1～4mm の柄があり、倒卵状

長楕円形で長さ 3～6cm で両端は鋭く尖り、ふち

は上半部だけ鋸歯がある。花期は初夏で淡紫色の

小花を多数つける。 
出典：「新分類 牧野日本植物図鑑」(平成 29 年、株式会社 北

隆館) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（夏）日本庭園付近で 1 個体

を確認した。（秋）日本庭園付近で 1 個体を確

認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（夏）水無公園や

給田四丁目緑地公園等 4 地点で合計 11 個体を

確認した。（秋）給田四丁目緑地公園や道路脇

2地点で合計 6個体を確認した。 

【烏山川緑道】（夏）道路脇 2 地点で合計 2 個体

を確認した。（秋）道路脇 2 地点で合計 7 個体

を確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】（夏）民家の庭

先等 4地点で合計 12 個体を確認した。（秋）歩

道脇の花壇で 10 個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

東京都 RL【本土部】：情報不足（DD） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(9) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

キキョウ（キキョウ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

全国に分布する。多年草で根茎は太く、深く地中

に入る。葉は狭卵形で先はとがり、無柄かまたは

ごく短い柄があり、縁に鋭鋸歯がある。花期は 7

～8月で、青紫色であるが、淡紫色や白色のもの

もある。山地の二次林内のやや湿ったところに生

育する。植生遷移の進行や宅地開発、園芸目的の

採取などが本種の生存を脅かす主な要因である。
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）バードサンクチュアリ観察

窓付近の花壇で 10 個体を確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】（秋）市民緑地

内で 5個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
東京都 RL【区部】：絶滅（EX） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

種名 生態情報 

フジバカマ（キク科） 

 
（令和 3年 5月 19 日） 

 

関東以西、四国、九州に分布する。多年草で茎は

高さ 1～1.5m となる。葉は普通 3深裂し、裂片は

長楕円形または長楕円状披針形、表面は光沢があ

り、裏面は腺点がなく、やや硬い。花期は 8～9

月。河原の湿った場所に生育する。植生遷移の進

行や宅地開発などが本種の生存を脅かす主な要

因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【烏山川緑道】（春）緑道沿いの花壇で 20 個体を

確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(10) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

カノコユリ（ユリ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

四国、九州に分布する。多年草で葉は長さ 12～

18cm、卵状披針形で先はとがる。花期は 7～9月。

花は直径約 10cm で斜め下向きに開き、花披片は

強くそり返る。 
出典：「山渓ハンディ図鑑 1 野に咲く花」(平成 25 年、株式

会社 山と渓谷社) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（夏）日本庭園脇で 2 個体を

確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（秋）北烏山九丁

目屋敷林市民緑地で 2個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

タイワンホトトギス（ユリ科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

沖縄の西表島に野生する。茎は高さ 60～100cm

でよく分枝する。花期は 9～10 月。花は淡紅色で

紅紫色の斑点があり、上向きに咲く。外花被片の

基部に球状のふくらみが 2 個あるのが特徴であ

る。 
出典：「山渓ハンディ図鑑 1 野に咲く花」(平成 25 年、株式

会社 山と渓谷社) 

確認状況 

【給田 4 丁目緑地とその周辺】（秋）道路脇の花

壇 2地点で合計 13 個体を確認した。 

【烏山川緑道】（秋）道路脇の花壇で 10 個体を確

認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】（秋）歩道脇の

花壇 2地点で合計 20 個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧 IA 類（CR） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(11) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

アズマザサ（イネ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

本州、九州に分布する。多年草で地下茎は長く横

走し、年々新しい稈を出す。葉は枝先に 3～7 枚

ずつつき、披針形で長さ 17～25cm、幅 25～35mm。

花期は 5月で、6～11 個の小花がある。平地林や

斜面林の伐採によって多くの自生地が消失した

ことが、減少の主な要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）バードサンクチュアリ付近

の広葉樹林で 100 個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：情報不足（DD） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

シラン（ラン科） 

 
（令和 3年 5月 20 日） 

 

伊豆諸島、本州（中南部）、四国、九州、南西諸

島に分布する。多年草で偽球茎は多肉、扁形な球

形で横に並ぶ。葉は数枚、硬い革質で毛がなく、

披針形で高さ 30～70cm。花期は 4～5月。紅紫色

の花を 3～7 個つける。日当たりが良く湿り気の

ある斜面に生育する。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）バードサンクチュアリ観察

窓付近の 2 地点で合計 130 個体を確認した。

（夏）バードサンクチュアリ観察窓付近で 15

個体を確認した。 

【給田 4丁目緑地とその周辺】(春)道路脇や畑内

等 4地点で合計 32 個体を確認した。（夏）民家

内の花壇や石垣脇 2 地点で合計 23 個体を確認

した。（秋）歩道脇花壇 2地点で合計 10 個体を

確認した。 

【烏山川緑道】（春）歩道脇花壇で 5 個体を確認

した。（夏）車道脇花壇 2地点で合計 20 個体を

確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】（春）歩道脇の

花壇 2地点で合計 12 個体を確認した。（夏）歩

道脇の 2地点で合計 12 個体を確認した。（秋）

歩道脇の花壇3地点で合計21個体を確認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7 (12) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

エビネ（ラン科） 

 
（令和 3年 8月 30 日） 

北海道（中南部）、本州、四国、九州、南西諸島

に分布する。多年草で地下に連なった偽球茎があ

り、形が海老に似ている。葉は長さ 15～25cm の

長楕円形、数本の縦ひだがある。花期は 4～5月。

茎の上半部に 10～15 花つける。かつては珍しい

植物ではなかったが、開発による生育環境の変

化、園芸目的の採取圧の強まりが本種の生存を脅

かす要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】（春）市民緑地

入口付近2地点で合計11個体を確認した。（夏）

市民緑地内 2 地点で合計 14 個体を確認した。

（秋）市民緑地内 2 地点で合計 11 個体を確認

した。上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

④ 外来種の確認状況 

外来種として、表 4-8 に示す 26 科 54 種が確認された。そのうち、特定外来生物と

しては、アレチウリ、オオキンケイギク、オオハンゴンソウの 3 種が確認された。 

特定外来生物の確認状況は、表 4-9 に示すとおりである。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-8(1) 外来種の選定結果（植物） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

1 イワヒバ コンテリクラマゴケ ● 国外/総合対策/その他 

2 タデ シャクチリソバ ● ● ● 国外/総合対策/その他 

3 ヒメツルソバ ● ● ● ● 国外/総合対策/その他 

4 ナガバギシギシ ● ● 国外/総合対策/その他 

5 エゾノギシギシ ● ● ● 国外/総合対策/その他 

6 ナデシコ ムシオリナデシコ   ●    国外/総合対策/その他 

7 メギ ヒイラギナンテン ● ● ● ● ● 国外/総合対策/その他 

8 マタタビ キウイフルーツ   ●    国外/産業管理 

9 アブラナ セイヨウカラシナ ●      国外/総合対策/その他 

10 バラ ビワ ● ● ● ● ● 国外/産業管理 

11 カザンデマリ ● ● ● 国外/総合対策/その他 

12 マメ ハリエンジュ ● ● ● ● 国外/産業管理 

13 ナヨクサフジ ● 国外/産業管理 

14 カタバミ オオキバナカタバミ ●   ●   国外/総合対策/その他 

15 トウダイグサ ナンキンハゼ ● ● ● 国外/総合対策/その他 

16 ニガキ シンジュ ● ● 国外/総合対策/重点 

17 アオイ フヨウ ● ● ● 国外/総合対策/その他 

18 ウリ アレチウリ ● 特 国外/総合対策/緊急 

19 アカバナ コマツヨイグサ   ●    国外/総合対策/重点 

20 ウコギ カミヤツデ     ●  国外/総合対策/その他 

21 モクセイ トウネズミモチ ● ● ● ● ● 国外/総合対策/重点 

22 キョウチクトウ ツルニチニチソウ ● ● ● ● ● 国外/総合対策/重点 

23 ヒルガオ マルバルコウ   ● ● ●  国外/総合対策/重点 

24  マルバアメリカアサガオ ●  ●    国外/総合対策/重点 

25  マルバアサガオ    ●   国外/総合対策/重点 

26 クマツヅラ シチヘンゲ   ● ● ●  国外/総合対策/重点 

27  ヒメイワダレソウ   ●    国外/総合対策/重点 

28  ヤナギハナガサ ●      国外/総合対策/その他 

29  シュッコンバーベナ ●  ●    国外/総合対策/その他 

30 ナス キダチチョウセンアサガオ   ●    国外/総合対策/その他 

31 キク カッコウアザミ ●      国外/総合対策/その他 

32  クワモドキ ●      国外/総合対策/重点 

33 アメリカセンダングサ ● ● ● 国外/総合対策/その他 

34 アメリカオニアザミ ● 国外/総合対策/その他 

35  イエギク   ●    国外/総合対策/その他 

36 オオキンケイギク ● ● 特 国外/総合対策/緊急 

37 ヒメジョオン ● ● ● ● ●  国外/総合対策/その他 

38 ペラペラヨメナ  ● ● ● ●  国外/総合対策/その他 

39 オオハンゴンソウ   ●   特 国外/総合対策/緊急 

40  セイタカアワダチソウ ●  ● ● ●  国外/総合対策/重点 

41  アカミタンポポ ●  ● ● ●  国外/総合対策/重点 

42  オオオナモミ ●      国外/総合対策/その他 

43 ユリ シンテッポウユリ   ●    国外/総合対策/その他 

44  タカサゴユリ  ● ●    国外/総合対策/その他 

45 アヤメ キショウブ    ●   国外/総合対策/重点 

46 ツユクサ ノハカタカラクサ ● ● ● ● ●  国外/総合対策/重点 

47 イネ メリケンカルカヤ ●   ● ●  国外/総合対策/その他 

48  ハルガヤ ●      国外/総合対策/その他 

49  ネズミムギ ●   ● ●  国外/産業管理 
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表 4-8(2) 外来種の選定結果（植物） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

50 イネ シマスズメノヒエ ● ● ● ●   国外/総合対策/その他 

51  マダケ ● ● ● ● ●  国外/産業管理 

52  ハチク    ●   国外/産業管理 

53  モウソウチク  ● ●    国外/産業管理 

54 ヤシ シュロ ● ● ● ● ●  国外/総合対策/その他 

計 26 科 54 種 31種 14種 37種 28種 22種 3 種 54 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は、原則として「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 
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表 4-9(1) 特定外来生物の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

アレチウリ（ウリ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

全国に分布する。つる性の一年生草本で長さ数～

数十mになる。花期は8～10月で白い花をつける。

生育速度が非常に速く、群生することが多い。日

当たりの良い場所を好み、土壌環境に対する適応

性が大きい。特に有機質の多い汚染河川岸に非常

に多い。アレチウリが大量に生育する場所では、

他の植物がほとんど生育しない事例も確認され

ており、河岸の固有種との競合や駆逐のおそれか

ら、駆除が実施されている。 
出典：「特定外来生物等一覧（最終更新：2021 年 8 月 13 日）」

https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list/ (環

境省) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）広葉樹林内の草地で 3 個体

を確認した。（夏）バードサンクチュアリ内の

草地 3地点で合計 20 個体を確認した。（秋）サ

ンクチュア内の草地や広葉樹林等 5 地点で合

計 16 個体を確認した。 

種名 生態情報 

オオキンケイギク（キク科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

全国に分布する。多年草で花茎は 30～70cm とな

る。花期は 5～7月で黄色い花をつける。観賞用、

緑化用に導入された個体が逸出しており、河川敷

や道路にしばし大群落をつくり、在来生態系への

影響が危惧されている。 
出典：「特定外来生物等一覧（最終更新：2021 年 8 月 13 日）」

https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list/ (環

境省) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】（秋）コンクリー

ト舗装され駐車場内で 16 個体を確認した。 

【烏山川緑道】（夏）車道脇の草地で 2 個体を確

認した。 

種名 生態情報 

オオハンゴンソウ（キク科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

全国に分布する。多年草で高さは 0.5～3m とな

る。花期は 7～10 月で頭状花。明治中期に観賞用

に導入され、野生化し、路傍、荒地、畑地、湿原、

河川敷に生育する。 
出典：「特定外来生物等一覧（最終更新：2021 年 8 月 13 日）」

https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list/ (環

境省) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】（夏）歩道脇の花

壇や芝地 3地点で合計 8個体を確認した。（秋）

歩道脇の花壇で 3個体を確認した。 
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（２）哺乳類・爬虫類・両生類調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、哺乳類は 5 科 5 種、爬虫類は 4 科 5 種、両生類は 1 科 1 種が確認

された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、哺乳類は在来種が 2 種（40％）、外来種

が 3 種（60％）であった（図 4-3）。また、爬虫類および両生類は確認種全てが在来

種であった（図 4-3）。 

   

在来種

100%

   

在来種

100%

 

図 4-3 在来種と外来種の割合（哺乳類（左）、爬虫類（中央）、両生類（右）） 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-10 に示すとおりである。 

 

表 4-10 調査地区別の確認状況（哺乳類・両生類・爬虫類） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認 

種数 
主な確認種・確認状況 

1 

①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 

哺乳類：3種 

爬虫類：4種 

両生類：0種 

・バードサンクチュアリ内に設置した

無人カメラでタヌキを確認した。 

・河川内の左岸側の洲でヒバカリの幼

体を確認した。 

2 玉川 等々力渓谷公園 

哺乳類：4種 

爬虫類：3種 

両生類：1種 

・橋下でアライグマの足跡を確認し

た。 

・石垣の隙間でヒガシニホントカゲの

成体を確認した。 

・建造物の縦樋内にアズマヒキガエル

の成体を確認した。 

3 

②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地

とその周辺 

哺乳類：1種 

爬虫類：3種 

両生類：0種 

・道路に隣接する花壇でアズマモグラ

の塚を確認した。 

・道路脇の看板の隙間でニホンヤモリ

の成体を確認した。 

4 世田谷 烏山川緑道 

哺乳類：1種 

爬虫類：2種 

両生類：0種 

・建造物の縦樋にハクビシンの足跡を

確認した。 

・道路脇の看板の隙間でニホンヤモリ

の成体を確認した。 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 
北沢 

大原一丁目柳澤

の杜市民緑地と

その周辺 

 

哺乳類：0種 

爬虫類：1種 

両生類：0種 

・緑道沿いの民家のブロック塀の隙間

でニホンヤモリの成体を確認した。 

 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

哺乳類 爬虫類 両生類 

重要種保護の観点

から、確認地区及

び詳細な確認状況

は非記載とした。 

重要種保護の観点

から、確認地区及

び詳細な確認状況

は非記載とした。 

重要種保護の観点

から、確認地区及

び詳細な確認状況

は非記載とした。 

重要種保護の観点

から、確認地区及

び詳細な確認状況

は非記載とした。 

重要種保護の観点

から、確認地区及

び詳細な確認状況

は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳

細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳

細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳

細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳

細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳

細な確認状況は非記載とした。 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、哺乳類は 1 科 1 種、爬虫類は 4 科 5 種、両生類は 1 科 1 種が確認さ

れた（表 4-11～表 4-13）。 

重要種の確認状況は、表 4-14～表 4-16 に示すとおりである。 

 

表 4-11 重要種の選定結果（哺乳類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 モグラ アズマモグラ ● ● ●      留   

計 1 科 1 種 1 種 1 種 1 種 0 種 0 種 0種 0種 0種 1種 0種 0種 

 

表 4-12 重要種の選定結果（爬虫類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 ヤモリ ニホンヤモリ ● ● ● ● ●    VU NT  

2 トカゲ ヒガシニホントカゲ  ● ●      CR+EN VU  

3 カナヘビ ニホンカナヘビ ●  ● ●     CR+EN VU  

4 ナミヘビ アオダイショウ ●        NT NT  

5  ヒバカリ ● ●       VU VU  

計 4 科 5 種 4 種 3 種 3 種 2 種 1 種 0 種 0 種 0 種 5 種 5 種 0 種 

 

表 4-13 重要種の選定結果（両生類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 ヒキガエル アズマヒキガエル  ●       VU NT  

計 1 科 1 種 0 種 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 1 種 0 種 

※1：1 都立砧公園、2等々力渓谷公園、3 給田四丁目緑地とその周辺、4 烏山川緑道、5 大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9 年、環境省）、爬虫

類・両生類は「日本産爬虫両生類標準和名」（平成 27 年 5 月 28 日改訂、平成 28 年 3 月 11 日修正、日本爬虫類両生類学

会）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における

国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)に

おける【区部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準

絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)に

おける【本土部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準

絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

 

重要種保護の観点から、確認地区及

び詳細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区

及び詳細な確認状況は非記載とし

た。 

重要種保護の観点から、確認地

区及び詳細な確認状況は非記

載とした。 
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表 4-14 重要種の確認状況（哺乳類） 

種名 生態情報 

アズマモグラ（モグラ科） 

 
（令和 3年 10 月 27 日） 

 
出典：レッドデータブック東京 2013 

本州、四国に分布する。頭胴長 12～16cm、灰黒

色で、手はグローブ状となり、尾は短い。平地か

ら山地の耕作地や草地、樹林などの地下にトンネ

ルを掘って生息し、トンネル内に落ちたミミズ類

や昆虫類の幼虫などを餌とする。都市部の公園、

河川敷、耕作地周辺から山地の樹林などに生息す

る。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)塚を広葉樹林で 15 個、針広

混交林で 9個、低茎草地で 2個確認した。坑道

を広葉樹林で 2個確認した。(秋)塚を広葉樹林

で 12 個、針葉樹林で 1 個、芝地で 4 個確認し

た。 

【等々力渓谷公園】(春)塚を低茎草地で 1個確認

した。坑道を広葉樹林で 1 個確認した。(秋)

塚を広葉樹林で 2個確認した。坑道を広葉樹林

で 1個確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】(秋)塚を道路脇花

壇で 1個確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：留意種（留） 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-15(1) 重要種の確認状況（爬虫類） 

種名 生態情報 

ニホンヤモリ（ヤモリ科） 

 
（令和 3年 5月 25 日） 

本州、四国、九州に分布する。全長 10～14cm 程

度。体色は淡い灰色に暗褐色の斑紋があるが、温

度などにより大きく変わる。体は平たく指先が扁

平で壁を垂直に登ったり、天井なども巧みに素早

く動く。尾は自切りする。瞼がなく目を閉じるこ

とはない。夜行性でガ類など昆虫類、クモ類を食

べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)成体を人工構造物で 1個体、

針広混交林で 1個体確認した。卵殻を針広混交

林で 1 個確認した。（秋）成体を人工構造物で

1個体確認した。 

【等々力渓谷公園】(春)成体を人工構造物で 2

個確認した。卵殻を人工構造物で 2 個確認し

た。（秋）卵殻を人工構造物で 20 個確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（春）成体を人工

構造物で 3 個体確認した。（秋）成体を人工構

造物で 1個体確認した。幼体を人工構造物で 1

個体確認した。卵殻を人工構造物で 6個確認し

た。 

【烏山川緑道】（春）成体を人工構造物で 7 個体

確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地と周辺】(春)成体

を人工構造物で 1 個体確認した。（秋）成体を

人工構造物で 1個体確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ヒガシニホントカゲ（トカゲ科） 

 
（令和 3年 5月 26 日） 

 

全国に分布する。全長 20～25cm 程度、体鱗には

光沢がある。オスは背面が茶褐色で体側に黒褐

色の帯がある。メスの尾は鮮やかなコバルトブ

ルーとなる。昼行性でクモ類、昆虫類、陸生甲

殻類などを食べる。市街地から山地まで広く分

布し、日当たりの良い草地や石垣などのある環

境を好む。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)成体を低茎草地で 2 個

体、人工構造物で 1 個体、礫地で 1 個体確認

した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】(春)成体を人工

構造物で 1個体確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-15(2) 重要種の確認状況（爬虫類） 

種名 生態情報 

ニホンカナヘビ（カナヘビ科） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

全国に分布する。全長 16～27cm 程度、尾は長く

全長の 3分の 2強を占める。体色は背面が褐色、

腹面は白または黄色で、体側に白と暗褐色の縞が

はしる。昼行性でクモ類や昆虫類、ダンゴムシな

どの陸生甲殻類を食べる。市街地や低山地まで広

く分布し、日当たりの良い草地や藪を好む。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）成体を人工構造物で 2個体、

低茎草地で1個体、高茎草地を1個体確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（春）成体を人工

構造物で 2 個体確認した。（秋）成体を人工構

造物で 2個体確認した。 

【烏山川緑道】（春）成体を低茎草地で 1 個体確

認した。（秋）成体を低茎草地で 3 個体確認し

た。幼体を人工構造物で 1個体確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

アオダイショウ（ナミヘビ科） 

 
（令和 3年 5月 24 日） 

全国に分布する。全長 110～190cm 程度で本土最

大のヘビ。体色は褐色からオリーブ色と個体差が

大きい。背面に黒色や暗褐色の不明瞭な 4本の縞

が入る。樹上性傾向があり立体的な運動能力が非

常に高いが地上でも活発に活動する。成蛇は主に

ネズミ類と鳥類を捕食する。幼蛇はカエル類、ト

カゲ類、ヤモリを好食し、成蛇と大きく違う。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）成体を広葉樹林で 1 個体確

認した。 

 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：準絶滅危惧（NT） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-15(3) 重要種の確認状況（爬虫類） 

種名 生態情報 

ヒバカリ（ナミヘビ科） 

 
（令和 3年 10 月 27 日） 

本州、四国、九州に分布する。全長 30～70cm 程

度で、体色は淡褐色、茶褐色もしくは深緑色で、

口角から頸部にかけて白色か黄白色の帯が斜め

に入る。主に早朝や夕方に活動し、カエル類、オ

タマジャクシ、小型魚類、ミミズ類を食べる。平

地から山地、特に水田や湿地などに多い。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）成体を河川脇で 1 個体、高

茎草地で 1 個体確認した。（秋）成体をバード

サンクチュアリ内の板垣に立てかけているベ

ニヤ板の隙間で 4個体確認した。 

【等々力渓谷公園】（春）成体を土泥地で 1 個体

確認した。  

 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

 

表 4-16 重要種の確認状況（両生類） 

種名 生態情報 

アズマヒキガエル（ヒキガエル科） 

 
(令和 3 年 5月 24 日) 

本州(東海以北および近畿の日本海側の一部に分

布する。体長 4～16cm で、体色は灰白色から茶褐

色を帯びる。四肢は比較的短く、指端に吸盤を持

たない。成体は昆虫類やミミズ類などを食べる。

区部の都市公園、人家の緑地から西多摩の山間地

まで広く生息している。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)成体を人工構造物で 1

個体確認した。 

 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

④ 外来種の確認状況 

外来種として、表 4-17 に示す 3 科 3 種が確認された。そのうち、特定外来生物と

しては、アライグマ 1種が確認された。 

特定外来生物の確認状況は、表 4-18 に示すとおりである。 

なお、爬虫類、両生類の外来種は確認されなかった。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-17 外来種の選定結果（哺乳類） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

1 アライグマ アライグマ ● 特 国外/総合対策/緊急 

2 ジャコウネコ ハクビシン  ●  ●   国外/総合対策/重点 

3 ネズミ ドブネズミ ●      国外/総合対策/重点 

計 3 科 3 種 1 種 2 種 0 種 1 種 0 種 1 種 3 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9年、環境省）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

 

表 4-18 特定外来生物の確認状況（哺乳類） 

種名 生態情報 

アライグマ（アライグマ科） 

 
（令和 3年 5月 24 日） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

北米原産で日本には飼育個体の逃亡により定着

し、日本全国での生息が確認されている。森林や

湿地帯から市街地まで多様な環境に生息する。春

には普通 3～4 頭の子を生む。雑食性で動物全般

から果実・野菜・穀類まで食し、農業被害や在来

種への影響が危惧されている。 
出典：「特定外来生物等一覧（最終更新：2015 年 10 月１日）」

https://www.env.go.jp/nature/intro/1outline/list/ (環

境省) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)足跡を橋下の裸地 3地点

で確認した。(秋)足跡を橋下の裸地 2地点で確

認した。成体を下流側に設置していた無人撮影

で 1個体確認した。 
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（３）鳥類調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、全 24 科 38 種の鳥類が確認された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、在来種が 37 種（97％）、外来種が 1種（3％）

であった。（図 4-4）。 

 
図 4-4 在来種と外来種の割合 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-19 に示すとおりであった。 

 

表 4-19 調査地区別の確認状況（鳥類） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認 

種数 
主な確認種・確認状況 

1 

①みどりの連続性

が高い地域 

砧 都立砧公園 

 

32 種 

 

・樹林でコゲラやアカゲラ、シジュウカラ

等を確認した。 

・藪でウグイス等を確認した。 

・草地でムクドリやスズメ等を確認した。 

・水辺でカルガモ等を確認した。 

2 玉川 等々力渓谷公園 

 

19 種 

 

・樹林でコゲラやアオゲラ等を確認した。 

・藪でウグイス等を確認した。 

・草地でスズメ等を確認した。 

・水辺でカルガモやキセキレイ等を確認し

た。 

3 

②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と

その周辺 

 

18 種 

 

・樹林でシジュウカラやメジロ等を確認し

た。 

・藪でウグイス等を確認した。 

・畑地でハシボソガラスやヒヨドリ等を確

認した。 

・市街地でエナガやムクドリ等を確認した。 

4 世田谷 烏山川緑道 

 

17 種 

 

・樹林でシジュウカラやメジロ等を確認し

た。 

・市街地でカワラバト(ドバト)やハシブト

ガラス、スズメ等を確認した。 

5 

③市街化が進み比

較的みどりが少な

い地域 

北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

12 種 

・樹林でヒヨドリやメジロ等を確認した。 

・市街地でホンセイインコやハシブトガラ

ス、スズメを確認した。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な確認状況は非記載とした。 



第 4章 調査結果 

生物-75 

第
４
章 

 

③ 重要種の確認状況 

重要種として、表 4-20 に示す 11 科 13 種が確認された。 

重要種の確認状況を表 4-21 に示す。 

 

表 4-20 重要種の選定結果（鳥類） 

No 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 サギ ダイサギ ●        NT   

2 アマツバメ ヒメアマツバメ ●     VU NT 

3 タカ トビ ●        NT NT  

4 ツミ    ●  EN VU 

5 オオタカ ●     NT EN VU 

6 カワセミ カワセミ ●     VU NT 

7 キツツキ アオゲラ ● ●    EN NT 

8 ハヤブサ チョウゲンボウ ●        EN VU  

9 モズ モズ  ●       CR NT  

10 カラス オナガ  ● ● ●     NT NT  

11 シジュウカラ ヤマガラ ●        VU   

12 ウグイス ウグイス ● ● ●  ●     留  

13 ホオジロ ホオジロ     ●    EN NT  

計 11 科 13 種 9 種 4 種 2 種 2 種 2 種 0 種 0 種 1 種 12 種 11 種 0 種 

※1：1 都立砧公園、2 等々力渓谷公園、3 給田四丁目緑地とその周辺、4 烏山川緑道、5 大原一丁目柳澤の杜市

民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「日本鳥類目録改定第 7版」（平成 24 年、日本鳥学会）に準拠した。 
注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国

際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)にお

ける【区部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準

絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)にお

ける【本土部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準

絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

重要種保護の観点から、

確認地区及び詳細な確

認状況は非記載とした。 
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表 4-21(1) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

ダイサギ（サギ科） 

 
（令和 3年 7月 8日） 

体長 90cm。夏羽は嘴が黒く、胸や背に長い飾り

羽がある。冬場は嘴が黄色くなる。水田、湿地、

河川、湖沼、池、河口、干潟などの浅い水域で採

食し、人やカラス類によるかく乱の少ない 

樹林で集団で営巣する。魚類や甲殻類、カエル類、

昆虫類などを食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)広葉樹林上空を飛翔している

成鳥 1個体を確認した。 

 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：準絶滅危惧（NT） 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

ヒメアマツバメ（アマツバメ科） 

 
（令和 3年 7月 8日） 

体長 13cm。成鳥は体の大部分が黒色で、喉から

頸と腰が白く翼は鎌型。主に平地から低山地の開

けた場所に生息し、飛翔性昆虫類を食べる。コン

クリートの建築物などで営巣する。イワツバメの

巣を利用することが多い。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)広葉樹林上空を飛翔している

成鳥等を計 2個体確認した。 

 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(2) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

トビ（タカ科） 

 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)より 

体長雄 58.5cm、雌 68.5cm。成鳥は全体が茶褐色

で、翼下面の外側に白斑がある。尾はたたむと凹

形、広げると尾端が直線に揃う。海岸部や平地の

河川・池沼に多いが、高山にも生息する。樹林で

繁殖し、主に死肉を食べるが、ネズミ類、ヘビ類、

カエル類などの小動物を食べることもある 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)芝地上空を飛翔している成鳥

1個体を確認した。 

 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：準絶滅危惧（NT） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ツミ（タカ科） 

 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)より 

体長雄 31.5cm、雌 39cm。体上面は青灰色で、体

下面は白く、胸から腹に橙褐色の横斑がある。平

地から山林の樹林、耕作地、河川敷に生息し、営

巣は普通、樹林内に行う。主にスズメ、シジュウ

カラなどの小鳥を食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【烏山川緑道】(冬)住宅地上空を飛翔している成

鳥を 1個体確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(3) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

オオタカ（タカ科） 

 
確認された巣 

（令和 3年 7月 8日） 

 

 
（令和 3年 7月 8日） 

北海道、本州、四国、九州で留鳥または漂鳥とし

て生息する。体長 50～60cm 程度で、頭部からの

上体面は暗青灰色で、体下面は白く、細い暗灰色

の横帯がある。ハト類やカモ類など主に中型の鳥

類を食べる。平地から山地の樹林に生息し、繁殖

する。 

営巣可能な大経木の減少や写真撮影などの人為

的ストレスによる繁殖活動のかく乱が、本種の生

存を脅かす要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)バードサンクチュアリ内の池

北東端から東約 30m の林縁付近の常緑広葉樹

に巣を確認した。また幼鳥の餌乞声を継続的に

確認し、巣立ち雛 1個体を確認した。広葉樹林

上空を飛翔する幼鳥 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

カワセミ（カワセミ科） 

 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)より 

体長 17cm。成鳥は背面が光沢のある青色で、頭

部、頬、雨覆は黒褐色。胸から体下面は橙色。平

地から低山地の河川、湖沼、都市公園の池などに

生息する。小魚やザリガニ、エビ類、カエル類な

どを食べる。 
出典：「山渓ハンディ図鑑 2 山に咲く花」(平成 25 年、株式

会社 山と渓谷社) 

確認状況 

【都立砧公園】(冬)河川内で鳴き声を 1例確認し

た。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(4) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

アオゲラ（キツツキ科） 

 
（令和 4年 1月 20 日） 

体長 29cm。成鳥は顔から頸が灰色、背面は黄緑

色。額と眼先は黒く後頭は赤い。平地から山地の

樹林に生息し、昆虫類やクモ類、ムカデ類などを

食べる。多摩地域の丘陵地から山地の樹林に生息

し、繁殖している。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)広葉樹林内で鳴き声を 2例確

認した。 

【等々力渓谷公園】(冬)広葉樹林内で採餌してい

る成鳥 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

チョウゲンボウ（ハヤブサ科） 

 
（令和 3年 7月 8日） 

体長雄 30cm、雌 33cm。雄成鳥は頭頸部、顔、腰

から尾にかけてが青灰色。背、翼上面は茶褐色。

平地から山地の崖のほか、橋脚や煙突などの人工

構造物で繁殖する。ネズミ類や小鳥、昆虫類を食

べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)グランドのライトにとまる成

長 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 



第 4章 調査結果 

生物-80 

 

表 4-21(5) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

モズ（モズ科） 

 
（令和 4年 1月 20 日） 

体長 20cm。雄成鳥は頭部から後頸が茶褐色で、

過眼線は黒い。背面は灰色、翼と尾は黒褐色。平

地から山地の疎林、耕作地、河畔林、公園などに

生息し、昆虫類やミミズ類、両生・爬虫類などを

食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（冬）等々力渓谷横穴墓群三

号横穴付近で成鳥 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

オナガ（カラス科） 

 
（令和 3年 6月 30 日） 

体長 37cm。頭が黒く、後頸から背面は灰色で長

い尾をもつ。農山村、市街地などの人里やその近

くの明るい林に生息し、昆虫類や木の実を食べ

る。 
出典：「山渓カラー名鑑 日本の野鳥」 (平成 2 年、株式会社 

山と渓谷社) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（夏）広葉樹林内で鳴き声を

1例確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（夏）北鳥山九丁

目屋敷林市民緑地で鳴き声を 1例確認した。 

【烏山川緑道】（夏）緑道沿いの広葉樹林で成鳥

1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：準絶滅危惧（NT） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(6) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

ヤマガラ（シジュウカラ科） 

 
（令和 4年 1月 18 日） 

体長 14cm。成鳥は頭部から後頸までが黒く、額

から頬は黄褐色。腮から胸にかけては黒く、胸上

部で横帯となる。平地から山地の樹林に生息し、

植物の種子や昆虫類、クモ類などを食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）四の橋付近の樹林で鳴き声

を 1 例確認した。（冬）西門付近の樹林で成鳥

2個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

ウグイス（ウグイス科） 

 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)より 

体長 14～15.5cm。成鳥は頭部から尾までの背面

と翼がくらい黄緑色。白色の眉斑と淡黒褐色の過

眼線がある。平地から山地のササが茂る樹林に生

息し、昆虫類や植物の種子、果実などを食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（冬）バードサンクチュアリ内の

広葉樹林および笹原で鳴き声を 2例、芝地で成

鳥 1個体、ファミリーパーク付近の笹原で鳴き

声を 1例確認した。 

【等々力渓谷公園】（夏）日本庭園脇の広葉樹林

で鳴き声を 1 例確認した。（冬）遊歩道沿いの

広葉樹林で鳴き声を合計 4例確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（冬）高校の敷地

内の樹林で鳴き声を 1例確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺】（冬）

さんかく公園付近の樹林で鳴き声を 1 例確認

した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：留意種（留） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(7) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

ホオジロ（ホオジロ科） 

 
注）現地調査時に写真が撮影出来なかったため、区外

で撮影した個体写真を参考に示す。 

体長 17cm。下面と腰は赤褐色で、顔は黒白模様。

平地から山地の明るい林のへりやススキ草原、低

木のある河原などに生息する。地表に落ちている

イネ科植物等の種子を食べる。 
出典：「山渓カラー名鑑 日本の野鳥」 (平成 2 年、株式会社 

山と渓谷社) 

確認状況 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺】（冬）

小学校脇で鳴き声を 1例確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IB 類（EN） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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④ 外来生物の確認状況 

外来種として、表 4-22 に示す 1 科 1 種が確認された。特定外来生物の確認はなかっ

た。 

 

表 4-22 外来種の確認状況（鳥類） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

1 インコ ホンセイインコ ● ● ● ● ● 国外/総合対策/その他 

計 1 科 1 種 1 種 1 種 1 種 1 種 1 種 0 種 1 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7年、環境庁)に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 
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（４）昆虫類調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、全 156 科 530 種の昆虫類が確認された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、在来種が 529 種、外来種が 1 種であり、

ほぼ全ての確認種が在来種であった（図 4-5）。 

 

図 4-5 在来種と外来種の割合 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-23 に示すとおりである。 

 

表 4-23 調査地区別の確認状況（昆虫類） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認 

種数 
主な確認種・確認状況 

1 

①みどりの連続性

が高い地域 

砧 都立砧公園 283種 

・バードサンクチュアリの池でトンボ類や

アメンボなどの水辺を利用する種が確認

された。 

・樹林地ではアブラゼミなどが確認された。 

・草地ではオンブバッタなどの草地性の種

が確認された。 

2 玉川 等々力渓谷公園 172種 

・河川でトンボ類やアメンボなどの水辺を

利用する種が確認された。 

・樹林地ではノコギリクワガタなどが確認

された。 

3 

②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と

その周辺 
210種 

・小規模な樹林が点在しており、樹林では

アオスジアゲハなどが確認された。 

・草地化している箇所にショウリョウバッ

タが確認された。 

4 世田谷 烏山川緑道 201種 

・緑道沿いの植栽でナミアゲハやアカボシ

ゴマダラなどが確認された 

・緑地沿いの草地ではクビキリギスやナナ

ホシテントウなどが確認された。 

5 

③市街化が進み比

較的みどりが少な

い地域 
北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

122 種 

・市民緑地などの小規模な樹林でアオスジ

アゲハが確認された。 

・草地ではヤマトシジミやヤマトクサカゲ

ロウが確認された。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、表 4-24 に示す 11 科 12 種が確認された。 

重要種の確認状況は、表 4-25 に示すとおりである。 

 

表 4-24 重要種の選定結果（昆虫類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 モノサシトンボ モノサシトンボ  ●       NT NT  

2 カワトンボ ハグロトンボ  ●       VU   

3 トンボ マユタテアカネ  ●       EN NT  

4 アメンボ オオアメンボ ● ●       EN NT  

5 クワガタムシ ヒラタクワガタ   ●      VU NT  

6 タマムシ ヤマトタマムシ   ●      VU NT  

7 スズメバチ モンスズメバチ ●       DD    

8 タテハチョウ ホシミスジ ●  ●       VU  

9 ジャノメチョウ ヒメウラナミジャノメ ●        VU   

10 ヒカゲチョウ ● ● ●      NT   

11 ヤママユガ オオミズアオ ● ●       VU   

計 10 科 11 種 6 種 6 種 4 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 9 種 6 種 0 種 

※1：1 都立砧公園、2 等々力渓谷公園、3 給田四丁目緑地とその周辺、4 烏山川緑道、5 大原一丁目柳澤の杜市

民緑地 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7 年、環境庁)に準拠した。 
注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国

際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)にお

ける【区部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準

絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)にお

ける【本土部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準

絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

重要種保護の観点か

ら、確認地区及び詳細

な確認状況は非記載

とした。 
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表 4-25(1) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

モノサシトンボ（モノサシトンボ科） 

 
（令和 3年 7月 26 日） 

北海道、本州、四国、九州に分布する。腹長は 31

～39mm になり、腹節ごとにリング状の斑紋がある。

初夏から夏にみられ、平地から丘陵地の樹木に覆

われた池沼に生息する。水生植物がわずかに生育

する程度でも生息でき、公園や庭園の池、個人宅

の庭池などにもよくみられる。最近減少した場所

も多いが、要因は明らかでない。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（夏）歩道脇湿地で 1 個体を

確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：準絶滅危惧（NT） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ハグロトンボ（カワトンボ科） 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重

要な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

本州、四国、九州に分布する。腹長は 40～48mm に

なり、雄の翅はつやのある黒色で、腹部まで緑色

の強い金属光沢がある。雌の翅と腹部は濃褐色。

初夏から秋にみられ、平地から丘陵地の水生植物

が繁茂する河川や水路など、広範囲な流水環境に

生息しする。区部の中小河川では埋立てや河川改

修、湧水の枯渇や水質汚染などにより激減し記録

が途絶えた時期があり、生息状況は不安定。 

出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（夏）河川水面上部で 1個体を

確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-25(2) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

マユタテアカネ（トンボ科） 

 
（令和 3年 9月 13 日） 

全国に分布する。平地から山地の周囲に樹林のあ

る池沼、湿地、水田、河川敷、用水路等でみられ

る。顔面に明瞭な眉斑があり、雌は翅斑に斑紋の

ある個体とない個体がいる。卵で越冬し、1 年 1

世代である。関東地方では減少傾向にある。 
出典：「ネイチャーガイド日本のトンボ」(平成 24 年、株式

会社文一総合出版) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（夏）日本庭園脇の階段で 1

個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧ⅠB類（EN） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

オオアメンボ（アメンボ科） 

 
（令和 3年 9月 13 日） 

本州、四国、九州、対馬に分布する。体長は 19

～27mm になり、日本産アメンボ科の最大種であ

る。平地から低山地の緩やかな流れや池沼に生息

する。区部では主に崖線沿いの遊水地に残存して

いるが、局地的で個体数も少ない。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（夏）四の橋下水面で 6 個体を確

認した。 

【等々力渓谷公園】（夏）河川の緩流部で 5 個体

を確認した。（秋）歩道脇の湿地や河川で合計

2個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧ⅠB類（EN） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-25(3) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

ヒラタクワガタ（クワガタムシ科） 

 
（令和 3年 9月 15 日） 

本州、四国、九州に分布する。雄は体調 30～71mm、

メスは 30～41mm で全体黒色。夏から秋にみられ、

平地から山地に生息する。公園や社林寺など都市

にも生息するが、平地や丘陵地では宅地開発など

都市化が進んだことで減少が著しい。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【給田四丁目緑地と周辺】（秋）北烏山九丁目屋

敷林で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧ⅠB類（EN） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ヤマトタマムシ（タマムシ科） 

 
（令和 3年 5月 26 日） 

本州、四国、九州、南西諸島に分布する。体長は

25～40mm になり、体は美しい緑色、上翅に一対

の赤い縦条紋が走る。成虫は夏に出現し、特にエ

ノキの梢に集まる。平地から山地に分布し、エノ

キやケヤキ、クヌギなどの広葉樹に依存する。特

に平地では樹林環境の消失とともに減少が著し

いが、小規模な樹林で生息していることもある。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【給田四丁目緑地と周辺】（春）住宅脇広葉樹林

の草地で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-25(4) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

モンスズメバチ（スズメバチ科） 

 
（令和 3年 9月 13 日） 

北海道、本州、四国、九州に分布する。女王バチ

は体長 25～28mm、働きバチは体長 19～25mm。頭

部は橙色で頭楯と大腮は黄色。前胸背板と脚は赤

褐色。樹洞、土中、家屋の屋根裏、壁間等に営巣

する。遅い時間帯まで活動し、日没後の薄明中は

もとより屋外照明等の施設がある場所では午後

9時を過ぎても外役活動がみられる。 
出典：「日本の新社会性ハチ」(平成 17 年、信濃毎日新聞社) 

確認状況 

【都立砧公園】（秋）広葉樹林で 15 個体を確認し

た。 

指定状況 

環境省 RL：情報不足（DD） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

ホシミスジ（タテハチョウ科） 

 
（令和 3年 5月 24 日） 

本州、四国、九州に分布する。開張 50mm 程度に

なり、前翅基部から中室にかけての白い筋は 5

分割りされ、翅裏の基部付近に星状黒斑がある。

年 1回初夏から夏に発生し、幼虫はユキヤナギ、

シモツケ等を食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）バードサンクチュアリ内の

広葉樹林で 1個体を確認した。 

【給田四丁目緑地と周辺】（春）歩道脇の低茎草

地で 1 個体を確認した。（秋）歩道脇の低茎草

地で 2個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-25(5) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

ヒメウラナミジャノメ（ジャノメチョウ科） 

 
注）現地調査時に写真が撮影出来なかったため、区外で

撮影した個体写真を参考に示す。 

北海道から九州に分布する。多化性で本州以南で

は主に年 3から 4化で、幼虫で越冬し、成虫は 4

月下旬から 10 月上旬にみられる。草原、荒れ地、

林縁、公園などに生息する。里山や近郊などでは

顕著な個体数の減少はみられないが、都市では消

滅した生息地が散見されている。 
出典：「最新日本列島の蝶類図鑑」 (令和 2 年、株式会社北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）高茎草地で 1 個体を確認し

た。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

ヒカゲチョウ（ジャノメチョウ科） 

 
（令和 3年 9月 13 日） 

本州、四国、九州に分布する。多化性で関東地方

では通常年 2 化だが、年により年 3 化が 10 月ご

ろに発生する。幼虫で越冬し、成虫は 6～9 月頃

に見られ、平地から標高約 2000m までの森林や公

園などに生息する。 
出典：「最新日本列島の蝶類図鑑」 (令和 2 年、株式会社北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】（秋）広葉樹林内の草地で 8 個体

を確認した。 

【等々力渓谷公園】（秋）公衆トイレ付近の広葉

樹林で 1個体を確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（秋）住宅地内の

公園の広葉樹林で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：準絶滅危惧（NT） 

東京都 RL【本土部】：- 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-25(6) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

オオミズアオ（ヤママユガ科） 

 
（令和 3年 5月 24 日） 

北海道、本州、四国、九州、対馬に分布する。開

張 80～120mm になり、翅の地色は青白色。年 2

化 5月と 7月～8月に出現する。雑木林や自然林

などの樹林に生息し、区部では 1970 年代以降激

減したが、郊外や山間部では普通に産する。 
出典：「レッドデータブック 2014 昆虫類」(平成 27

年、環境省) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)歩道脇の広葉樹林で 1個体を

確認した。 

【等々力渓谷公園】（秋）河川脇の水面上で死骸

を 1個体確認した。 

指定状況 

環境省 RL：情報不足(DD) 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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④ 外来種の確認状況 

外来種として、表 4-26 に示すとおり、特定外来生物であるアカボシゴマダラが確

認された。 

特定外来生物の確認状況は、表 4-27 に示すとおりである。 

 

表 4-26 外来種の確認状況（昆虫類） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

1 タテハチョウ アカボシゴマダラ ● ● ● ● 特 国外/総合対策/重点 

計 1 科 1 種 1 種 1 種 1 種 1 種 0 種 1 種 1 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7年、環境庁)に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 
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表 4-27 特定外来生物の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

アカボシゴマダラ（タテハチョウ科） 

 
（令和 3年 9月 13 日） 

本来の分布域は朝鮮半島と中国で、人為的に持ち

込まれ主に関東地方に分布する。森林や公園、住

宅地に生息する。多化性で年 4化程度。成虫は 5

月上旬から 10 月にみられる。本種の生息地では

ゴマダラチョウの生息密度が低下する傾向がみ

られている。 
出典：「最新日本列島の蝶類図鑑」 (令和 2 年、株式会社北

隆館) 

確認状況 

【都立砧公園】（春）歩道脇の広葉樹林 3 地点で

合計 3 個体を確認した。（夏）広葉樹林 2 地点

で合計 4 個体を確認した。（秋）バードサンク

チュアリ内の広葉樹林等4地点で合計6個体を

確認した。 

【等々力渓谷公園】（春）橋付近の広葉樹林で 1

個体を確認した。（夏）歩道脇の広葉樹林で 1

個体を確認した。（秋）稲荷大明神付近の広葉

樹林で 2個体を確認した。 

【給田四丁目緑地と周辺】（秋）住宅地内の低木

林で 1個体を確認した。 

【烏山川緑道】（春）歩道脇の広葉樹林で 1 個体

を確認した。 
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（５）魚類調査・底生動物調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、魚類は 3科 5 種、底生動物は 47 科 79 種が確認された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、魚類は確認種全てが在来種であったが、

底生動物は在来種が 75 種（95％）、外来種が 4 種（5％）であった（図 4-6）。 

在来種

100%

     

図 4-6 在来種と外来種の割合（魚類（左）、底生動物（右）） 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-28 に示すとおりである。 

 

表 4-28 調査地区別の確認状況（魚類・底生動物） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認 

種数 
主な確認種・確認状況 

1 
みどりの連続性が

高い地域 

砧 都立砧公園 
魚類：2種 

底生動物：52 種 

・バードサンクチュアリの池で底生

動物のマメゲンゴロウなどが確認

された。 

・谷戸川で底生動物のサカマキガイ

などが確認された。 

2 玉川 等々力渓谷公園 
魚類：4種 

底生動物：46 種 

・河川で底生動物のシナヌマエビを

確認した。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

 

魚類 底生動物 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、魚類は3科3種、底生動物は7科7種が確認された（表 4-29～表 4-30）。 

重要種の確認状況は、表 4-31～表 4-32 に示すとおりである。 

 

表 4-29 重要種の選定結果（魚類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 コイ アブラハヤ ● VU VU 

2 ドジョウ ドジョウ  ●   NT DD DD  

-  ドジョウ類 ● ●   NT/DD DD DD  

3 ハゼ ウキゴリ  ●       

計 3 科 3 種 2 種 2 種 0 種 0 種 1 種 3 種 3 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 3 年度」（令和 3 年、水情報国土データ管理センター）に

準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【区部】選定

種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【本土部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

注 3：ドジョウ類：「ドジョウ」又は「キタドジョウ」の可能性があり、小型個体もしくは雌個体であり、同定形質が不明瞭であったため、ド

ジョウ類とした。なお、環境省レッドリスト 2020 において、ドジョウは準絶滅危惧(NT)、キタドジョウは情報不足(DD)に指定されており、東

京都の保護上重要な野生生物種(本土部)2020 年版において、ドジョウおよびキタドジョウは情報不足(DD)に指定されている。 

 

表 4-30 重要種の選定結果（底生動物） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 サワガニ サワガニ  ●    留 留  

2 モクズガニ モクズガニ  ●    留 留  

3 アメンボ オオアメンボ  ●    EN NT  

4 ミズムシ(昆) ミゾナシミズムシ ●    NT    

5 ヘビトンボ ヤマトクロスジヘビトンボ  ●    CR NT  

6 コツブゲンゴロウ コツブゲンゴロウ ●      CR  

7 ガムシ ヒメガムシ ●      VU  

計 7 科 7 種 3 種 4 種 0 種 0 種 1 種 4 種 6 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 3 年度」（令和 3 年、水情報国土データ管理センター）に

準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【区部】選定

種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【本土部】選

重要種保護の

観点から、確

認地区及び詳

細な確認状況

は非記載とし

た。 

重要種保護

の観点から、

確認地区及

び詳細な確

認状況は非

記載とした。 
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定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 4-31(1) 重要種の確認状況（魚類） 

種名 生態情報 

アブラハヤ（コイ科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

本州（福井、岡山以北）に分布する。体長 15cm 程

度になり、体形は紡錘型で、口ひげはない。鱗が

細かく体表のぬめりが強い。河川の中・上流域や

淀みに生息する。多摩川では本流のほぼ全域がタ

カハヤまたは交雑魚に置き換わり、本種は本流か

ら堰堤や滝などにより隔離された沢などに残存し

ているのみである。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】（秋）淵に設置した定置網や河川内

の淵 4地点で合計 160 個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都 RL【本土部】：- 

種名 生態情報 

ドジョウ（ドジョウ科） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

日本全国に分布する。池沼や水路、水田、河川中・

下流域に生息する。繁殖期は 5～8月であり、高水

温の湿地や水田に移動して産卵する。冬季には水

路や池沼で越冬するが、水分があれば土中に潜っ

て越冬する。 
出典：「日本のドジョウ」 (平成 29 年、株式会社 山と渓谷社) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)河川の緩流部に設置した

定置網で 5個体を確認した。（秋）橋の下に設置

した定置網や緩流部で合計 6個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：情報不足（DD） 

東京都 RL【本土部】：情報不足（DD） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-31(2) 重要種の確認状況（魚類） 

種名 生態情報 

ドジョウ類（ドジョウ科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

※「ドジョウ」および「キタドジョウ」の可能性があり、小型個体もしくは雌

個体であり、同定形質が不明瞭であったためドジョウ類とした。 

北海道、本州東部に分布する。池沼や水路、河川

中・下流域に生息する。植物が豊富で水温の低い、

止水から緩やかな流れのある泥底の環境を好む。

生活史について不明な点が多い。 
出典：「日本のドジョウ」 (平成 29 年、株式会社 山と渓谷社) 

※キタドジョウの生態情報 

確認状況 

【都立砧公園】（春）河川の淵に設置した定置網で

2個体を確認した。（秋）河川の淵に設置した定

置網で 5個体を確認した。 

【等々力渓谷公園】(春)河川の緩流部に設置した

定置網や石が堆積した場所で合計 8 個体を確認

した。（秋）橋の下に設置した定置網で 4個体を

確認した。 

 

指定状況 

環境省 RL：（ドジョウ）準絶滅危惧（NT） 

環境省 RL：（キタドジョウ）情報不足（DD） 

東京都 RL【区部】：情報不足（DD） 

東京都 RL【本土部】：情報不足（DD） 

※ドジョウ、キタドジョウともに情報不足（DD） 

種名 生態情報 

ウキゴリ（ハゼ科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

北海道、本州、九州に分布する。川の汽水域から

中流域までの流れの緩やかな淵やワンドに主に生

息している。動物食性で、河川では水生昆虫や仔

稚魚、湖沼ではエビ類やハゼ類の幼魚を餌として

いる。 
出典：「山渓カラー名鑑 日本の淡水魚」 (平成 14 年、株式会

社 山と渓谷社) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(秋)橋の下で設置した定置網

1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：準絶滅危惧（NT） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-32(1) 重要種の確認状況（底生動物） 

種名 生態情報 

サワガニ（サワガニ科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

本州、四国、九州に分布する。甲幅約 3cm。甲の

輪郭は丸みのある四角形で、後方がやや狭まる。

体色は紫黒色、赤褐色、灰青色の 3 型。渓流に生

息し、夏は水から離れて活動することが多い。清

流にすむカニであるが、低地では生息環境が失わ

れた地域が多く、山間部では樹木の伐採、倒木の

放置などにより良好な生息地が狭められつつあ

る。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)河川脇の湿地で 30 個体を

確認した。（秋）河川脇の湿地で 2個体を確認し

た。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：留意種（留） 

東京都 RL【本土部】：留意種（留） 

種名 生態情報 

モクズガニ（モクズガニ科） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

北海道、本州、四国、九州、南西諸島に分布する。

甲幅約 5.5cm。甲の輪郭は丸みを帯びた四角形で、

甲面は平たく、浅い溝で甲域に区分される。河川

の中流域に生息し、降海して半年ほどの間に 2、3

回、幼生を宇海に放つ。海で育った稚ガニが河川

を遡上する。水から離れることなく、土手などに

穴居するほか、石の下に潜む。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（春）河川内の石が堆積した緩

流部で 1個体を確認した。（秋）河川内の石が堆

積した緩流部や橋の下に設置した定置網で合計

1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：留意種（留） 

東京都 RL【本土部】：留意種（留） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-32(2) 重要種の確認状況（底生動物） 

種名 生態情報 

オオアメンボ（アメンボ科） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

本州、四国、九州、対馬に分布する。体長は 19～

27mm。日本産アメンボ科の最大種である。平地か

ら低山地の緩やかな流れや池沼に生息する。区部

では主に崖線沿いの遊水地に残存しているが、局

地的で個体数も少ない。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)河川内の緩流部 2 地点で

合計 8個体を確認した。（秋）河川内の緩流部 2

地点で合計 6個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧ⅠB類（EN） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ミゾナシミズムシ（ミズムシ（昆）科） 

 
（令和 3年 10 月 28 日） 

北海道から九州にかけて分布する。体長 5～6mm の

小型のミズムシ。頭部腹面は非常に短く三角形で、

下唇の横溝を欠く。前脚の跗節は細長くなり、太

い剛毛が列生する。やや深い池沼など、安定した

止水域に生息するが、その密度は高くない。 
出典：「レッドデータブック 2014 昆虫類」(平成 27 年、環境

省) 

確認状況 

【都立砧公園】(秋)バードサンクチュアリ内の池

の植物が堆積した場所で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-32(3) 重要種の確認状況（底生動物） 

種名 生態情報 

ヤマトクロスジヘビトンボ（ヘビトンボ科） 

 
（令和 3年 10 月 29 日） 

本州、四国、九州に分布する。成虫の出現期は 4

から 6月で、前翅長 36～57mm。幼虫の頭楯は白色

で呼吸管は太くて長く、基部が隣接している。 
出典：「日本産水生昆虫-科・属・種への検索【第二版】」(平成

30 年、東海大学出版) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(秋)河川脇の湿地で 1 個体を

確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

東京都 RL【本土部】：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

コツブゲンゴロウ（コツブゲンゴロウ科） 

 
（令和 3年 5月 24 日） 

全国に分布する。体長 3.0～3.4mm。赤褐色の強い

光沢をもち、上翅に 4 細点刻列がある。池や水田

に生息するが、近年減少傾向にある。 
出典：「日本産水生昆虫-科・属・種への検索【第二版】」(平成

30 年、東海大学出版) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)バードサンクチュアリ内の池

水際の植物が堆積した場所で 1 個体を確認し

た。（秋）バードサンクチュアリ内の池水際の植

物が堆積した場所で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧 IA 類（CR） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-32(4) 重要種の確認状況（底生動物） 

種名 生態情報 

ヒメガムシ（ガムシ科） 

 
（令和 3年 5月 24 日） 

本州、四国、九州に分布する。体長は 9～11mm に

なり、背面は黒色で鈍い光沢がある。平地から丘

陵地の池沼や湿地、水田に生息する。過去には普

通に見られた種だが、区部と周辺地域では減少が

著しい。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)バードサンクチュアリ内の池

水際の植物が堆積した場所で 20 個体を採集し

た。 

指定状況 

環境省 RL：- 
東京都 RL【区部】：- 

東京都 RL【本土部】：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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④ 外来種の確認状況 

底生動物のうち、外来種として、表 4-33 に示す 4 科 4 種が確認された。魚類の外

来種は確認されなかった。 

また、特定外来生物は確認されなかった。 

 

表 4-33 外来種の選定結果（底生動物） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 ① ② 

1 モノアラガイ ハブタエモノアラガイ ● ● 国外/総合対策/その他 

2 シジミ タイワンシジミ ● 国外/総合対策/その他 

3 マミズヨコエビ フロリダマミズヨコエビ ● ●  国外/総合対策/その他 

4 アメリカザリガニ アメリカザリガニ ● ● 国外/総合対策/緊急 

計 4 科 4 種 3 種 4 種 0 種 4 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 27 年度」（平成 27 年、国土交通省）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 
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第5章 考察および今後の課題 

5-1. みどりの資源の現況と経年変化 

（１）各調査地区のみどりの資源の状況 

本調査で確認された生物の生息・生育環境の把握および評価を目的として、みどり

の資源調査結果をもとに、各調査地区におけるみどり資源の現況を整理した。 

なお、みどりの資源調査における区分方法は、表 5-1 に示すとおりである。 

 

表 5-1 みどりの資源調査の区分方法 

区分 定義 

自
然
面 

緑
被 樹木地 

樹木 樹木・樹林に覆われた部分で、地上に投影された面積とする。 

竹林 竹類に覆われた部分とする。 

草地 公園、道路、施設の敷地等にある草地とする。 

屋上緑地 
構造物上に植栽された樹木・草地とする。 

人工地盤上の緑被は屋上緑地とする。 

農地 
生産緑地、その他農地（ハウス、家庭菜園も含む）。 

敷地単位の抽出とするが、農地内の農作物でない樹木は樹木地とする。 

 

水面 

河川、池などの水面とする。 

恒常的に水が溜まっている池（噴水も含む）。 

学校のプールは含まれない。 

裸地 
学校等のグラウンド、公園内の裸地、河川沿いの未舗装道路、舗装され

ていない駐車場など、土に覆われた部分。 

道路・建築物等 道路・建築物等。 

 

① みどりの資源調査結果からみた各調査地区の区分 

各調査地区で確認された区分を表 5-2 に示す。いずれの調査地区においても共通し

て樹木、草地、裸地、道路・建築物等が確認された。なお、等々力渓谷公園は上部を

樹冠が覆っているため区分されていないが、水面が存在する。 

区分数で比較すると、給田四丁目緑地とその周辺は多様な区分で構成されていた。

都立砧公園、等々力渓谷公園、大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺はほぼ同等の

区分数であった。烏山川緑道は比較的単一な区分となった。 

 

表 5-2 各区分の調査地別の確認状況 

区分 
調査地区※ 

1 2 3 4 5 

自
然
面 

緑
被 樹木地 

樹木 ● ● ● ● ● 

竹林  ● ●  ● 

草地 ● ● ● ● ● 

屋上緑地 ●  ●  ● 

農地   ●   

 水面 ●     

裸地 ● ● ● ● ● 

道路・建築物等 ● ● ● ● ● 

合計区分数 6 5 7 4 6 

※ 1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、 

5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 
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② 各調査地区の区分別の面積及び構成割合の経年変化 

各調査地区の区分別の面積及び構成割合の経年変化は、図 5-1 に示すとおりである。 

全体面積としては、都立砧公園が最も大きく、次いで給田四丁目緑地とその周辺、

大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺、等々力渓谷公園、烏山川緑道の順であった。 

区分別の構成割合としては、都立砧公園、等々力渓谷公園は全体の 90％以上を自然

面が占めており、都立砧公園は全体の 70％以上、等々力渓谷公園は 80％以上をが樹木

で構成されていた。また、都立砧公園は樹木に加え、草地も一定割合で確認された。 

一方、調査地区に市街地を含む給田四丁目緑地とその周辺、大原一丁目柳澤の杜市

民緑地とその周辺は、自然面の割合がおよそ 20%～30%となっており、道路・建築物等

が多くを占めていた。自然面の構成要素としては、給田四丁目緑地とその周辺は樹木

や草地に加え、農地や裸地も一定割合で確認され、多様な環境で構成されていた。大

原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺は、樹木に次いで裸地が多くを占めていた。 

また、烏山川緑道は自然面がおよそ 75%と高い値を示した。ただし、烏山川緑道が

緑道は幅が数メートルの細長い形状をした調査地区であり、両側のほとんどは市街地

となっている。 

区分の経年変化としては、烏山川緑道について、緑道沿いの樹木の林冠が成長し緑

道上部に拡大したことにより、樹木の割合が増加した。また、大原一丁目柳澤の杜市

民緑地とその周辺において、下北沢小学校の工事が完了しその箇所を中心に裸地が減

少し道路・建築物等が増加した。その他の調査地区については草地が微増する傾向に

あったが、大きな変化はみられなかった。 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3

都立砧公園

（合計45.2ha）

等々力渓谷公園

（合計2.8ha）

給田四丁目緑地

とその周辺

（合計34.7ha）

烏山川緑道

（合計1.6ha）

大原一丁目柳澤の杜

市民緑地とその周辺

（合計11.6ha）

道路・建築物等 2.5 2.5 0.2 0.2 23.8 24.6 0.4 0.3 9.6 10.0

裸地 1.4 1.4 0.00002 2.0 1.3 0.003 0.004 0.8 0.3

水面 0.1 0.04 0.002

農地 2.4 2.1

屋上緑地 0.004 0.004 0.1 0.1 0.008 0.1

草地 7.9 8.1 0.07 0.1 0.8 1.2 0.03 0.04 0.05 0.1

竹林 0.1 0.1 0.03 0.01 0.008 0.01

樹木 33.3 33.2 2.4 2.4 5.6 5.5 1.2 1.3 1.1 1.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

構
成

割
合

(
%)

道路・建築物等 裸地 水面 農地 屋上緑地 草地 竹林 樹木

 

図 5-1 各調査地区の区分別の面積及び構成割合の経年変化 

※グラフ下の表の数値は面積(ha)を示す。 
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③ 各調査地区の生物の経年変化 

a) 経年変化の概要 

各調査地区における確認種数の経年変化を図 5-2 に示す。 

植物は、令和 3年度の都立砧公園、給田四丁目緑地とその周辺で種数が多くなった。

また、いずれの調査地区も経年で増加傾向にあった。 

哺乳類及び爬虫類は、都立砧公園と等々力渓谷公園において経年で種数が比較的多

くなった。これらの調査地区はまとまった樹林を有しており、比較的広い樹林環境等

を生息環境とする種が確認されたものと考えられる。また、両生類は、確認された調

査地区にばらつきがあり、気象条件に伴う活動状況も影響している可能性が考えられ

た。哺乳類、爬虫類、両生類とも経年で種数に大きな変化はみられなかった。 

鳥類は都立砧公園多くの種数が確認されており、階層構造の発達した樹林環境や水

場等の生息環境が多いためと考えられた。経年での大きな変化はみられなかった。 

昆虫類も鳥類と同様に都立砧公園で種数が多くなり、経年での大きな変化はみられ

なかった。 

魚類は等々力渓谷公園がやや種数が多くなり、底生動物は都立砧公園でやや多かっ

たが、河川の規模や水際植生等の条件によるものと考えらえた。また、底生動物は令

和 3年度に種数が多く確認される傾向にあった。 
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図 5-2 各調査地区の確認種数の経年変化 
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b) 各調査項目の経年変化 

(a） 植物 

平成 28 年度及び令和 3年度の両方とも確認した植物種は、スギ－ヒノキ植林や二次

林構成種や公園植栽樹林、路傍に普通にみられるとされる種が中心であった。また、

都立砧公園や等々力渓谷公園の樹林の一部は、地形的に崖線や川沿いに位置し、やや

湿った環境となっているため、シダ植物やハンノキ、セキショウ等の湿性植物も継続

的にみられるのが特徴であった。なお、経年の確認種リストは資料編に示す。 

また、緑の多い住宅地が豊富であるため、植栽種、逸出種が多いのも特徴で、植栽・

逸出種の消長については、意図的な植え替えが大きな影響要因であると考えられる。 

調査地区別の確認種数は、両年度とも給田四丁目緑地及びその周辺が確認種数の上

位を占めており、この理由として本調査地区の多様な環境が考えられた。一方、その

他の調査地区は一定の傾向はみられなかった。ただし、植物の確認種数は全調査区域

で増加傾向にあり、その要因として考えられる事項は表 5-3 に示すとおりである。 

 

表 5-3 確認種数の増加要因として考えられる事項 

要因 説明 

先駆性樹種の生育

環境の増加 

令和 3年度に新たに確認された木本植物は、カラスザンショウ、タ

ラノキ、クサギといった先駆性樹種が多い傾向にあり、高木の樹木

個体の剪定により明るい林縁部が創出されたことにより、これらの

種が増加した可能性がある。 

草地環境の増加 

みどりの資源調査によると、各調査地区とも僅かではあるが草地の

区分が増加しており、草本植物の生育環境が増加した可能性があ

る。 

植栽種の増加 

上記の通り、植栽種や逸出種が多く確認されており、その割合は平

成 28 年度では 109 種で 23％、令和 3年度は 366 種で 44％と増加傾

向にあり、植栽種の増加に伴い確認種も増加している。 

偶発性による影響 

草地環境では除草管理により大きく種数が変化する。また、気候に

より地上部の出現や開花・結実時期等も確認年により異なる。こう

した理由により、継続して生育していたものの、平成 28 年度は偶

発的に未確認であった種もあると考えられる。 

 

重要種のうち自生と思われる種の経年変化は表 5-4 に示すとおりである。平成 28

年度は 2 種、令和 3 年度は 4 種を確認した。このうち、アスカイノデ、ハンノキの 2

種は継続で確認されており、これらの種の生育環境である湿った広葉樹環境が維持さ

れているものと考えられる。令和 3 年度のみ確認した種はアズマザサ、ウマノスズク

サの 2 種であった。アズマザサを確認した広葉樹林林床、ウマノスズクサを確認した

明るい草地環境は、平成 28 年当時から生育環境に大きな変化はなく継続的に生育して

いた可能性があるが、除草管理により消長を繰り返している可能性もある。 

また、外来種のうち、特定外来生物に該当する種の経年変化は表 5-5 に示すとおり

である。特定外来生物としては、アレチウリ、オオキンケイギク、オオハンゴンソウ

の 3 種が確認され、令和 3 年度は新たにオオハンゴンソウの植栽個体が確認された。

アレチウリ、オオキンケイギクは、増加はしていないものの継続して確認されており、

オオハンゴンソウも含め今後の分布拡大に注視が必要である。 
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その他の外来種としては、平成 28 年度が 35 種、令和 3年度が 57 種と増加傾向にあ

った。該当種は植栽・逸出種が多く植栽に伴い増加した可能性が考えられる。なお、

経年の確認種リストは資料編に示す。 

 

表 5-4 重要種の経年変化（植物） 

No. 

種名 調査地区※1 
重要種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 アスカイノデ ● ● ● VU VU 

2 ハンノキ ● ● VU VU 

3 ウマノスズクサ ● ● VU VU 

4 アズマザサ ● DD NT 

計 4 種 1 種 4 種 1 種 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 0 種 0 種 0 種 4 種 4 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 6月 5日公布、平成 5年 4月 1日施行)における国際希少野生動植物種・

国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2020 の公表について」(令和 2年、環境省)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧， 

DD：情報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令和 3年、東京都)における【区部】選定種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）―東京都レッドリスト(本土部)2020 年版―」(令和 3年、東京都)における【本土部】選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧， 

DD：情報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 5-5 特定外来生物の経年変化（植物） 

No. 種名 

調査地区※1 
外来種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ②注3） 

1 アレチウリ ● ●         ● 国外/総合対策_緊急 

2 オオキンケイギク     ● ● ● ●   ● 国外/総合対策_緊急 

3 オオハンゴンソウ      ●     ● 国外/総合対策_緊急 

計 3 種 1種 1種 0種 0種 1種 2種 1種 1種 0種 0種 3 種 3 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は、原則として「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

重要種保護の観点から、確認地区は非記

載とした。 
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⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

注 3：全ての該当種は資料編に示す。 

 

(b） 哺乳類・爬虫類・両生類 

≪哺乳類≫ 

哺乳類の確認種数は平成 28 年度から大きな変化はみられず、調査地区別には都立砧

公園、等々力渓谷公園で多く、給田四丁目緑地とその周辺、烏山川緑道で少ない傾向

が続いた。また、大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺では経年で哺乳類は確認さ

れていない。 

重要種の経年変化は表 5-6 に示すとおりである。重要種としては、平成 28 年度、

令和 3 年度ともにアズマモグラの 1 種が継続で確認されており、本種は安定的に定着

しているものと考えられる。また令和 3 年度調査では新たに給田四丁目緑地とその周

辺でも確認した。 

また、外来種の経年変化は表 5-7 に示すとおりである。外来種のうち、アライグマ、

ハクビシンは継続で確認されており、定着していると考えられる。ハクビシンは新た

に烏山川緑道でも確認された。また、ドブネズミは令和 3 年度に都立砧公園で新たに

確認された。 

 

表 5-6 重要種の経年変化（哺乳類） 

No. 種名 

調査地区※1 
重要種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 アズマモグラ ● ● ● ●  ●        留   

計 1 種 1 種 1 種 1 種 1 種 0 種 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 0 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9 年、環境省）、爬虫類・両生類は「日

本産爬虫両生類標準和名」（平成 27年 5月 28 日改訂、平成 28 年 3月 11 日修正、日本爬虫類両生類学会）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 6月 5日公布、平成 5年 4月 1日施行)における国際希少野生動植

物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)における【区部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)における【本土部】

選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 5-7 外来種の経年変化（哺乳類） 

No. 種名 

調査地区※1 
外来種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ②注3） 

1 アライグマ   ● ●       ● 国外/総合対策/緊急 

2 ハクビシン   ● ●    ●    国外/総合対策/重点 

3 ドブネズミ  ●          国外/総合対策/重点 

計 3 種 0種 1種 2種 2種 0種 0種 0種 1種 0種 0種 1 種 3 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9年、環境省）に準拠した。 

重要種保護の観点から、確認地区は非記
載とした。 
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注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

 

≪爬虫類≫ 

爬虫類の確認種数は都立砧公園でやや増加傾向にあったが、大きな変化はみられな

かった。 

重要種の経年変化は表 5-8 に示すとおりである。なお、爬虫類は確認種全種が重要

種に該当する。重要種は平成 28 年度に 4種、令和 3年度は 5種を確認した。令和 3年

度に新たに確認したのはアオダイショウ 1 種であった。その他の種は継続で確認され

ており、安定的に定着しているものと考えられる。 

また、外来種は平成 28 年度も令和 3 年度も確認されていない。 

 

表 5-8 重要種の経年変化（爬虫類） 

No. 種名 

調査地区※1 
重要種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 ニホンヤモリ  ● ● ● ●注 3） ●  ● ●注 3） ●    VU NT  

2 ヒガシニホントカゲ ●  ● ●  ● ●       CR+EN VU  

3 ニホンカナヘビ ●注 3） ● ●  ● ● ● ●      CR+EN VU  

4 アオダイショウ  ●            NT NT  

5 ヒバカリ  ● ● ●          VU VU  

計 5 種 2 種 4 種 4 種 3 種 2 種 3 種 2 種 2 種 1 種 1 種 0種 0種 0種 5 種 5 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9 年、環境省）、爬虫類・両生類は「日

本産爬虫両生類標準和名」（平成 27年 5月 28 日改訂、平成 28 年 3月 11 日修正、日本爬虫類両生類学会）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 6月 5日公布、平成 5年 4月 1日施行)における国際希少野生動植

物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)における【区部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)における【本土部】

選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

注 3：別項目の調査時の確認 

重要種保護の観点から、確認地区は非記載と

した。 
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≪両生類≫ 

両生類の確認種数はいずれの年度も 1種～2種と少ない傾向にあった。 

重要種の経年変化は表 5-9 に示すとおりである。なお、両生類は確認種全種が重要

種に該当する。確認種数は、平成 28 年度が 2種、令和 3年度が 1 種であった。平成 28

年度に確認されていたニホンアマガエルが令和 3 年度では確認がなかった。またアズ

マヒキガエルは平成28年度には烏山川緑道と大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺

の2地点で確認されたが、令和3年度調査では等々力渓谷公園でのみの確認であった。

両種とも生息環境に大きな変化は確認されていないため、天候条件等により偶発的に

確認されなかったものと考えられるが、今後も継続して動向をモニタリングする必要

があると考えられる。 

また、外来種は継続で確認されていない。 

 

表 5-9 重要種の経年変化（両生類） 

No. 種名 

調査地区※1 
重要種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 アズマヒキガエル 
 

  ●   ●注3）  ●注3）     VU NT  

2 ニホンアマガエル       ●       EN NT  

計 2 種 0 種 0 種 0 種 1 種 0 種 0 種 2 種 0 種 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 2 種 2 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9 年、環境省）、爬虫類・両生類は「日

本産爬虫両生類標準和名」（平成 27年 5月 28 日改訂、平成 28 年 3月 11 日修正、日本爬虫類両生類学会）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 6月 5日公布、平成 5年 4月 1日施行)における国際希少野生動植

物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)における【区部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3年、東京都)における【本土部】

選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

注 3：別項目の調査時の確認 

 

(c） 鳥類 

哺乳類の確認種数は平成 28 年度から大きな変化はみられず、調査地区別では都立砧

公園で多く、大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺で少ない傾向にあった。その他

の調査地区はその中間程度の種数を維持していた。 

重要種の経年変化は表 5-10 に示すとおりである。このうち、平成 28 年度のみ確認

した種はコサギ、アカゲラ、イワツバメ、イカルの 4 種、令和 3 年度のみ確認した種

はダイサギ、チョウゲンボウ、ヤマガラ、ホオジロの 4 種、両年度とも確認した種は

ヒメアマツバメ、トビ、ツミ、オオタカ、カワセミ、アオゲラ、モズ、オナガ、ウグ

イスの 9 種であった。調査地区別の確認傾向に目立った変化は認められず、都立砧公

園と等々力渓谷公園が経年で多い傾向にあった。また、都立砧公園においてはオオタ

カの繁殖が継続で確認された。 

重要種保護の観点から、確認地区は非記

載とした。 
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また、外来種の経年変化は表 5-11 に示すとおりである。外来種としては、平成 28

年度、令和 3 年度ともにホンセイインコの 1 種が継続で確認されている。確認された

調査地区は、平成 28 年度は 3地区であったが、本年度は全地区で確認され、分布を拡

大している可能性がある。 

 

表 5-10 重要種の経年変化（鳥類） 

No. 種名 

調査地区※1 
重要種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 ダイサギ  ●            NT   

2 コサギ   ●           VU VU  

3 ヒメアマツバメ ● ●            VU NT  

4 トビ ● ●            NT NT  

5 ツミ     ●   ●      EN VU  

6 オオタカ ● ●            EN VU  

7 カワセミ ● ●            VU NT  

8 アカゲラ ●              NT  

9 アオゲラ ● ● ● ●          EN NT  

10 チョウゲンボウ  ●            EN VU  

11 モズ ●   ● ●         CR NT  

12 オナガ ●  ● ● ● ●  ●      NT NT  

13 ヤマガラ  ●            VU   

14 イワツバメ ●             DD NT  

15 ウグイス ● ● ● ●  ●    ●     留  

16 イカル ●             NT NT  

17 ホオジロ          ●    EN NT  

計 17 種 11種9 種 4 種 4 種 3 種 2 種 0 種 2 種 0 種 2 種 0 種 0 種 0 種 15 種 15 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「日本鳥類目録改定第 7版」（平成 24 年、日本鳥学会）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【区部】選定

種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【本土部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

 

表 5-11 外来種の経年変化（鳥類） 

No. 種名 

調査地区※1 
外来種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② 

1 ホンセイインコ ● ●  ● ● ● ● ●  ●  国外/総合対策/その他 

計 1 種 1種 1種 0種 1種 1種 1種 1種 1種 0種 1種 0 種 1 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7年、環境庁)に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

重要種保護の観点から、確認地区は非記

載とした。 
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1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

 

 

(d） 昆虫類 

哺乳類の確認種数は平成 28 年度から大きな変化はみられず、調査地区別では都立砧

公園で多く、等々力渓谷公園と大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺でやや少ない

傾向にあった。その他の調査地区はその中間程度の種数を維持していた。 

重要種の経年変化は表 5-12 に示すとおりである。このうち、平成 28 年度のみ確認

した種はリスアカネ、ハンノヒメコガネなど 5 種、令和 3 年度のみ確認した種はハグ

ロトンボ、モンスズメバチなど 5 種、両年度とも確認した種はオオアメンボ、ヒカゲ

チョウなど 6 種であった。調査地区別の確認傾向に目立った変化は認められず、都立

砧公園と等々力渓谷公園が経年で多い傾向にあった。 

また、外来種の経年変化は表 5-13 に示すとおりである。外来種としては、平成 28

年度、令和 3 年度ともにアカボシゴマダラの 1 種が継続で確認されている。大原一丁

目柳澤の杜市民緑地とその周辺以外は全ての調査地区において継続で確認されており、

定着しているものと考えられる。 
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表 5-12 重要種の経年変化（昆虫類） 

No. 種名 

調査地区※1 
重要種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 モノサシトンボ 
 

 ● ●          NT NT  

2 ハグロトンボ    ●          VU   

3 マユタテアカネ   ● ●          EN NT  

4 リスアカネ ●  ●           NT NT  

5 オオアメンボ ● ● ● ●          EN NT  

6 ヒラタクワガタ      ●        VU NT  

7 ハンノヒメコガネ     ●         EN VU  

8 ヤマトタマムシ ●     ●        VU NT  

9 オオハムシドロバチ ●            DD    

10 モンスズメバチ  ●           DD    

11 イチモンジチョウ   ●           CR   

12 ホシミスジ  ●    ●         VU  

13 ヒメウラナミジャノメ ● ●     ●       VU   

14 ヒカゲチョウ  ●  ● ● ●        NT   

15 クロヒカゲ ●             CR   

16 オオミズアオ  ●  ●          VU   

計 16 種 6 種 6 種 5 種 6 種 2 種 4 種 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 2 種 13 種 8 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7年、環境庁)に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【区部】選定

種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【本土部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

 

表 5-13 外来種の経年変化（昆虫類） 

No. 種名 

調査地区※1 
外来種 

1 2 3 4 5 

H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 H28 R3 ① ② 

1 アカボシゴマダラ ● ● ● ● ● ● ● ●   ● 国外/総合対策/重点 

計 1 種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 0種 0種 1 種 1 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7年、環境庁)に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

重要種保護の観点から、確認地区は非記

載とした。 
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に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

 

(e） 魚類・底生動物 

≪魚類≫ 

魚類の確認種数はいずれの調査地区でもやや減少傾向にあった。都立砧公園ではバ

ードサンクチュアリ内の池と河川で調査を行っているが、令和 3 年度は池で魚類が確

認されなかった。その理由として、春季調査、秋季調査共に調査時に池の水位が数 cm

程度にまで低下しており、遊泳魚等の魚類の生息が難しい環境にあったことが挙げら

れる。等々力渓谷公園においてはやや減少傾向にあったが、令和 3 年度に見られなか

った種はコイ（改良品種型）やキンギョ等の種が主であり、人為的な影響による可能

性も考えられた。 

重要種の経年変化は表 5-14 に示すとおりである。重要種はやや増加傾向にあり、

アブラハヤとウキゴリが新たに確認された。ドジョウ（ドジョウ類含む）1種は継続で

確認された。 

また、外来種は継続で確認されていない。 

 

≪底生動物≫ 

底生動物の確認種数は、いずれの調査地区でも増加傾向にあった。底生動物につい

ては、魚類の生息がみられなかった都立砧公園の池においても増加傾向にあった。こ

の理由として、増加した種の多くは水生昆虫であったため、魚類がやや減少傾向にあ

り捕食者が少なかったため増加した可能性も考えられた。 

重要種の経年変化は表 5-15 に示すとおりである。いずれの調査地区においてもや

や増加したが、確認傾向に大きな変化はみられなかった。 

また、外来種の経年変化は表 5-16 に示すとおりである。都立砧公園においては確

認状況に変化はなく、定着しているものと考えられた。また、等々力渓谷公園におい

ては、新たにハブタエモノアラガイ、タイワンシジミ、アメリカザリガニの 3 種が確

認された。これらの種は分布を拡大している可能性がある。 
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表 5-14 重要種の経年変化（魚類） 

No. 種名 

調査地区※1 
重要種 

1 2 

H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 アブラハヤ 
 

●      VU VU  

2 ドジョウ    ●   NT DD DD  

3 ドジョウ類注3 ● ● ● ●   NT/DD DD DD  

4 ウキゴリ    ●    NT NT  

計 4 種 1 種 2 種 1 種 3 種 0 種 0 種 2 種 4 種 4 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 3 年度」（令和 3 年、水情報国土データ管理センター）に

準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【区部】選定

種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【本土部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

注 3：ドジョウ類：「ドジョウ」又は「キタドジョウ」の可能性があり、小型個体もしくは雌個体であり、同定形質が不明瞭であったため、ド

ジョウ類とした。なお、環境省レッドリスト 2020 において、ドジョウは準絶滅危惧(NT)、キタドジョウは情報不足(DD)に指定されており、東

京都の保護上重要な野生生物種(本土部)2020 年版において、ドジョウおよびキタドジョウは情報不足(DD)に指定されている。 

 

表 5-15 重要種の経年変化（底生動物） 

No. 種名 

調査地区※1 
重要種 

1 2 

H28 R3 H28 R3 ① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤ 

1 サワガニ 
 

  ●    留 留  

2 モクズガニ    ●    留 留  

3 コヤマトンボ   ●     VU NT  

4 オオアメンボ ●  ● ●    EN NT  

5 ミゾナシミズムシ  ●     NT    

6 ヤマトクロスジヘビトンボ   ● ●    CR NT  

7 コツブゲンゴロウ ● ●       CR  

8 ヒメガムシ  ●       VU  

計 8 種 2 種 3 種 3 種 4 種 0 種 0 種 1 種 5 種 7 種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和 3 年度」（令和 3 年、水情報国土データ管理センター）に

準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④-1「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【区部】選定

種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

④-2「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020 年版－」(令和 3 年、東京都)における【本土部】選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報

不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

重要種保護の

観点から、確認

地区は非記載

とした。 

重要種保護の

観点から、確認

地区は非記載

とした。 
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表 5-16 外来種の経年変化（底生動物） 

No. 種名 

調査地区※1 
外来種 

1 2 

H28 R3 H28 R3 ① ② 

1 ハブタエモノアラガイ ● ●  ●  国外/総合対策 

2 タイワンシジミ    ●  国外/総合対策 

3 フロリダマミズヨコエビ ● ● ● ●  国外/総合対策 

4 アメリカザリガニ ● ●  ●  国外/総合対策_緊急 

計 4 種 3 種 3 種 1 種 4 種 0 種 4 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 27 年度」（平成 27 年、国土交通省）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 
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（２）「生きものつながる世田谷プラン」の取り組み 

世田谷区では生物多様性の保全と持続可能な利用を図るために、「生きものつなが

る世田谷プラン」を策定している。本プランは環境共生をリードする住宅都市として、

区民との協働によって生物多様性の保全と持続可能な利用を進め、豊かな地球環境の一

部となる世田谷の地域環境を次代に伝えていくことを理念とし、策定された平成 28 年

（2016 年）から令和 14 年（2032 年）までを対象期間とし、様々な取り組みを進めてい

る。本プランでは取り組みの 3 つの柱として、①生物多様性を「守り、育てる」、②生

物多様性のために「協働する」、③生物多様性の恵みを「理解し、楽しみ、伝える」を

掲げ、それぞれに対して目標と具体的な方針を設定している。このうち、①の柱は生物

の生息・生育地の保全や外来種の適正管理等が目標とされており、特に方針 1-3～方針

3-1 は本調査の結果に直結する取り組みと考えられる（図 5-3）。そのため、各方針の

取り組みを踏まえ、本調査の結果を考察するとともに、今後の課題を検討した。 

 

 

図 5-3 生きものつながる世田谷プラン抜粋 

 

① 河川・水辺の保全、河川・水辺のネットワークづくり（方針 1-3、方針 2-1） 

本調査では大規模な河川は調査対象地としていないが、都立砧公園や等々力渓谷公

園内の河川において調査を実施している。対象とした河川では水際植生や河道内の生

物の生息地となる植生や隠れ場等が継続して確認され、生物も確認されていることか

ら、適切に管理がなされているものと考えられる。 

ただし、都立砧公園の池では水位の低下と魚類の減少が確認されており、公園管理

者である東京都と連携して引き続きモニタリングを行うとともに、必要に応じて水位

管理を検討することが望ましいと考えられた。 

 

② 農地の保全（方針 1-4） 

本調査では給田四丁目緑地とその周辺の調査地区において、農地が確認されている

が、平成 28 年度から農地の減少はみられず保全が図られていた。給田四丁目緑地とそ

の周辺は道路・建築物等の区分が多く自然面が占める割合が少ないのにも関わらず、

多様な生物が確認される傾向にあり、その理由として農地を含む環境の構成要素の多

様さが挙げられた。 

農地はスズメやムクドリ等の採餌場や、チョウ類等の生息地の一部としても機能し



第 5章 考察および今後の課題 

生物-119 

第
５
章 

ており、引き続き保全を図っていくことが望ましい。 

 

③ 民有地・公共用地のみどりの保全、生物生息空間づくり、 

公園緑地のネットワークづくり（方針 1-5、方針 2-3、方針 2-2） 

本調査の調査地区はいずれも民有地や公共用地の緑地を多く含み、このうち、都立

砧公園のバードサンクチュアリ、給田の北烏山九丁目屋敷林、大原一丁目柳澤の杜市

民緑地は一定の面積を持つとともに、階層構造が豊かな樹林や多様な種から構成され

る草地を有しており、継続して多数の生物が確認されている。比較的単一的な植生が

多い環境下において、これらの緑地は生物の生息・生育地として非常に重要な場所で

あり、引き続き保全を図っていくことが求められる。 

また、その他の場所においても、路傍雑草群落のなかにウマノスズクサといった重

要種の生育が確認されるなど、小規模な緑地においても管理を工夫することで生物の

生息・生育地としての機能が高まることが期待できる。 

 

④ 外来種や野生生物への対応（方針 3-1） 

本調査では、ハクビシンやホンセイインコの確認数が増える等、外来種の分布の拡

大傾向が確認された。確認されている外来種は行動範囲が広域な種が多く、東京都や

活動団体と連携を取りながら対応を進めていく必要がある。 

また、民家においては特定外来生物を含む外来種の植栽が確認された。これらの外

来種は逸出することにより帰化し、地域の生態系を脅かしかねない。そのため、植栽

を控えるべき外来種を周知するなど、区民への外来種への理解を深める活動をより推

進していく必要があると考えられる。 
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5-2. 調査地区毎の生育・生息環境の課題 

生物の生息・生育環境としての観点から、各調査地区内の環境を表 5-17 に示すの視

点で評価し、表 5-18 に示すとおり課題・留意点を整理した。また、ここにまとめる課題・

留意点は、今後世田谷全域における同様の環境において活かすことが期待される。 

 

表 5-17 評価の視点 

凡例 評価の視点 

1 生物の多様性が高い環境 
多様な生物の生息・生育環境となるとともに、周辺環

境への波及効果も期待できるため、保全が望まれる。 

2 
面積は小さくても他ではみられ

ない種が生息する環境（特殊性） 
地域の生物の多様化へ寄与するため、保全が望まれる。 

3 
植生の維持管理方法等の変更等

で生物の多様性が高まる環境 

生物の生育・生息環境に配慮した管理により、生物の

多様化へ寄与する。 

4 区内全域で普通にみられる環境 
生物の生育・生息環境に配慮した植栽等により、生物

の多様化へ寄与する。 

 

表 5-18(1) 各調査地区の生息・生育環境の課題と留意点 

調査地区 環境要素 課題・留意点 評価 

都立砧 

公園 

樹木地 

・大規模な樹林が形成され、樹林地に依存する種や、一定規模の面積

が必要な種など、重要種を含む多様な生物の生息地となっており、

今後も維持することが望まれる。 

・バードサンクチュアリは階層構造の豊かな樹林が形成されており、

樹林性の生物の貴重な生息地となっている。一方で、池の西側に隣

接する樹林は広範囲にわたり常緑広葉樹が台頭し、林床が暗く草本

層の多様性が乏しい。一部上層木を間伐し、林床に光を届けること

で、林床の多様性の向上が期待できる。 

３ 

草地 

・バードサンクチュアリ内では水域から陸域にかけて多様な生物が生

息するエコトーンが形成されている。草本が繁茂し、エコトーンが

失われることがないように、適度に草刈をすることが望ましい。 

・バードサンクチュアリ内の草地で特定外来生物のアレチウリが確認

されているため、群落が拡大する前に駆除することが望ましい。 

２ 

河川 

・水生生物の重要な生息環境となっている。 

・洗浄により河床環境の多様性が失われ、魚類や底生動物の多様性の

低下を招く可能性がある。一部落ち葉や堆積物を維持する区間を設

けて、多様な河床環境を創出することが望ましい。 

２ 

池 

・水生生物の重要な生息環境となっている。ただし、令和 3年度の調

査時は水位の低下がみられ、平成 28 年度と比較すると魚類が減少

傾向にあった。今後水位と魚類相の変化に留意するとともに、水位

が低い状態が継続するようであれば、水位管理を検討することが望

ましい。 

・池から陸域にかけて多様な生物が生息するエコトーンが形成されて

いる。草本が繁茂し、エコトーンが失われることがないように、適

度に草刈をすることが望ましい。 

２ 

 



第 5章 考察および今後の課題 

生物-121 

第
５
章 

 

表 5-18(2) 各調査地区の生息・生育環境の課題と留意点 

調査地区 環境要素 課題・留意点 評価 

等々力 

渓谷公園 樹木地 

・階層構造の豊かな樹林が形成され、樹林地に依存する種や、一定規

模の面積が必要な種の生息地となっており、今後も維持することが

望まれる。 

１ 

河川 

・水生生物の重要な生息環境となっている。 

・主にコンクリート護岸となっており、単調な環境であるものの、水

際に植生がある箇所や、河床に堆積物がある箇所といった水生生物

の生息環境は、今後も維持することが望ましい。 

２ 

湧水 
・湿性の植物の生育環境として機能しており、今後も定期的なモニタ

リングを行い、保全を継続していくことが望ましい。 
２ 

給田四丁

目緑地と

その周辺 

住宅地 

・庭木や垣根の植栽も生物の生息環境として利用されるため、積極的

に植栽することが望ましい。 

・植栽する際は、在来種を用いることが望ましい。 

４ 

街路樹 
・樹林帯の幅を持たせ、複層林化することで、生物の生息・生育環境

としての機能が高まる。 
３ 

庭園 

・屋敷林として樹林が維持されており、樹林性の生物の生息・生育環

境となっているため、今後も維持することが望ましい。 

・林床が暗く、草本層の多様性が乏しい。一部上層木を間伐し、林床

に光を届けると、林床の多様性が向上する。 

３ 

烏山川緑

道 
樹木地 

・まとまった距離の樹林が維持されており、緑の回廊としての機能も

期待される。今後も維持することが望ましい。 
２ 

草地 

・一部草刈を実施しない区間を設けると、草本類の自然侵入が促進さ

れ、植物の種数の増加に伴い昆虫類などの動物の利用も増えること

が期待される。 

３ 

大原一丁

目柳澤の

杜市民緑

地とその

周辺 

庭園 

・小規模であるが、柳澤の杜や、点在する公園では、通年で蜜源とな

る木が多く、生物の希少な生息・餌場環境となっているため、今後

も維持することが望ましい。 

２ 

住宅地 

・庭木や垣根の植栽も生物の生息環境として利用されるため、積極的

に植栽することが望ましい。 

・植栽する際は、在来種を用いることが望ましい。 

４ 
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5-3. 継続調査の検討 

世田谷区内では、各主体による生物調査が実施されており、生物情報の蓄積が進ん

でいる場所もみられる。しかし、各調査の調査項目や調査時期、回数などの努力量や調

査精度が異なるため、場所ごとの比較や経年変化を的確に把握することが難しい。 

本調査では、世田谷区内の代表的な環境を調査地区として調査努力量（調査人数、

調査時間など）や精度を平成 28 年度の調査と統一した現地調査を実施し、生物資源の

現況や変化の傾向は、おおむね把握できたと考えられる。 

今後も、世田谷区では生物多様性地域戦略等に則り、緑化や生物多様性の向上が図

られることが想定される。そのため、区内の生物資源の状況や経年変化を把握にあたっ

てのモニタリング計画と留意点を検討した。 

 

（１）生物モニタリング調査計画 

① 調査地区の設定 

生物の生息・生育状況を同一条件下で比較するために、表 5-19 に示すとおり、引

き続き調査地区は本調査地区と同地点で行うことが望ましい。 

 

表 5-19 モニタリング調査地区 

調査地区 

番 号 
地域区分注) 行政区域 調査地区名 環境要素 

1 ①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 

樹林、草地、 

河川（谷戸川）、 

池（バードサンクチュ

アリ） 

2 玉川 等々力渓谷公園 樹林、河川、湧水 

3 ②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 給田四丁目緑地とその周辺 住宅地、街路樹 

4 世田谷 烏山川緑道 樹林、草地 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 
大原一丁目柳澤の杜市民緑地

とその周辺 

庭園、樹林、住宅地、 

街路樹 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

 

② 調査頻度の設定 

各調査地区の環境の経年変化と、生物の生息・生育状況の変化を定量的に比較する

ため、調査頻度はみどりの資源調査に合わせて 5年または 10 年に一度とする。 
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③ 調査内容の設定 

調査内容として、本業務調査項目、調査時期、調査方法を表 5-20 に示す。生物の

生息・生育状況を同一条件下で比較するために、本調査内容と同様の内容とする。 

 

表 5-20 モニタリング調査内容 

調査項目 調査時期 調査方法 備考 

植物 
3 季 

(春、夏、秋) 
･目視確認  

哺乳類 

爬虫類 

両生類 

2 季 

(春、秋) 

･目視確認 

無人撮影法は各調査地区で 2 地点設

定 

･捕獲確認(爬虫類・両生類のみ) 

･フィールドサイン法(哺乳類のみ) 

･無人撮影法(哺乳類のみ) 

鳥類 
2 季 

(夏、冬) 

･ラインセンサス法 ラインセンサス法は各調査地区で 1

ライン設定 ･任意確認 

魚類 2 季 

(春、秋) 

･任意採集法 
定置網の設置は 1晩 

底生動物 (タモ網、投網、定置網) 

昆虫類 
3 季 

(春、夏、秋) 

･任意採集法 

･ピットフォールトラップ法 

･ライトトラップ法 

･夜間灯火採集（烏山川緑道のみ） 

各トラップ法は各調査地区でそれぞ

れ 1地点設定 

ピットフォールトラップ法は 1 地点

あたり 10 個、ライトトラップ法は 1

地点あたり 1 個のトラップをそれぞ

れ設置 

 

（２）生物モニタリング調査実施にあたっての課題（留意点） 

① 植物の重要種の取り扱い 

本調査結果ではシランやエビネなど、複数の植物重要種が確認されているが、その

多くは植栽された個体であった。 

これらは生育環境よりも人為的な影響によるところが多いため、記録や調査結果の

解釈の際は、自然侵入した重要種とは区別する必要がある。 

本調査結果では、平成 28 年度調査に引き続き、庭先や花壇、畑に地植えされた植栽

種も判別可能なものは植物相に記載した。しかし、経年で確認種数に変化がみられ、

その要因の一つとして植栽種の変化が考えられた。植栽種は膨大な種数な上、供給側

と需要側の流行により変化が多く、季節毎にも花を楽しむためや収穫により植え替え

される。よって、継続調査の対象として詳細に同定をしてまで植物相に入れ込むのは

適切ではないため、次回からは参考にとどめることが望ましいと考える。 

 

② 緑地の管理状況の記録 

調査地区のうち、給田四丁目緑地や烏山川緑道、大原一丁目柳澤の杜市民緑地は定

期的に下草刈りが行われており、調査実施時期によっては草刈直後で草本類の確認数

が減る可能性がある。 

そのため、調査実施の際は、植物相調査結果および草地を生息環境とする種の出現

状況の解釈のための資料として、下草刈りの有無など、緑地の管理状況を併せて記録

することが望ましい。 
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1.植物確認種リスト 

春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
1 シダ植物門 イワヒバ カタヒバ Selaginella involvens ● 植栽
2 イワヒバ Selaginella tamariscina ● ● 植栽
3 コンテリクラマゴケ Selaginella uncinata ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 逸出
4 トクサ スギナ Equisetum arvense ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
5 イヌドクサ Equisetum ramosissimum ●
6 ハナヤスリ オオハナワラビ Botrychium japonicum ● ● ●
7 フユノハナワラビ Botrychium ternatum ● ●
8 ゼンマイ ゼンマイ Osmunda japonica ● ● ● ●
9 フサシダ カニクサ Lygodium japonicum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
10 コバノイシカグマイワヒメワラビ Hypolepis punctata ●
11 フモトシダ Microlepia marginata ● ● ● ●
12 ワラビ Pteridium aquilinum  var. latiusculum ●
13 ツルシダ タマシダ Nephrolepis auriculata ● ● ● ● ● ● ● 植栽
14 ミズワラビ ホウライシダ Adiantum capillus-veneris ● ● ● ● 植栽
15 イワガネゼンマイ Coniogramme intermedia ●
16 イワガネソウ Coniogramme japonica ● ●
17 イノモトソウ オオバノイノモトソウ Pteris cretica ● ● ● ● ●
18 イノモトソウ Pteris multifida ● ● ● ● ● ● ● ● ●
19 オシダ リョウメンシダ Arachniodes standishii ● ● ● ● ● ●
20 ナガバヤブソテツ Cyrtomium devexiscapulae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
21 オニヤブソテツ Cyrtomium falcatum ●
22 ヤブソテツ Cyrtomium fortunei ● ● ● ● ●
23 ヤマヤブソテツ Cyrtomium fortunei  var. clivicola ● ● ●
24 テリハヤブソテツ Cyrtomium laetevirens ● ● ●
25 ベニシダ Dryopteris erythrosora ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
26 オオベニシダ Dryopteris hondoensis ● ●
27 オクマワラビ Dryopteris uniformis ● ● ● ● ● ●
28 ヤマイタチシダ Dryopteris varia  var. setosa ● ● ●
29 アスカイノデ Polystichum fibrilloso-paleaceum VU VU
30 イノデ Polystichum polyblepharum ● ● ● ● ●
31 イノデモドキ Polystichum tagawanum ● ● ● ● ●
32 ジュウモンジシダ Polystichum tripteron ● ● ●
33 ヒメシダ ホシダ Cyclogramma acuminatus ● ● ● ●
34 ゲジゲジシダ Phegopteris decursive-pinnata ● ● ●
35 ミゾシダ Stegnogramma pozoi  ssp. mollissima ● ● ● ● ●
36 ヤワラシダ Thelypteris laxa ●
37 ヒメワラビ Thelypteris torresiana  var. calvata ● ● ●
38 ミドリヒメワラビ Thelypteris viridifrons ● ● ● ● ● ● ● ●
39 メシダ イヌワラビ Athyrium niponicum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
40 ヤマイヌワラビ Athyrium vidalii ● ● ● ● ● ●
41 ホソバシケシダ Deparia conilii ● ●
42 クサソテツ Matteuccia struthiopteris ● ● ●
43 ウラボシ ノキシノブ Lepisorus thunbergianus ● ● ● ● ● ●
44 クリハラン Neocheiropteris ensata CR 植栽
45 種子植物門 裸子植物亜門 ソテツ ソテツ Cycas revoluta ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
46 イチョウ イチョウ Ginkgo biloba ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
47 マツ モミ Abies firma ● 植栽
48 ヒマラヤスギ Cedrus deodara ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
49 ドイツトウヒ Picea abies ● 植栽
50 アカマツ Pinus densiflora ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
51 クロマツ Pinus thunbergii ● ● ● ● ● ● ● 植栽
52 スギ スギ Cryptomeria japonica ● ● ● ● ● ● ● 植栽
53 メタセコイア Metasequoia glyptostroboides ● ● ● ● ● 植栽
54 ヒノキ ヒノキ Chamaecyparis obtusa ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
55 サワラ Chamaecyparis pisifera ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
56 サワラ フィリフェラオーレア Chamaecyparis pisifera ‘Filifera Aurea’ ● 植栽
57 ヒヨクヒバ Chamaecyparis pisifera  var. filifera ● 植栽
58 ヒムロ Chamaecyparis pisifera  var. squarrosa ● 植栽
59 モントーレイトスギ Cupressus macrocarpa ● 植栽
60 イブキ Juniperus chinensis ● 植栽
61 カイヅカイブキ Juniperus chinensis  cv. pyramidalis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
62 アメリカハイビャクシン Juniperus horizontalis ● ● 植栽
63 ハイビャクシン Juniperus chinensis  var. procumbens ● 植栽
64 コロラドビャクシン Juniperus scopulorum ● 植栽
65 ネズ Juniperus rigida EN 植栽
66 ニオイヒバ Thuja occidentalis ● ● 植栽
67 コノテガシワ Thuja orientalis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
68 マキ イヌマキ Podocarpus macrophyllus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
69 ラカンマキ Podocarpus macrophyllus  var. maki ● ● ● 植栽
70 イヌガヤ イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia ● ● ● 植栽
71 イチイ イチイ Taxus cuspidata CR 植栽
72 キャラボク Taxus cuspidata  var. nana ● ● ● ● ● ● 植栽
73 カヤ Torreya nucifera ● ● ● ● 植栽
74 種子植物門 被子植物亜門 双子葉植物綱 離弁花ヤマモモ ヤマモモ Myrica rubra ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
75 クルミ オニグルミ Juglans ailanthifolia ● ●
76 カシグルミ Juglans regia  var. orientis ● ● ● 植栽
77 ヤナギ シダレヤナギ Salix babylonica  var. lavallei ● 植栽
78 カバノキ ハンノキ Alnus japonica VU VU
79 クマシデ Carpinus japonica ● ● 植栽
80 アカシデ Carpinus laxiflora ● ● ● 植栽
81 イヌシデ Carpinus tschonoskii ● ● ● ● ● ● ●
82 ブナ クリ Castanea crenata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
83 スダジイ Castanopsis cuspidata  var. sieboldii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
84 マテバシイ Lithocarpus edulis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
85 アカガシ Quercus acuta ● ●
86 クヌギ Quercus acutissima ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
87 カシワ Quercus dentata ● ● ● 植栽
88 アラカシ Quercus glauca ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
89 シラカシ Quercus myrsinaefolia ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
90 ウバメガシ Quercus phillyraeoides ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
91 ウラジロガシ Quercus salicina ●
92 コナラ Quercus serrata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
93 アベマキ Quercus variabilis ● ● 植栽
94 ニレ ムクノキ Aphananthe aspera ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
95 エノキ Celtis sinensis  var. japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
96 アキニレ Ulmus parvifolia ● ● ● ● ● ● 植栽
97 ケヤキ Zelkova serrata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
98 クワ ヒメコウゾ Broussonetia kazinoki ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
99 クワクサ Fatoua villosa ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
100 イチジク Ficus carica ● ● ● ● 植栽
101 イヌビワ Ficus erecta ● ● ● ●
102 オオイタビ Ficus pumila ● ● ● ● 植栽
103 カナムグラ Humulus japonicus ● ● ●
104 マグワ Morus alba ● ● ● ● 植栽・逸出
105 ヤマグワ Morus australis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
106 イラクサ クサコアカソ Boehmeria gracilis ●
107 ヤブマオ Boehmeria japonica  var. longispica ● ● ●
108 クサマオ Boehmeria nivea  ssp. nipononivea ● ●
109 メヤブマオ Boehmeria platanifolia ●
110 コアカソ Boehmeria spicata ●
111 アオミズ Pilea pumila ●
112 タデ ミズヒキ Antenoron filiforme ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
113 シャクチリソバ Fagopyrum cymosum ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 逸出
114 ワイヤープランツ Muehlenbeckia axillaris ● ● 植栽・逸出
115 オオイヌタデ Persicaria lapathifolia ● ● ●
116 イヌタデ Persicaria longiseta ● ● ● ● ● ● ● ● ●
117 ハナタデ Persicaria posumbu  var. laxiflora ● ● ●
118 ボントクタデ Persicaria pubescens ●
119 ミゾソバ Persicaria thunbergii ●
120 ミチヤナギ Polygonum aviculare ●
121 ヒメツルソバ Persicaria capitata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 逸出
122 イタドリ Reynoutria japonica ● ● ● ● ●
123 スイバ Rumex acetosa ● ● ● ● ●
124 アレチギシギシ Rumex conglomeratus ● ● ●
125 ナガバギシギシ Rumex crispus ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅰ
126 ギシギシ Rumex japonicus ● ● ● ● ●
127 エゾノギシギシ Rumex obtusifolius ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ
128 ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
129 オシロイバナ オシロイバナ Mirabilis jalapa  var. jalapa ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
130 ザクロソウ マツバギク Mesembryanthemum spectabile ● ● 植栽
131 ザクロソウ Mollugo pentaphylla ●
132 クルマバザクロソウ Mollugo verticillata ● ●
133 スベリヒユ ハゼラン Talinum crassifolium ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
134 マツバボタン Portulaca grandiflora ● 植栽
135 スベリヒユ Portulaca oleracea ● ● ● ●
136 ヒメマツバボタン Portulaca pilosa ● 植栽
137 ナデシコ オランダミミナグサ Cerastium glomeratum ● ● ● ●
138 スイセンノウ Lychnis coronata ● 植栽
139 ツメクサ Sagina japonica ● ● ● ●
140 ムシトリナデシコ Silene armeria ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 植栽
141 ウシハコベ Stellaria aquatica ● ● ●
142 コハコベ Stellaria media ●
143 ミドリハコベ Stellaria neglecta ● ● ● ●
144 アカザ シロザ Chenopodium album ● ● ● ● ● ●
145 コアカザ Chenopodium ficifolium ●
146 ゴウシュウアリタソウ Chenopodium pumilio ●
147 イソホウキギ Kochia scoparia  var. littorea ● ● ● 植栽
148 ヒユ ヒカゲイノコズチ Achyranthes bidentata  var. japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
149 ヒナタイノコズチ Achyranthes bidentata  var. tomentosa ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
150 イヌビユ Amaranthus lividus ●
151 ホナガイヌビユ Amaranthus viridis ● ● ●
152 ケイトウ Celosia cristata ● ● ●
153 ホワイトソルトブッシュ Rhagdia hastata ● ● 植栽
154 モクレン ユリノキ Liriodendron tulipifera ● ● ● 植栽
155 ハクモクレン Magnolia heptapeta ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
156 タイサンボク Magnolia grandiflora ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
157 コブシ Magnolia praecocissima ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
158 シデコブシ Magnolia tomentosa NT 植栽
159 シモクレン Magnolia quinquepeta ● 植栽
160 マツブサ サネカズラ Kadsura japonica ● ● ● ● ● ●
161 シキミ シキミ Illicium anisatum ● 植栽
162 ロウバイ ロウバイ Chimonanthus praecox ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
163 クスノキ クスノキ Cinnamomum camphora ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
164 ヤブニッケイ Cinnamomum japonicum ● ● ● ● ●
165 ニッケイ Cinnamomum sieboldii NT 逸出
166 ゲッケイジュ Laurus nobilis ● ● 植栽
167 ヤマコウバシ Lindera glauca ●
168 タブノキ Machilus thunbergii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
169 シロダモ Neolitsea sericea ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
170 アブラチャン Parabenzoin praecox ●
171 ヤマグルマ ヤマグルマ Trochodendron aralioides ● 植栽
172 カツラ カツラ Cercidiphyllum japonicum ● ● ● ● ● ● ● 植栽
173 キンポウゲ シュウメイギク Anemone hupehensis  var. japonica ● ● 植栽
174 クレマチス Clematis  × hybrid ● ● 植栽
175 センニンソウ Clematis terniflora ●
176 セリバヒエンソウ Delphinium anthriscifolium ●
177 クリスマスローズ Helleborus orientalis ● ● ● 植栽
178 クロタネソウ Nigella damascena ● 植栽
179 ケキツネノボタン Ranunculus cantoniensis ●
180 ウマノアシガタ Ranunculus japonicus ● 植栽
181 メギ メギ Berberis thunbergii ●
182 ホソバヒイラギナンテン Mahonia fortunei ● ● ● ● ● ● 植栽
183 ヒイラギナンテン Mahonia japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 逸出
184 ナンテン Nandina domestica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
185 オタフクナンテン Nandina domestica 'Otafukunanten' ● ● ● 植栽
186 アケビ ゴヨウアケビ Akebia pentaphylla ●
187 アケビ Akebia quinata ● ● ●
188 ミツバアケビ Akebia trifoliata ●
189 ムベ Stauntonia hexaphylla ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
190 ツヅラフジ アオツヅラフジ Cocculus orbiculatus ● ● ● ● ● ● ●
191 ドクダミ ドクダミ Houttuynia cordata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
192 ハンゲショウ Saururus chinensis EN EN 植栽
193 センリョウ ヒトリシズカ Chloranthus japonicus ●
194 フタリシズカ Chloranthus serratus ● ●
195 センリョウ Sarcandra glabra ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
196 ウマノスズクサ ウマノスズクサ Aristolochia debilis VU VU
197 ボタン シャクヤク Paeonia lactiflora  var. trichocarpa ● 植栽
198 ボタン Paeonia suffruticosa ● ● 植栽
199 マタタビ キウイフルーツ Actinidia deliciosa ● 国外/産業管理/Ⅳ 植栽・逸出
200 ツバキ カンツバキ Camellia  × hiemalis ● 植栽
201 ヤブツバキ Camellia japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
202 ユキツバキ Camellia japonica  var. decumbens ● 植栽
203 サザンカ Camellia sasanqua ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
204 ツバキ（園芸品種） Camellia  cvs. ● 植栽
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205 サカキ Cleyera japonica ● ● ● ● ● 植栽・逸出
206 ハマヒサカキ Eurya emarginata ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
207 ヒサカキ Eurya japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
208 ヒメシャラ Stewartia monadelpha ● ● ● ● ● ● ● 植栽
209 ナツツバキ Stewartia pseudo-camellia ● ● 植栽
210 モッコク Ternstroemia gymnanthera ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
211 チャノキ Thea sinensis ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
212 オトギリソウ ビヨウヤナギ Hypericum chinense  var. salicifolium ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
213 キンシバイ Hypericum patulum ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
214 ヒペリカム・ヒドコート Hypericum patulum 'Hidocote' ● 植栽
215 ケシ クサノオウ Chelidonium majus  var. asiaticum ● ●
216 ハナビシソウ Eschscholzia californica ● 植栽・逸出
217 ムラサキケマン Corydalis incisa ● ● ●
218 シラユキゲシ Eomecon chionantha ● 植栽
219 タケニグサ Macleaya cordata ● ● ● ● ● ● ● ● ●
220 ナガミヒナゲシ Papaver dubium ● ● ● 植栽・逸出
221 アブラナ セイヨウカラシナ Brassica juncea ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 植栽・逸出
222 ハボタン Brassica oleracea  var.acephala  f. tricolor ● 植栽
223 ナズナ Capsella bursa-pastoris ● ● ● ●
224 タネツケバナ Cardamine flexuosa ●
225 ミチタネツケバナ Cardamine hirsuta ● ● ● ●
226 イベリス Iberis  spp. ● ● 植栽
227 マメグンバイナズナ Lepidium virginicum ● ● ● ● ●
228 ショカツサイ Orychophragmus violaceus ● ● 植栽・逸出
229 イヌガラシ Rorippa indica ● ● ● ● ● ●
230 グンバイナズナ Thlaspi arvense ● ●
231 マンサク ヒュウガミズキ Corylopsis pauciflora ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
232 トサミズキ Corylopsis spicata NT 植栽
233 マンサク Hamamelis japonica ● ● 植栽
234 フウ Liquidambar formosana ● ● ● ● 植栽・逸出
235 モミジバフウ Liquidambar styraciflua ● ● 植栽・逸出
236 ベニバナトキワマンサク Loropetalum chinense  var. rubrum ● ● ● 植栽
237 スズカケノキ アメリカスズカケノキ Platanus occidentalis ● ● ● 植栽
238 モミジバスズカケノキ Platanus  x acerifolia ● ● 植栽
239 ベンケイソウ キリンソウ Sedum aizoon  var. floribundum ● 植栽
240 コモチマンネングサ Sedum bulbiferum ●
241 オノマンネングサ Sedum lineare ●
242 オカタイトゴメ Sedum oryzifolium  f. pumilum ●
243 ツルマンネングサ Sedum sarmentosum ● ●
244 ヨコハママンネングサ Sedum  sp. ● ● ●
245 ユキノシタ トリアシショウマ Astilbe thunbergii var. congesta ●
246 ヒマラヤユキノシタ Bergenia  sp. ● ● 植栽
247 ウツギ Deutzia crenata ● ● ● ● ●
248 ヒメウツギ Deutzia gracilis ● ● ● ● 植栽
249 マルバウツギ Deutzia scabra ● 植栽・逸出
250 アジサイ Hydrangea macrophylla ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
251 セイヨウアジサイ Hydrangea macrophylla  f. hortensia ● 植栽
252 カシワバアジサイ Hydrangea quercifolia ● ● ● 植栽
253 ユキノシタ Saxifraga stolonifera ● 植栽
254 トベラ トベラ Pittosporum tobira ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
255 バラ キンミズヒキ Agrimonia japonica ●
256 ジューンベリー Amelanchier  spp. ● 植栽
257 ボケ Chaenomeles speciosa ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
258 ヘビイチゴ Duchesnea chrysantha ● ● ● ●
259 ヤブヘビイチゴ Duchesnea indica  var. major ● ●
260 ビワ Eriobotrya japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/産業管理/Ⅳ 植栽
261 オランダイチゴ Fragaria ananassa ● ●
262 ヤマブキ Kerria japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
263 ヒメリンゴ Malus baccaca  var. mandschurica ● ● ● 植栽
264 ハナカイドウ Malus halliana ● ● ● 植栽
265 イヌリンゴ Malus prunifolia ● ● 植栽
266 カナメモチ Photinia glabra ● 植栽
267 レッドロビン Photinia  ×fraseri ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
268 イヌザクラ Prunus buergeriana ● 植栽
269 ウワミズザクラ Prunus grayana ● ● ● 植栽
270 ヤマザクラ Prunus jamasakura ● ● ● ● 植栽
271 サトザクラ Prunus lannesiana  var. lannesiana ● ● 植栽
272 オオシマザクラ Prunus lannesiana  var. speciosa ● 植栽
273 ウメ Prunus mume ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
274 モモ Prunus persica ● ● 植栽
275 シダレザクラ Prunus pendula  f. pendula ● ● ● ● ● ● ● 植栽
276 ソメイヨシノ Prunus  x yedoensis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
277 カザンデマリ Pyracantha crenulata ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 植栽・逸出
278 シャリンバイ Rhaphiolepis umbellata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
279 シロヤマブキ Rhodotypos scandens EN 植栽
280 ノイバラ Rosa multiflora ● ● ● ●
281 ツルバラ Rosa  spp. ● 植栽
282 クサイチゴ Rubus hirsutus ● ● ● ● ● ● ●
283 ナワシロイチゴ Rubus parvifolius ● ● ● ● ●
284 カジイチゴ Rubus trifidus ● ● ● 植栽
285 ナナカマド Sorbus commixta ● ● 植栽
286 コデマリ Spiraea cantoniensis ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
287 シモツケ Spiraea japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
288 シジミバナ Spiraea prunifolia ● ● ● ● 植栽
289 ユキヤナギ Spiraea thunbergii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
290 コゴメウツギ Stephanandra incisa ● ●
291 カナウツギ Stephanandra tanakae EN 植栽
292 マメ ギンヨウアカシア Acacia baileyana ● ● ● ● 植栽
293 ネムノキ Albizia julibrissin ● ● ● ● 逸出
294 ヤブマメ Amphicarpaea bracteata  ssp. edgeworthii  var. japonica ● ● ● ● ● ●
295 ハナズオウ Cercis chinensis ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
296 ヌスビトハギ Desmodium podocarpum  ssp. oxyphyllum ● ● ●
297 ダイズ Glycine max ● 植栽
298 メドハギ Lespedeza cuneata ● ●
299 ミヤギノハギ Lespedeza thunbergii ● ● 植栽
300 クズ Pueraria lobata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
301 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/産業管理/Ⅱ,Ⅳ 植栽・逸出
302 エンジュ Sophora japonica ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
303 ムラサキツメクサ Trifolium pratense ● ● ●
304 シロツメクサ Trifolium repens ● ● ● ● ● ● ● ● ●
305 ヤハズエンドウ Vicia angustifolia ● ● ● ● ●
306 ナヨクサフジ Vicia dasycarpa  var. glabrescens ● 国外/産業管理/Ⅳ
307 スズメノエンドウ Vicia hirsuta ●
308 カラスノエンドウ Vicia sepium ● ●
309 カスマグサ Vicia tetrasperma ● ●
310 フジ Wisteria floribunda ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
311 カタバミ イモカタバミ Oxalis articulata ● ●
312 ハナカタバミ Oxalis bowiei ●
313 カタバミ Oxalis corniculata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
314 ムラサキカタバミ Oxalis corymbosa ● ● ● ● ● ●
315 オッタチカタバミ Oxalis dillenii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
316 エゾタチカタバミ Oxalis fontana ●
317 オオキバナカタバミ Oxalis pes-caprae ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 植栽
318 オキザリス Oxalis sp. ● ● ●
319 フウロソウ オランダフウロ Erodium cicutarium ●
320 アメリカフウロ Geranium carolinianum ● ● ● ● ● ● ● ●
321 ゼラニウム Geranium cinereum ● 植栽
322 ヒメフウロ Geranium robertianum ● 植栽
323 カレンソウ Pelargonium  spp. ● 植栽
324 トウダイグサ エノキグサ Acalypha australis ● ● ● ● ● ● ●
325 アレチニシキソウ Euphorbia chamaesyce  ssp. massiliensis ●
326 オオニシキソウ Euphorbia maculata ● ●
327 ハツユキソウ Euphorbia marginata ● 植栽
328 コニシキソウ Euphorbia supina ● ● ● ● ● ● ●
329 アカメガシワ Mallotus japonicus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
330 ナガエコミカンソウ Phyllanthus tenellus ● ● ● ● ● ● ● ●
331 コミカンソウ Phyllanthus urinaria ● ● ●
332 ナンキンハゼ Triadica sebifera ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 逸出
333 ユズリハ ユズリハ Daphniphyllum macropodum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
334 ミカン キンカン Citrus japonica ● 植栽
335 ユズ Citrus junos ● ● ● ● 植栽
336 ナツミカン Citrus natsudaidai ● ● ● ● ● ● ● 植栽
337 コクサギ Orixa japonica ● ● ● ●
338 カラタチ Poncirus trifoliata ● 植栽
339 カラスザンショウ Zanthoxylum ailanthoides ● ● ●
340 サンショウ Zanthoxylum piperitum ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
341 ニガキ シンジュ Ailanthus altissima ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅳ 植栽
342 センダン センダン Melia azedarach ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
343 ウルシ ハグマノキ Cotinus coggygria ● 植栽
344 ヌルデ Rhus javanica  var. roxburgii ● ● ● ● ● ● ● ●
345 ハゼノキ Rhus succedanea ● 植栽
346 ヤマハゼ Rhus sylvestris ● 植栽
347 ヤマウルシ Rhus trichocarpa ● 植栽
348 カエデ トウカエデ Acer buergerianum ● ● ● ● ● ● 植栽
349 イタヤカエデ(広義) Acer mono ● 植栽
350 エンコウカエデ Acer mono  f. marmoratum ● ● ● ● 植栽
351 イロハモミジ Acer palmatum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
352 イロハモミジ　ベニシダレ Acer palmatum ’Benishidare’ ● 植栽
353 オオモミジ Acer palmatum  var. amoenum ● ● 植栽
354 ヤマモミジ Acer palmatum  var. matumurae ● 植栽
355 ハナノキ Acer pycnanthum VU 植栽
356 イタヤメイゲツ Acer sieboldianum ● ● 植栽
357 コハウチワカエデ Acer sieboldianum ● 植栽
358 ムクロジ ムクロジ Sapindus mukorossi ● ● ● 植栽
359 トチノキ マロニエ Aesculus hippocastanum ● ● 植栽
360 トチノキ Aesculus turbinata ● ● ● ● 植栽
361 ツリフネソウ ホウセンカ Impatiens balsamina ● ● 植栽・逸出
362 モチノキ セイヨウヒイラギ Ilex aquifolium ● 植栽
363 シナヒイラギ Ilex cornuta ● ● ● ● ● ● 植栽
364 イヌツゲ Ilex crenata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
365 マメツゲ Ilex crenata 'Convexa' ● ● 植栽
366 タラヨウ Ilex latifolia ● 植栽
367 モチノキ Ilex integra ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
368 アオハダ Ilex macropoda ● 植栽
369 ソヨゴ Ilex pedunculosa ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
370 クロガネモチ Ilex rotunda ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
371 ウメモドキ Ilex serrata ● ● 植栽
372 ニシキギ ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus ● ●
373 ニシキギ Euonymus alatus ● ● ● ● ● 植栽
374 コマユミ Euonymus alatus  f. ciliato-dentatus ● ● ● ● ● ●
375 マサキ Euonymus japonicus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
376 フイリマサキ Euonymus japonicus  f. aureovariegatus ● 植栽
377 オウゴンマサキ Euonymus japonicus  var.aurea ● 植栽
378 ツリバナ Euonymus oxyphyllus ●
379 マユミ Euonymus sieboldianus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
380 カントウマユミ Euonymus sieboldianus  var. sanguineus ● 植栽
381 ツゲ ヒメツゲ Buxus microphylla ● ● ● 植栽
382 セイヨウツゲ Buxus sempervirens ● ● 植栽
383 フッキソウ Pachysandra terminalis ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
384 クロウメモドキ ナツメ Zizyphus jujuba ● 植栽
385 ブドウ ノブドウ Ampelopsis glandulosa  var. heterophylla ● ● ● ● ● ● ● ● ●
386 ヤブガラシ Cayratia japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
387 ツタ Parthenocissus tricuspidata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
388 エビヅル Vitis ficifolia  var. lobata ● ● ●
389 ヨーロッパブドウ Vitis vinifera ● 植栽
390 ホルトノキ ホルトノキ Elaeocarpus sylvestris  var. ellipticus ● 植栽
391 シナノキ カラスノゴマ Corchoropsis tomentosa ● ●
392 シマツナソ Corchorus aestuans ● 植栽
393 オオバボダイジュ Tilia maximowicziana ● 植栽
394 ボダイジュ Tilia miqueliana ● ● 植栽
395 アオイ タチアオイ Althaea rosea ● ● ● ● 植栽
396 フヨウ Hibiscus mutabilis ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅰ 植栽
397 ムクゲ Hibiscus syriacus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
398 ゼニアオイ Malva sylvestris  var. mauritiana ● 植栽・逸出
399 アオギリ アオギリ Firmiana simplex ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
400 ジンチョウゲ ジンチョウゲ Daphne odora ● ● ● ● ● ● 植栽
401 グミ ツルグミ Elaeagnus glabra ● ● 植栽
402 オオナワシログミ Elaeagnus nikaii ● 植栽
403 ナワシログミ Elaeagnus pungens ● ● ● ● 植栽
404 アキグミ Elaeagnus umbellata ● 植栽
405 イイギリ イイギリ Idesia polycarpa ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
406 スミレ タチツボスミレ Viola grypoceras ● ● ● ● ● ● ● ●
407 アオイスミレ Viola hondoensis ● ●
408 コスミレ Viola japonica ● ● ●
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409 マルバスミレ Viola keiskei ● ● ●
410 スミレ Viola mandshurica ● ●
411 ヒメスミレ Viola minor ●
412 アメリカスミレサイシン Viola sororia ● ● ● ● 植栽・逸出
413 パンジー Viola  spp. ● ● 植栽
414 キブシ キブシ Stachyurus praecox ● 植栽
415 シュウカイドウ シュウカイドウ Begonia evansiana ● 植栽
416 ベゴニア Begonia semperfloens ● 植栽
417 ウリ セイヨウカボチャ Cucurbita maxima ● 植栽
418 アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum ● ●
419 スズメウリ Melothria japonica ●
420 ツルレイシ Momordica charantia  var. pavel ● ● 植栽
421 アレチウリ Sicyos angulatus ● ● ● ● 国外/総合対策_緊急/Ⅳ,Ⅴ
422 カラスウリ Trichosanthes cucumeroides ● ● ● ● ● ● ● ●
423 キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  var. japonica ● ● ● ● ● ● ●
424 ミソハギ サルスベリ Lagerstroemia indica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
425 シマサルスベリ Lagestroemia subcostata NT 植栽
426 エゾミソハギ Lythrum salicaria EX DD 植栽
427 フトモモ ユーカリ Eucalyptus globulus ● 植栽
428 ツキヌキユーカリ Eucalyptus perriniana ● ● 植栽
429 フェイジョア Feijoa sellowiana ● 植栽
430 ギンバイカ Myrtus communis ● 植栽
431 ザクロ ザクロ Punica granatum ● ● ● ● ● ● ● 植栽
432 アカバナ ヤマモモソウ Gaura lindheimeri ● ● ● 植栽
433 メマツヨイグサ Oenothera biennis ● ● ● ● ● ●
434 コマツヨイグサ Oenothera laciniata ● 国外/総合対策_重点/Ⅱ,Ⅳ
435 ユウゲショウ Oenothera rosea ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
436 ヒルザキツキミソウ Oenothera speciosa  var. speciosa ● ● ● 植栽
437 マツヨイグサ Oenothera striata ●
438 ウリノキ ウリノキ Alangium platanifolium  var. trilobum ● ● 植栽
439 ミズキ アオキ Aucuba japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
440 フイリアオキ Aucuba japonica ‘Variegata’ ● ● ● ● 植栽
441 ヤマボウシ Benthamidia japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
442 ミズキ Cornus controversa ● ● ● ● ● ●
443 ハナミズキ Benthamidia florida ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
444 ジョウリョクヤマボウシ Cornus hongkongensis ● 植栽
445 クマノミズキ Cornus macrophylla ● ● ● ● ● ● ● 植栽
446 サンシュユ Cornus officinalis ● ● ● ● ● ● 植栽
447 ウコギ ウド Aralia cordata ●
448 タラノキ Aralia elata ● ● ●
449 メダラ Aralia elata  var. subinermis ●
450 ヒメウコギ Eleutherococcus sieboldianus ● 植栽
451 カクレミノ Dendropanax trifidus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
452 ヤツデ Fatsia japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
453 カナリーキヅタ Hedera canariensis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
454 セイヨウキヅタ Hedera helix ● ● ● ● ● ● ● 逸出
455 キヅタ Hedera rhombea ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
456 ハリギリ Kalopanax pictus ● ● 植栽
457 カミヤツデ Tetrapanax papyrifer ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 植栽・逸出
458 セリ アシタバ Angelica keiskei ● 植栽・逸出
459 コエンドロ Coriandrum sativum ● 植栽
460 ミツバ Cryptotaenia japonica ● ● ● ● ●
461 ハナウド Heracleum nipponicum ● 逸出
462 ノチドメ Hydrocotyle maritima ● ● ●
463 オオチドメ Hydrocotyle ramiflora ●
464 チドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides ● ● ● ●
465 ヒメチドメ Hydrocotyle yabei ●
466 セリ Oenanthe javanica ●
467 ヤブニンジン Osmorhiza aristata ●
468 パセリ Petroselinum crispum ● 植栽
469 ヤブジラミ Torilis japonica ● ●
470 オヤブジラミ Torilis scabra ● ●
471 種子植物門 被子植物亜門 双子葉植物綱 合弁花ツツジ ヒメイチゴノキ Arbutus unedo ‘Compacta’ ● 植栽
472 ドウダンツツジ Enkianthus perulatus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
473 アメリカイワナンテン Leucothoe catesbaei ● ● ● ● ● ● ● 植栽
474 アセビ Pieris japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
475 ホンシャクナゲ Rhododendron degronianum  ssp. metternichii  var. hondoense ● 植栽
476 ミツバツツジ Rhododendron dilatatum ● ● 植栽
477 セイヨウシャクナゲ Rhododendron  × hybridum ● ● ● ● 植栽
478 サツキ Rhododendron indicum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
479 モチツツジ Rhododendron macrosepalum ● 植栽
480 リュウキュウツツジ Rhododendron mucronulatum ● 植栽
481 キリシマツツジ Rhododendron obtusum ● ● 植栽
482 ヤマツツジ Rhododendron obtusum  var. kaempferi ● ● ● ● 植栽
483 オオムラサキ Rhododendron pulchrum ● ● ● ● ● ● ● 植栽
484 ヒラドツツジ Rhododendron  spp. ● ● ● ● 植栽
485 ツツジ（園芸品種） Rhododendron  cvs. ● ● ● ● ● 植栽
486 ヤブコウジ マンリョウ Ardisia crenata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
487 ヤブコウジ Ardisia japonica ● ● ● ● 植栽
488 サクラソウ シクラメン Cyclamen persicum ● 植栽
489 コナスビ Lysimachia japonica  f. subsessilis ● ● ● ● ● ● ● ●
490 カキノキ リュウキュウマメガキ Diospyros japonica ● 植栽
491 カキノキ Diospyros kaki ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
492 エゴノキ エゴノキ Styrax japonicus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
493 ハクウンボク Styrax obassia ● ● ● ● 植栽
494 モクセイ チョウセンレンギョウ Forsythia koreana ● 植栽
495 レンギョウ Forsythia suspensa ● ● 植栽
496 シナレンギョウ Forsythia viridissima ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
497 シマトネリコ Fraxinus griffithii ● ● ● ● ● 植栽
498 トネリコ Fraxinus japonica ● ● 植栽
499 アオダモ Fraxinus lanuginosa  f. serrata ● ● ● 植栽
500 ネズミモチ Ligustrum japonicum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
501 トウネズミモチ Ligustrum lucidum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅱ,Ⅳ 植栽・逸出
502 イボタノキ Ligustrum obtusifolium ● ● ● ● ● ● 植栽
503 オオバイボタ Ligustrum ovalifolium ● ● ● ● 植栽
504 オリーブ Olea europaea ● ● ● ● ● ● ● 植栽
505 ヒイラギモクセイ Osmanthus  x fortunei ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
506 ギンモクセイ Osmanthus fragrans ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
507 キンモクセイ Osmanthus fragrans  var. aurantiacus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
508 ヒイラギ Osmanthus heterophyllus ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
509 マチン カロライナジャスミン Gelsemium sempervirens ● ● ● 植栽
510 キョウチクトウ ニチニチソウ Catharanthus roseus ● ● ● ● 植栽
511 キョウチクトウ Nerium oleander  var. indicum ● ● ● ● ● 植栽
512 テイカカズラ Trachelospermum asiaticum  f. intermedium ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
513 ハツユキカズラ Trachelospermum asiaticum ‘Hatsuyukikazura’ ● 植栽
514 ツルニチニチソウ Vinca major ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅳ 逸出
515 ガガイモ ガガイモ Metaplexis japonica ● ● ● ●
516 オオカモメヅル Tylophora aristolochioides ● ●
517 アカネ ヤエムグラ Galium spurium  var. echinospermon ● ● ●
518 ヨツバムグラ Galium trachyspermum  var. trachysperum ● ●
519 クチナシ Gardenia jasminoides ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
520 コクチナシ Gardenia jasminoides  var. radicans ● ● ● ● 植栽
521 ハシカグサ Hedyotis lindleyana  var. hirsuta ●
522 ヘクソカズラ Paederia scandens ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
523 アカネ Rubia argyi ●
524 ハクチョウゲ Serissa japonica EN 植栽
525 フイリハクチョウゲ Serissa japonica ‘Variegata’ ● ● ● ● ● 植栽
526 ヒルガオ コヒルガオ Calystegia hederacea ● ● ● ● ● ● ● ● ●
527 ヒルガオ Calystegia japonica ● ● ● ● ● ●
528 マルバルコウ Ipomoea coccinea ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅳ 植栽・逸出
529 マルバアメリカアサガオ Ipomoea hederacea  var. integriuscula ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅳ 植栽
530 アサガオ Ipomoea nil ● ● 植栽
531 マルバアサガオ Ipomoea purpurea ● 国外/総合対策_重点/Ⅳ 植栽
532 ムラサキ ハナイバナ Bothriospermum tenellum ● ●
533 キュウリグサ Trigonotis peduncularis ● ● ● ● ● ●
534 クマツヅラ コムラサキ Callicarpa dichotoma CR DD 植栽
535 ムラサキシキブ Callicarpa japonica ● ● ● ● ● ● 植栽
536 ヤブムラサキ Callicarpa mollis ●
537 ボタンクサギ Clerodendrum bungei ● ● ● ● ● 植栽
538 クサギ Clerodendrum trichotomum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
539 シチヘンゲ Lantana camara  ssp.aculeata ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅱ,Ⅳ 植栽
540 ヒメイワダレソウ Phyla canescens ● 国外/総合対策_重点/I,Ⅲ,V
541 ヤナギハナガサ Verbena bonariensis ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ
542 シュッコンバーベナ Verbena rigida ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 植栽
543 セイヨウニンジンボク Vitex agnus-castus ● 植栽
544 シソ キランソウ Ajuga decumbens ● ●
545 セイヨウジュウニヒトエ Ajuga reptans ● ● ● ● 植栽
546 トウバナ Clinopodium gracile ● ● ●
547 カキドオシ Glechoma hederacea  var. grandis ● ● ●
548 ホトケノザ Lamium amplexicaule ● ● ● ● ●
549 ヒメオドリコソウ Lamium purpureum ●
550 ラベンダー Lavandula angustifolia ● ● 植栽
551 アメリカハッカ Mentha cardiaca ● 植栽
552 オランダハッカ Mentha spicata  var. crispa ● ● 植栽
553 マルバハッカ Mentha suaveolens ● ● ● ● 逸出
554 タイマツバナ Monarda didyma ● 植栽
555 バジル Ocimum basilicum ● 植栽
556 ハナハッカ Origanum vulgare ● 植栽
557 シソ Perilla frutescens  var. crispa ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
558 カクトラノオ Physostegia virginiana ● 植栽
559 サルビア・グアラニティカ Salvia coerulea ● ● ● 植栽
560 エルサレムセージ Phlomis fruticosa ● 植栽
561 サルビア・ネモローサ　カラドンナSalvia nemorosa 'Caradonna'. ● 植栽
562 チェリーセージ Salvia microphylla ● ● ● ● 植栽
563 サルビア Salvia splendens ● ● ● 植栽
564 コバノタツナミ Scutellaria indica  var. parvifolia ● 植栽
565 ナス キダチチョウセンアサガオ Brugmansia  sp. ● 国外/総合対策_その他/Ⅴ 植栽
566 ニオイバンマツリ Brunfelsia australis ● ● ● 植栽
567 クコ Lycium chinense ● ● ● ● ● 植栽
568 オオセンナリ Nicandra physalioides ● 植栽
569 ホオズキ Physalis alkekengi  var. franchetii ● ● 植栽
570 ワルナスビ Solanum carolinense ● ● ● ● ● ●
571 トマト Solanum lycopersicum ● ● ● 植栽
572 ヒヨドリジョウゴ Solanum lyratum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
573 ナス Solanum melongena ● ●
574 イヌホオズキ Solanum nigrum ● ● ● ● ● ● ● ●
575 オオイヌホオズキ Solanum nigrescens ●
576 アメリカイヌホオズキ Solanum ptycanthum ●
577 タマサンゴ Solanum pseudo-capsicum ● ● ● ● ● 植栽・逸出
578 カンザシイヌホオズキ Solanum  sp. ● ●
579 ハゼリソウ ルリカラクサ Nemophila menziesii ● 植栽
580 ゴマノハグサ ツタバウンラン Cymbararia muralis ● ● ● ● ● 植栽
581 マツバウンラン Linaria canadensis ●
582 ウリクサ Lindernia crustacea ●
583 ヒメキンギョソウ Linaria maroccana ● 植栽
584 トキワハゼ Mazus pumilus ● ● ● ● ● ● ● 植栽
585 ハナウリクサ Torenia fournieri ● ● ● ● 植栽
586 ペンステモン Penstemon  spp. ● 植栽
587 タチイヌノフグリ Veronica arvensis ● ● ● ● ●
588 オオイヌノフグリ Veronica persica ● ● ● ● ●
589 ノウゼンカズラ ノウゼンカズラ Campsis grandiflora ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
590 キリ Paulownia tomentosa ● ● ●
591 キツネノマゴ キツネノマゴ Justicia procumbens ● ● ● ●
592 ハエドクソウ ハエドクソウ Phryma leptostachya  ssp. asiatica ● ● ●
593 オオバコ オオバコ Plantago asiatica ● ● ● ● ● ● ● ●
594 ヘラオオバコ Plantago lanceolata ● ● ● ● ● ●
595 ツボミオオバコ Plantago virginica ●
596 スイカズラ ハナツクバネウツギ Abelia  x grandiflora ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
597 スイカズラ Lonicera japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ●
598 ニワトコ Sambucus racemosa  ssp. sieboldiana ● ● ● ● ● 植栽
599 ガマズミ Viburnum dilatatum ● ● ● ● ● ● ● 植栽
600 サンゴジュ Viburnum odoratissimum  var. awabuki ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
601 ハコネウツギ Weigela coraeensis ● ● ● ● 植栽
602 ニシキウツギ Weigela decora ● 植栽
603 タニウツギ Weigela hortensis ● 植栽
604 キキョウ カンパニュラ Campanula medium ● 植栽
605 キキョウ Platycodon grandiflorum VU EX CR 植栽
606 キキョウソウ Triodanis perfoliata ● ● ●
607 キク セイヨウノコギリソウ Achillea millefolium ● 植栽
608 カッコウアザミ Ageratum conyzoides ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ 植栽
609 ブタクサ Ambrosia artemisiifolia  var. elatior ● ● ●
610 クワモドキ Ambrosia trifida ● 国外/総合対策_重点/Ⅳ
611 ヨモギ Artemisia princeps ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
612 アサギリソウ Artemisia schmidtiana ● 植栽
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613 ノコンギク Aster ageratoides  ssp. ovatus ●
614 ミヤコワスレ Aster savatieri ● 植栽
615 センダングサ Bidens biternata ●
616 アメリカセンダングサ Bidens frondosa ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ、Ⅴ
617 コセンダングサ Bidens pilosa ● ● ● ● ● ● ● ● ●
618 ヤブタバコ Carpesium abrotanoides ● ● ● ● ●
619 ヤグルマギク Centaurea cyanus ● 植栽
620 トキンソウ Centipeda minima ●
621 アメリカオニアザミ Cirsium vulgare ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ
622 イエギク Chrysanthemum morifolium ● 国外/総合対策_その他/Ⅰ 植栽
623 シロタエギク Cineraria maritima ● ● 植栽
624 アレチノギク Conyza bonariensis ● ● ● ●
625 オオアレチノギク Conyza sumatrensis ● ● ● ● ● ● ● ●
626 オオキンケイギク Coreopsis lanceolata ● ● ● 国外/総合対策_緊急/Ⅱ,Ⅳ 植栽・逸出
627 コスモス Cosmos bipinnatus ● ● ● 植栽
628 キバナコスモス Cosmos sulphureus ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
629 マメカミツレ Cotula australis ● 植栽
630 ベニバナボロギク Crassocephalum crepidioides ●
631 コウテイダリア Dahlia imperialis ● 植栽
632 シュンギク Dendranthema coronaria ● 植栽
633 イソギク Dendranthema pacificum ● ● 植栽
634 ダンドボロギク Erechtites hieracifolia ● ● ● ● ● ●
635 ヒメジョオン Stenactis annuus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅱ,Ⅳ
636 ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis ● ● ● ● ● ● ●
637 ペラペラヨメナ Erigeron karvinskianus ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ
638 ハルジオン Erigeron philadelphicus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
639 フジバカマ Eupatorium japonicum NT CR CR 植栽
640 マーガレットコスモス Euryops chrysanthemoides ● 植栽
641 ユリオプスデージー Euryops pectinatus ● 植栽
642 ツワブキ Farfugium japonicum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
643 ハキダメギク Galinsoga quadriradiata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
644 タチチチコグサ Gnaphalium calviceps ●
645 ガーベラ Gerbera  spp. ● ● 植栽
646 ハハコグサ Gnaphalium affine ● ● ● ● ● ● ● ●
647 チチコグサ Gnaphalium japonicum ● ● ● ●
648 セイタカハハコグサ Gnaphalium ｌuteoalbum ● ●
649 チチコグサモドキ Gnaphalium pensylvanicum ● ● ● ● ● ● ●
650 ウスベニチチコグサ Gnaphalium purpureum ●
651 ウラジロチチコグサ Gnaphalium spicatum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
652 ヒマワリ Helianthus annuus ● ● ● 植栽
653 ダンゴギク Helenium autumnale ● 植栽
654 キクイモ Helianthus tuberosus ● ● ● 逸出
655 ブタナ Hypochoeris radicata ●
656 ニガナ Ixeris dentata ●
657 イワニガナ Ixeris stolonifera ● ●
658 アキノノゲシ Lactuca indica  var. indica ● ●
659 ヤブタビラコ Lapsana humilis ●
660 リアトリス Liatris  spp. ● 植栽
661 カミツレ Matricaria chamomilla ● ● 植栽
662 フキ Petasites japonicus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
663 コウゾリナ Picris hieracioides  var. glabrescens ●
664 シュウブンソウ Rhynchospermum verticillatum ●
665 オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata ● ● ● 国外/総合対策_緊急/Ⅱ,Ⅳ 植栽
666 ノボロギク Senecio vulgaris ● ● ● ● ●
667 メナモミ Siegesbeckia orientalis  ssp. pubescens ●
668 セイタカアワダチソウ Solidago altissima ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅱ,Ⅳ
669 オニノゲシ Sonchus asper ● ● ● ● ● ●
670 ノゲシ Sonchus oleraceus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
671 ラムズイヤー Stachys byzantina ● 植栽
672 アカミタンポポ Taraxacum laevigatum ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ
673 セイヨウタンポポ Taraxacum officinale ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
674 カントウタンポポ Taraxacum platycarpum ●
675 バラモンジン Tragopogon porrifolius ● 植栽
676 アオオニタビラコ Youngia japonica  ssp.japonica ● ●
677 オオオナモミ Xanthium canadense ● 国外/総合対策_その他/Ⅰ、Ⅳ、Ⅴ

678 イガオナモミ Xanthium italicum ●
679 オニタビラコ Youngia japonica ● ●
680 ヒャクニチソウ Zinnia elegans ● 植栽
681 種子植物門 被子植物亜門 単子葉植物綱 ユリ ネギ Allium fistulosum ● ● ● 植栽
682 ノビル Allium grayi ● ● ● ● ● ● ●
683 アガパンサス Agapanthus  cvs. ● ● 植栽
684 ニラ Allium tuberosum ● ● ● ● ● ● ● 逸出
685 オランダキジカクシ Asparagus officinalis ● 植栽
686 ハラン Aspidistra elatior ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 逸出
687 アスパラガス Asparagus officinalis ● ● 植栽
688 スズラン Convallaria keiskei ● ● 植栽
689 ドイツスズラン Convallaria majaiis ● 植栽・逸出
690 ホウチャクソウ Disporum sessile ● ● ● ● ● ● ●
691 ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva  var. kwanso ● 植栽
692 トウギボウシ Hosta sieboldiana ●
693 コバギボウシ Hosta sieboldii  f. lancifolia ●
694 ヤマユリ Lilium auratum ● ● 植栽
695 シンテッポウユリ Lilium  × formolongi ● 国外/総合対策_その他/Ⅰ 植栽
696 タカサゴユリ Lilium fomosarum ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅰ 植栽
697 カノコユリ Lilium speciosum VU 植栽
698 ヤブラン Liriope muscari ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
699 フイリヤブラン Liriope muscari ’Variegata’ ● ● 植栽
700 ハタケニラ Nothoscordum gracil ● ● 逸出
701 ノシラン Ophiopogon jaburan ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
702 ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
703 ナガバジャノヒゲ Ophiopogon ohwii ● ● ● ● ● ● ● ●
704 オオバジャノヒゲ Ophiopogon planiscapus ● ●
705 ホソバオオアマナ Ornithogalum tenuifolium ● 植栽
706 キチジョウソウ Reineckea carnea ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
707 オモト Rohdea japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
708 ナギイカダ Ruscus aculeatum ● ● 逸出
709 サルトリイバラ Smilax china ● ● ●
710 シオデ Smilax riparia  var. ussuriensis ●
711 タイワンホトトギス Tricyrtis formosana CR 植栽
712 アロエ キダチアロエ Aloe arborescens ● ● ● ● ● 植栽
713 ヒガンバナ アマリリス Hippeastrum  x hybridum ● 植栽
714 ヒガンバナ Lycoris radiata ● ● ● ● 植栽
715 イトラン Yucca filamentosa ● 植栽・逸出
716 キミガヨラン Yucca recurvifolia ● 植栽
717 タマスダレ Zephyranthes candida ● ● ● ● 植栽
718 ヤマノイモ ナガイモ Dioscorea batatas ● ● ● ● ● 逸出
719 ヤマノイモ Dioscorea japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
720 ヒメドコロ Dioscorea tenuipes ●
721 オニドコロ Dioscorea tokoro ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
722 アヤメ ヒメヒオウギズイセン Crocosmia  x crocosmiiflora ● 植栽
723 ジャーマンアイリス Iris germanica ● 植栽
724 ヒメヒオウギ Freesia laxa ● 植栽
725 シャガ Iris japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽
726 キショウブ Iris pseudacorus ● 国外/総合対策_重点/Ⅱ,Ⅳ 植栽・逸出
727 ニワゼキショウ Sisyrinchium atlanticum ● ●
728 イグサ クサイ Juncus tenuis ● ● ● ●
729 スズメノヤリ Luzula capitata ●
730 ツユクサ ツユクサ Commelina communis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
731 ヤブミョウガ Pollia japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
732 ノハカタカラクサ Tradescantia fluminensis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅳ 植栽・逸出
733 ムラサキツユクサ Tradescantia ohiensis ● ● ● ● ● 逸出
734 ムラサキオモト Tradescantia spathacea ● 植栽・逸出
735 オオムラサキツユクサ Tradescantia virginiana ● 植栽・逸出
736 カンナ カンナ Canna generalis ● ● ● ● ● ● 植栽
737 ハナカンナ Canna  x generalis ● 植栽・逸出
738 イネ アオカモジグサ Agropyron racemiferum ● ● ● ● ● ● ●
739 カモジグサ Agropyron tsukushiense  var. transiens ● ● ● ● ● ● ●
740 ヌカボ Agrostis clavata  ssp. matsumurae ● ●
741 スズメノテッポウ Alopecurus aequalis ●
742 メリケンカルカヤ Andropogon virginicus ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ
743 ハルガヤ Anthoxanthum odoratum ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ
744 コブナグサ Arthraxon hispidus ●
745 カラスムギ Avena fatua ●
746 コバンソウ Briza maxima ● ● ● 植栽・逸出
747 ヒメコバンソウ Briza minor ● ● ●
748 イヌムギ Bromus catharticus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
749 ノガリヤス Calamagrostis arundinacea  var. brachytricha ●
750 ジュズダマ Coix lacryma-jobi ● 植栽・逸出
751 ギョウギシバ Cynodon dactylon ● ●
752 メヒシバ Digitaria ciliaris ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
753 コメヒシバ Digitaria radicosa ● ● ● ● ● ● ● ●
754 アキメヒシバ Digitaria violascens ● ●
755 イヌビエ Echinochloa crus-galli ● ● ● ●
756 ヒメイヌビエ Echinochloa crus-galli  var. praticola ● ● ● ●
757 オヒシバ Eleusine indica ● ● ● ● ● ● ● ●
758 カゼクサ Eragrostis ferruginea ● ● ● ● ●
759 ニワホコリ Eragrostis multicaulis ● ● ● ● ●
760 コスズメガヤ Eragrostis poaeoides ● ● ●
761 トボシガラ Festuca parvigluma ● ●
762 ヒロハノウシノケグサ Festuca pratensis ● 植栽・逸出
763 チガヤ Imperata cylindrica  var. koenigii ● ● ●
764 ネズミムギ Lolium multiflorum ● ● ● 国外/産業管理/Ⅳ
765 ササガヤ Microstegium japonicum ● ● ●
766 アシボソ Microstegium vimineum  var. polystachyum ●
767 オギ Miscanthus sacchariflorus ● ● ●
768 ススキ Miscanthus sinensis ● ● ● ● ● ● ● ● ●
769 コネズミガヤ Muhlenbergia schreberi ● ●
770 ケチヂミザサ Oplismenus undulatifolius ● ● ● ●
771 コチヂミザサ Oplismenus undulatifolius  var. japonicus ● ● ● ● ● ●
772 ヌカキビ Panicum bisulcatum ●
773 シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/Ⅳ
774 チカラシバ Pennisetum alopecuroides  f. purpurascens ● ●
775 ヨシ Phragmites australis ● ●
776 マダケ Phyllostachys bambusoides ● ● ● ● ● ● 国外/産業管理/Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ 植栽
777 ハチク Phyllostachys nigra  var. henonis ● 国外/産業管理/Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ 植栽
778 モウソウチク Phyllostachys pubescens ● ● ● ● 国外/産業管理/Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ 植栽
779 アズマネザサ Pleioblastus chino ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
780 シマダケ Pleioblastus fortunei ● 植栽
781 メダケ Pleioblastus simonii ● ●
782 スズメノカタビラ Poa annuaF787:F799 ● ● ● ●
783 ナガハグサ Poa pratensis ●
784 イチゴツナギ Poa sphondylodes ● ● ●
785 オオスズメノカタビラ Poa trivialis ● ●
786 ミヤコザサ Sasa nipponica ● 植栽
787 クマザサ Sasa veitchii ● ● ● 逸出
788 アズマザサ Sasaella ramosa DD NT
789 スズタケ Sasamorpha borealis ● ●
790 ナリヒラダケ Semiarundinaria fastuosa ● 植栽
791 アキノエノコログサ Setaria faberi ● ● ● ● ● ●
792 コツブキンエノコロ Setaria pallide-fusca ●
793 キンエノコロ Setaria pumilla ●
794 エノコログサ Setaria viridis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
795 ムラサキエノコロ Setaria viridis  f. misera ●
796 オカメザサ Shibataea kumasasa ● ● ● ● ● ● 植栽
797 トウチク Sinobambusa tootsik ● 植栽
798 ネズミノオ Sporobolus fertilis ●
799 シバ Zoysia japonica ● ● ● ● ● ● ● ●
800 コウシュンシバ Zoysia matrella ●
801 コウライシバ Zoysia tenuifolia ●
802 ヤシ シュロ Trachycarpus fortunei ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国内/総合対策_その他/Ⅰ,Ⅳ 逸出
803 サトイモ セキショウ Acorus gramineus ● ● ●
804 アリスガワゼキショウ Acorus gramineus  var. pusillus ● 植栽
805 クワズイモ Alocasia odora ● ● 植栽
806 ムサシアブミ Arisaema ringens ● ● 植栽
807 マムシグサ(広義) Arisaema serratum ●
808 サトイモ Colocasia esculenta ● ● 植栽
809 カラスビシャク Pinellia ternata ● ● ●
810 オオハンゲ Pinellia tripartita ●
811 カヤツリグサ エナシヒゴクサ Carex aphanolepis ● ●
812 アオスゲ Carex breviculmis ● ●
813 マスクサ Carex gibba ● ● ● ● ● ● ●
814 ジュズスゲ Carex ischnostachya ●
815 ナキリスゲ Carex lenta ● ● ● ● ● ●
816 ヤブスゲ Carex rochebrunii ●

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

都立砧公園
NO. 分類群 科名 和名 学名

生態系被害防止
外来種リスト

備考
等々力渓谷公園

給田四丁目緑地と
その周辺

烏山川緑道
大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその

注目される種 特定外
来生物
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春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
817 チャガヤツリ Cyperus amuricus ● ●
818 コゴメガヤツリ Cyperus iria ● ● ●
819 カヤツリグサ Cyperus microiria ● ● ● ● ●
820 ハマスゲ Cyperus rotundus ●
821 ショウガ ミョウガ Zingiber mioga ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 植栽・逸出
822 ラン シラン Bletilla striata NT 植栽
823 エビネ Calanthe discolor NT CR NT 植栽
824 サイハイラン Cremastra appendiculata ● ●

注1. 分類、配列等は、原則として「植物目録1987」（昭和62年、環境庁）に準拠した。
注2. 注目される種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種
3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種
　CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧
4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種
　EX：絶滅、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、DD：情報不足
4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種
　CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」
　国外：国外由来の外来種
　総合対策：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）
　総合対策_緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策
　総合対策_重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策
　総合対策_重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策
　産業管理：適切な管理が必要な産業上重要な外来種(産業管理外来種)
　Ⅰ．(選定理由)生態系被害のうち交雑が確認されている、またはその可能性が高い。
　Ⅱ．(選定理由)生物多様性の保全上重要な地域で問題になっている、またはその可能性が高い。
　Ⅲ．(選定理由)人体に重篤な被害を引き起こす、又はその可能性が高い。
　Ⅳ．(選定理由)生態系被害のうち競合または改変の影響が大きく、かつ分布拡大・拡散の可能性も高い。
　Ⅴ．(選定理由)生態系被害のほか、人体や経済・産業へ幅広く被害を与えており、かつ分布拡大・拡散の可能性もある。

重要種保護の観点から重要種は非掲載
重要種保護の観点から重要種は非掲載

都立砧公園
NO. 分類群 科名 和名 学名

生態系被害防止
外来種リスト

備考

合計 - 138科 824種 0種 0種 13種 10種

等々力渓谷公園
給田四丁目緑地と

その周辺
烏山川緑道

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその

注目される種 特定外
来生物

14種 0種 3種 54種 -

 

 

2.哺乳類確認種リスト 

春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
1 モグラ モグラ アズマモグラ Mogera imaizumii 留
2 ネコ イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides ● ● ● ●
3 アライグマ アライグマ Procyon lotor ● ● ● 国外/総合対策_緊急/Ⅰ,Ⅱ

4 ジャコウネコ ハクビシン Paguma larvata ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅲ

5 ネズミ ネズミ ドブネズミ Rattus norvegicus ● 国外/総合対策_重点/Ⅰ,Ⅲ

注1. 種名・配列等は、「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」(環境省、2002）に準拠した。

注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種

3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種

4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種

　留：留意種

4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種

5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準

「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」

　国外：国外由来の外来種

　総合対策_緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種

　総合対策_重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種

　Ⅰ：(選定理由)生態系被害が大きいもの。
　Ⅱ：(選定理由)生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高い。
　Ⅲ：(選定理由)生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。

重要種保護の観点から重要種は非掲載

0種 1種 3種

生態系被害防止
外来種リスト

合計 3目 5科 5種 0種 0種 0種 1種 0種

等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周

重要種 特定外来
生物

都立砧公園
No 目名 科名 種名 学名

 

 

3.爬虫類確認種リスト 

春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
1 有鱗 ヤモリ ニホンヤモリ Gekko japonicus VU NT
2 トカゲ ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus CR+EN VU

3 カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides CR+EN VU

4 ナミヘビ アオダイショウ Elaphe climacophora NT NT
5 ヒバカリ Hebius vibakari VU VU

注1. 種名・配列等は、「日本産爬虫両生類標準和名」(日本爬虫類両生類学会、2020）に準拠した。
注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物

2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種

3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種

4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種

　CR+EN：絶滅危惧I類、 VU：絶滅危惧II類、 NT：準絶滅危惧

4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種

　VU：絶滅危惧II類、 NT：準絶滅危惧

5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準

「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載
重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

0種 0種 0種

生態系被害防止
外来種リスト

合計 1目 4科 5種 0種 0種 0種 5種 5種

等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周

重要種 特定外来
生物

都立砧公園
No 目名 科名 種名 学名

 
 

4.両生類確認種リスト 

春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
1 無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus VU NT

注1. 種名・配列等は、「日本産爬虫両生類標準和名」(日本爬虫類両生類学会、2020）に準拠した。

注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物

2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種

3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種

4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種

　VU：絶滅危惧II類

4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種

　NT：準絶滅危惧

5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準

「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」

重要種保護の観点から重要種は非掲載

0種 0種 0種

生態系被害防止
外来種リスト

合計 1目 1科 1種 0種 0種 0種 1種 1種

等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周

重要種 特定外来
生物

都立砧公園
No 目名 科名 種名 学名
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5.鳥類確認種リスト 

繁殖期 越冬期 繁殖期 越冬期 繁殖期 越冬期 繁殖期 越冬期 繁殖期 越冬期 1 2 3 4-1 4-2 5

1 カモ カモ カルガモ Anas zonorhyncha ● ● ●

2 ハト ハト カワラバト Columba livia ● ● ● ● ●

3 キジバト Streptopelia orientalis ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4 カツオドリ ウ カワウ Phalacrocorax carbo ● ●

5 ペリカン サギ アオサギ Ardea cinerea ●

6 ダイサギ Ardea alba NT

7 アマツバメ アマツバメ ヒメアマツバメ Apus nipalensis VU NT

8 タカ タカ トビ Milvus migrans NT NT

9 ツミ Accipiter gularis EN VU

10 オオタカ Accipiter gentilis NT EN VU

11 ブッポウソウ カワセミ カワセミ Alcedo atthis VU NT

12 キツツキ キツツキ コゲラ Dendrocopos kizuki ● ● ● ● ●

13 アオゲラ Picus awokera EN NT

14 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ Falco tinnunculus EN VU

15 インコ インコ ホンセイインコ Psittacula krameri ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_その他/I

16 スズメ モズ モズ Lanius bucephalus CR NT

17 カラス オナガ Cyanopica cyanus NT NT

18 ハシボソガラス Corvus corone ● ● ● ● ● ● ● ●

19 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ● ● ● ● ● ● ● ●

20 シジュウカラ ヤマガラ Poecile varius VU

21 シジュウカラ Parus minor ● ● ● ● ● ● ● ● ●

22 ツバメ ツバメ Hirundo rustica ● ● ● ●

23 ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

24 ウグイス ウグイス Cettia diphone 留

25 エナガ エナガ Aegithalos caudatus ● ● ● ● ●

26 メジロ メジロ Zosterops japonicus ● ● ● ● ● ● ● ● ●

27 ムクドリ ムクドリ Spodiopsar cineraceus ● ● ● ● ● ● ●
28 ヒタキ シロハラ Turdus pallidus ● ●
29 ツグミ Turdus naumanni ● ●
30 ジョウビタキ Phoenicurus auroreus ●
31 スズメ スズメ Passer montanus ● ● ● ● ● ● ● ●
32 セキレイ キセキレイ Motacilla cinerea ●
33 ハクセキレイ Motacilla alba ● ● ● ●
34 アトリ アトリ Fringilla montifringilla ●
35 カワラヒワ Chloris sinica ● ● ● ●

36 シメ Coccothraustes coccothraustes ●

37 ホオジロ ホオジロ Emberiza cioides ● EN NT
38 アオジ Emberiza spodocephala ● ●

注1.分類、配列等は、原則として「日本鳥類目録改定第7版」（平成24年、日本鳥学会）に準拠した。

注2.重要種選定基準
1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種

3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種

NT:準絶滅危惧

4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種

EN:絶滅危惧IB類､VU:絶滅危惧II類、NT:準絶滅危惧

4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種

VU:絶滅危惧II類､NT:準絶滅危惧､留:留意種
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3.特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4.生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」
　国外：国外由来の外来種
　総合対策_その他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種
　Ⅰ：(選定理由)生態系被害が大きいもの。

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

0種 0種 1種

生態系被害防止
外来種リスト

計 11目 24科 38種 0種 0種 1種 12種 11種

等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周辺

重要種 特定外
来生物

都立砧公園
No 目名 科名 種名 学名

 

（調査方法別） 

ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 ライン 任意 1 2 3 4-1 4-2 5
1 カモ カモ カルガモ Anas zonorhyncha 1 ● 1 ●

2 ハト ハト カワラバト Columba livia ● ● 1 ● ● ●

3 キジバト Streptopelia orientalis ● 17 ● 1 ● 11 11 ● 2 ● 1

4 カツオドリ ウ カワウ Phalacrocorax carbo ● 1

5 ペリカン サギ アオサギ Ardea cinerea ●

6 ダイサギ Ardea alba NT

7 アマツバメ アマツバメ ヒメアマツバメ Apus nipalensis VU NT

8 タカ タカ トビ Milvus migrans NT NT

9 ツミ Accipiter gularis EN VU

10 オオタカ Accipiter gentilis NT EN VU

11 ブッポウソウ カワセミ カワセミ Alcedo atthis VU NT

12 キツツキ キツツキ コゲラ Dendrocopos kizuki 4 5 ● ● 3 ●

13 アオゲラ Picus awokera EN NT

14 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ Falco tinnunculus EN VU

15 インコ インコ ホンセイインコ Psittacula krameri 21 ● 1 ● 4 1 ● ● 4 1 ● 1 国外/総合対策_その他/I

16 スズメ モズ モズ Lanius bucephalus CR NT

17 カラス オナガ Cyanopica cyanus NT NT

18 ハシボソガラス Corvus corone 13 1 ● ● 3 ● 1 ● 1 1

19 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 13 ● 8 3 2 3 ● 1 ● 3 3 ●

20 シジュウカラ ヤマガラ Poecile varius VU

21 シジュウカラ Parus minor 10 ● 6 ● 8 ● 7 ● 6 ● 3 ● 5 ● 7 1 ●

22 ツバメ ツバメ Hirundo rustica 2 ● ● 3 ● 3

23 ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 5 ● 10 ● 3 11 2 ● 8 ● 4 ● 10 1 11 ●

24 ウグイス ウグイス Cettia diphone 留

25 エナガ エナガ Aegithalos caudatus 2 ● 4 3 ●

26 メジロ メジロ Zosterops japonicus 7 8 ● 2 13 ● ● 9 9 ● 5 ● 5 ●

27 ムクドリ ムクドリ Spodiopsar cineraceus 1 ● ● 2 ● ● 9 ● 5 ● ●
28 ヒタキ シロハラ Turdus pallidus 2 1
29 ツグミ Turdus naumanni ● ●
30 ジョウビタキ Phoenicurus auroreus 1
31 スズメ スズメ Passer montanus ● ● 11 ● 1 ● 16 ● 2 14 ● 25 ●
32 セキレイ キセキレイ Motacilla cinerea 1
33 ハクセキレイ Motacilla alba 1 1 ● ● 1
34 アトリ アトリ Fringilla montifringilla ●
35 カワラヒワ Chloris sinica 2 1 ● ● 1

36 シメ Coccothraustes coccothraustes 1

37 ホオジロ ホオジロ Emberiza cioides 1 EN NT
38 アオジ Emberiza spodocephala 1 1
計 11目 24科 0種 0種 1種 12種 11種 0種 0種 1種
注. 分類、配列等は、原則として「日本鳥類目録改定第7版」（平成24年、日本鳥学会）に準拠した。

注2.重要種選定基準
1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種

3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種

NT:準絶滅危惧

4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種

EN:絶滅危惧IB類､VU:絶滅危惧II類、NT:準絶滅危惧

4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種

VU:絶滅危惧II類､NT:準絶滅危惧､留:留意種
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3.特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4.生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」
　国外：国外由来の外来種
　総合対策_その他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種
　Ⅰ：(選定理由)生態系被害が大きいもの。

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

38種

生態系被害防止
外来種リスト

繁殖期 越冬期 繁殖期 越冬期 繁殖期 越冬期 繁殖期 越冬期 繁殖期

等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周辺 重要種

特定外
来生物

越冬期
No 目名 科名 種名 学名

都立砧公園
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6.昆虫類確認種リスト 

春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
1 トンボ イトトンボ ホソミイトトンボ Aciagrion migratum ●
2 アジアイトトンボ Ischnura asiatica ●
3 モノサシトンボ モノサシトンボ Copera annulata NT NT
4 アオイトトンボ オオアオイトトンボ Lestes temporalis ● ● ● ●
5 カワトンボ ハグロトンボ Calopteryx atrata VU
6 ヤンマ ギンヤンマ Anax parthenope julius ●
7 オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii ● ● ●
8 トンボ シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ● ● ● ● ● ● ●
9 オオシオカラトンボ Orthetrum triangulare melania ● ● ● ● ● ●
10 ウスバキトンボ Pantala flavescens ● ● ● ● ●

11 コノシメトンボ Sympetrum baccha matutinum ●

12 ナツアカネ Sympetrum darwinianum ●
13 マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum EN NT
14 カワゲラ オナシカワゲラ Nemoura属 Nemoura  sp. ●

15 ゴキブリ チャバネゴキブリ モリチャバネゴキブリ Blattella nipponica ● ●

16 カマキリ カマキリ ハラビロカマキリ Hierodula patellifera ● ● ● ● ●
17 オオカマキリ Tenodera aridifolia ● ● ● ● ●
18 バッタ キリギリス ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica ●
19 クビキリギス Euconocephalus varius ● ● ● ●
20 ハヤシノウマオイ Hexacentrus hareyamai ●
21 ツユムシ サトクダマキモドキ Holochlora japonica ●
22 ツユムシ Phaneroptera falcata ●
23 ヒメクダマキモドキ Phaulula macilenta ●
24 コオロギ モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ●
25 エンマコオロギ Teleogryllus emma ● ●
- コオロギ科 Gryllidae gen. sp. ● ●
26 マツムシ アオマツムシ Truljaria hibinonis ● ●
27 カネタタキ カネタタキ Ornebius kanetataki ● ● ● ●
28 ノミバッタ ノミバッタ Xya japonica ● ●
29 ヒシバッタ ハラヒシバッタ Tetrix japonica ● ●
30 オンブバッタ オンブバッタ Atractomorpha lata ● ● ●
31 バッタ ハネナガイナゴ Oxya japonica ●
32 ショウリョウバッタ Acrida cinerea ● ● ● ● ●
33 イボバッタ Trilophidia japonica ● ● ● ● ●
34 ナナフシ ナナフシ ナナフシモドキ Baculum irregulariterdentatum ● ●
35 ハサミムシ ハサミムシ ヒゲジロハサミムシ Anisolabella marginalis ● ● ● ● ●
36 ハマベハサミムシ Anisolabis maritima ●
37 コバネハサミムシ Euborellia annulata ●
38 カメムシ ウンカ Stenocranus属 Stenocranus  sp. ●
39 テラウチウンカ Terauchiana singularis ● ●
40 コブウンカ Tropidocephala brunneipennis ●
41 ゴマフウンカ Phyllodinus nigropunctatus ●
42 ハネナガウンカ アカハネナガウンカ Diostrombus politus ●
43 テングスケバ テングスケバ Dictyophara patruelis ●
44 グンバイウンカ ミドリグンバイウンカ Kallitaxila sinica ● ● ● ● ● ●
45 マルウンカ カタビロクサビウンカ Issus harimensis ●
46 アオバハゴロモ アオバハゴロモ Geisha distinctissima ● ● ● ● ●
47 ハゴロモ ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ● ●
48 アミガサハゴロモ Pochazia albomaculata ● ●
49 セミ アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata ● ● ● ● ● ● ● ●
50 ツクツクボウシ Meimuna opalifera ● ● ● ●
51 ミンミンゼミ Oncotympana maculaticollis ● ● ● ● ● ● ●
52 ニイニイゼミ Platypleura kaempferi ● ● ● ● ●
53 ヒグラシ Tanna japonensis japonensis ● ●
54 アワフキムシ マルアワフキ Lepyronia coleoptrata ●
55 ヨコバイ コミミズク Ledropsis discolor ● ●
56 クロヒラタヨコバイ Penthimia nitida ●
57 クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans ●
58 クロスジホソサジヨコバイ Sophonia orientalis ● ● ●
59 Pagaronia属 Pagaronia  sp. ● ● ●
60 ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea ● ● ● ● ● ● ●
61 オオヨコバイ Cicadella viridis ●
62 ベニヒメヨコバイ Dayus takagii ●
63 ミスジトガリヨコバイ Japananus hyalinus ● ●
64 ヒトツメヨコバイ Phlogotettix cyclops ●
65 クロミャクイチモンジヨコバイ Exitianus fusconervosus ●
- ヨコバイ科 Deltocephalidae gen. sp. ● ●
66 キジラミ クワキジラミ Anomoneura mori ● ●
67 アブラムシ エゴノネコアシアブラムシ Ceratovacuna nekoashi ●
68 アメンボ オオアメンボ Aquarius elongatus EN NT
69 アメンボ Aquarius paludum paludum ● ● ● ●
70 ヒメアメンボ Gerris (Gerris ) latiabdominis ● ●
71 カスミカメムシ クスベニヒラタカスミカメ Mansoniella cinnamomi ● ● ●
72 ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis ● ● ●
73 ヨツボシカスミカメ Bertsa lankana ● ●
74 ヒメセダカカスミカメ Charagochilus angusticollis ● ●
75 メンガタカスミカメ Eurystylus coelestialium ● ● ●
76 ハギメンガタカスミカメ Eurystylus luteus ●
77 アカミャクカスミカメ Stenodema (Stenodema ) rubrinervis ●
78 アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus ●
79 ウスモンミドリカスミカメ Taylorilygus apicalis ● ● ● ●
80 イネホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium ● ● ●
81 マキバサシガメ ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus ● ●
82 グンバイムシ ヘクソカズラグンバイ Dulinius conchatus ●
83 アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ● ● ● ● ●
84 サシガメ ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni ● ●
85 アカサシガメ Cydnocoris russatus ● ● ● ●
86 ヒゲナガサシガメ Endochus stalianus ●
87 シマサシガメ Sphedanolestes impressicollis ● ●
88 ヤニサシガメ Velinus nodipes ●
89 イトカメムシ イトカメムシ Yemma exilis ● ● ●
90 ナガカメムシ ヒメジュウジナガカメムシ Tropidothorax belogolowi ● ●
91 エチゴヒメナガカメムシ Nysius expressus ●
92 ヒメナガカメムシ Nysius plebejus ● ● ● ● ● ● ● ●
93 ツマベニヒメナガカメムシ Nysius scolopax ●
94 ムラサキナガカメムシ Pylorgus colon ●
95 ホソコバネナガカメムシ Macropes obnubilus ●
96 オオメカメムシ Piocoris varius ●
97 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ● ● ● ● ● ●
98 クロスジヒゲナガカメムシ Pachygrontha similis ● ● ● ●
99 サビヒョウタンナガカメムシ Horridipamera inconspicua ● ●
100 オオモンシロナガカメムシ Metochus abbreviatus ● ● ●
101 オオチャイロナガカメムシ Neolethaeus assamensis ●
102 シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus ●
103 ヨツボシヒョウタンナガカメムシ Paraeucosmetus pallicornis ● ● ● ● ● ●
104 キベリヒョウタンナガカメムシ Paraparomius lateralis ● ●
105 メダカナガカメムシ メダカナガカメムシ Chauliops fallax ● ● ●
106 ホシカメムシ フタモンホシカメムシ Pyrrhocoris sibiricus ●
107 クロホシカメムシ Pyrrhocoris sinuaticollis ●
108 オオホシカメムシ ヒメホシカメムシ Physopelta cincticollis ● ● ●
109 オオホシカメムシ Physopelta gutta ● ● ● ●
110 ホソヘリカメムシ クモヘリカメムシ Leptocorisa chinensis ● ● ● ●
111 ニセヒメクモヘリカメムシ Paraplesius vulgaris ● ● ●
112 ホソヘリカメムシ Riptortus clavatus ● ● ●
113 ヘリカメムシ ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus ● ● ● ●
114 ホソハリカメムシ Cletus punctiger ● ● ● ● ● ●
115 ハリカメムシ Cletus rusticus ●
116 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ● ● ● ●
117 ツマキヘリカメムシ Hygia (Hygia ) opaca ● ● ●
118 ミナミトゲヘリカメムシ Paradasynus spinosus ● ●
119 ヒメヘリカメムシ スカシヒメヘリカメムシ Liorhyssus hyalinus ● ●
120 アカヒメヘリカメムシ Rhopalus (Aeschynteles ) maculatus ● ● ●
121 ブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus punctatonervosus ● ● ●
122 クヌギカメムシ ヘラクヌギカメムシ Urostylis annulicornis ●
123 マルカメムシ マルカメムシ Megacopta punctatissima ● ● ● ●
124 ツチカメムシ ヨコヅナツチカメムシ Adrisa magna ●
125 マルツチカメムシ Aethus nigritus ●
126 ヒメツチカメムシ Geotomus pygmaeus ●
127 ツチカメムシ Macroscytus japonensis ● ● ● ● ● ●
- Macroscytus属 Macroscytus  sp. ●

128 キンカメムシ アカスジキンカメムシ Poecilocoris lewisi ●
129 カメムシ アカスジカメムシ Graphosoma rubrolineatum ●
130 ウズラカメムシ Aelia fieberi ● ● ● ●
131 ウシカメムシ Alcimocoris japonensis ●
132 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ●
133 キマダラカメムシ Erthesina fullo ● ● ● ● ● ● ●
134 ナガメ Eurydema rugosa ●
135 トゲシラホシカメムシ Eysarcoris aeneus ●
136 マルシラホシカメムシ Eysarcoris guttiger ●
137 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis ● ● ● ●
138 クサギカメムシ Halyomorpha picus ● ● ●
139 ミナミアオカメムシ Nezara viridula ●
140 チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali ● ● ● ●
141 ツノカメムシ セアカツノカメムシ Acanthosoma denticauda ●
142 アミメカゲロウ クサカゲロウ ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa pallens ● ● ●
143 ヤマトクサカゲロウ Chrysoperla carnea ● ● ● ● ●
144 カオマダラクサカゲロウ Mallada boninensis ●
145 コウチュウ ハンミョウ トウキョウヒメハンミョウ Cicindela kaleea yedoensis ● ●
146 オサムシ メダカチビカワゴミムシ Asaphidion semilucidum ●
147 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ● ● ●
148 マルガタゴミムシ Amara chalcites ● ●
149 ニセマルガタゴミムシ Amara congrua ●
150 ハコダテゴモクムシ Harpalus discrepans ●
151 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus ● ●
152 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ● ●
153 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus ● ● ● ●
154 マルヒメゴモクムシ Bradycellus fimbriatus ●
155 コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis ● ● ●
156 エンマムシ コエンマムシ Margarinotus (Grammostethus ) niponicus ●
157 シデムシ オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica ● ● ●
158 ハネカクシ コバネアシベセスジハネカクシ Anotylus amicus ●
159 Stenus属 Stenus  sp. ●
160 ニセメダカハネカクシ Stenaesthetus sunioides ●
161 クロサビイロマルズオオハネカクシ Ocypus lewisius ● ●
162 Philonthus属 Philonthus  sp. ● ●
163 アカバトガリオオズハネカクシ Platydracus brevicornis ●
- ハネカクシ科 Staphylinidae gen. sp. ●

164 クワガタムシ コクワガタ Dorcus rectus rectus ● ● ● ●
165 ヒラタクワガタ Dorcus titanus pilifer VU NT
166 ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus ● ●
167 センチコガネ ムネアカセンチコガネ Bolbocerosoma nigroplagiatum ●
168 センチコガネ Geotrupes laevistriatus ● ●
169 コガネムシ コブマルエンマコガネ Onthophagus atripennis atripennis ● ●
170 コケシマグソコガネ Rhyssemus samurai ●
171 ナガチャコガネ Heptophylla picea ● ● ●
172 オオクロコガネ Holotrichia parallela ●
173 オオコフキコガネ Melolontha frater frater ●
174 コフキコガネ Melolontha japonica ● ●
175 アカビロウドコガネ Maladera castanea ●
176 ビロウドコガネ Maladera japonica japonica ●
177 アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa ● ● ● ● ● ● ●
178 セマダラコガネ Blitopertha orientalis ● ● ●
179 ウスチャコガネ Phyllopertha diversa ●
180 マメコガネ Popillia japonica ● ● ●
181 ヒラタハナムグリ Nipponovalgus angusticollis angusticollis ● ● ●
182 ヒメトラハナムグリ Lasiotrichius succinctus ● ●
183 コアオハナムグリ Oxycetonia jucunda ● ● ●
184 シラホシハナムグリ Protaetia brevitarsis brevitarsis ● ● ● ● ● ● ●
185 シロテンハナムグリ Protaetia orientalis submarumorea ● ● ● ● ● ●
186 カナブン Rhomborrhina japonica ● ● ●
187 クロカナブン Rhomborrhina polita ●
188 カブトムシ Allomyrina dichotoma septentrionalis ● ● ● ● ● ● ●
189 マルトゲムシ ドウガネツヤマルトゲムシ Lamprobyrrhulus hayashii ●

生態系被害防止外来種リスト
注目される種 特定外

来生物
No. 目名 科名 種名 学名

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周辺

都立砧公園 等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載
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春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
190 ヒラタドロムシ クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis ●
191 タマムシ ヒメヒラタタマムシ Anthaxia proteus ● ●
192 ヤマトタマムシ Chrysochroa fulgidissima fulgidissima VU NT
193 ソーンダースチビタマムシ Trachys saundersi ●
194 コメツキムシ ヒゲコメツキ Pectocera fortunei ●
195 シロオビチビサビキコリ Adelocera difficilis ●
196 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ● ● ● ● ● ● ● ● ●
197 アカヒゲヒラタコメツキ Neopristilophus serrifer serrifer ● ●
198 コガタクシコメツキ Melanotus erythropygus ●
199 クシコメツキ Melanotus legatus legatus ● ● ●
200 クロクシコメツキ Melanotus senilis senilis ● ●
201 クロコハナコメツキ Paracardiophorus opacus ●
202 オオハナコメツキ Platynychus nothus nothus ●
203 ホタル ムネクリイロボタル Cyphonocerus ruficollis ● ●
204 ジョウカイボン オカベセボシジョウカイ Lycocerus okabei okabei ● ● ● ●
205 カツオブシムシ ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci ● ● ●
206 ジョウカイモドキ ヒロオビジョウカイモドキ Laius historio ●
207 ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus ●
208 ケシキスイ クリイロデオキスイ Carpophilus marginellus ●
209 モンチビヒラタケシキスイ Haptoncus ocularis ● ● ●
210 アカマダラケシキスイ Lasiodactylus pictus ●
211 セスジカクケシキスイ Pocadites oviformis ●
212 ヨツボシケシキスイ Librodor japonicus ● ●
213 オオキスイムシ ヨツボシオオキスイ Helota gemmata ● ●
214 オオキノコムシ ルリオオキノコ Aulacochilus sibiricus ●
215 セモンホソオオキノコ Dacne picta ●
216 ヒメオビオオキノコ Episcapha fortunei ●
217 テントウムシ クロヘリヒメテントウ Scymnus (Neopullus ) hoffmanni ●
218 カワムラヒメテントウ Scymnus (Pullus ) kawamurai ● ●
219 コクロヒメテントウ Scymnus (Pullus ) posticalis ● ●
220 ヒメアカホシテントウ Chilocorus kuwanae ● ●
221 モンクチビルテントウ Platynaspidius maculosus ● ● ● ● ● ● ● ● ●
222 ベダリアテントウ Rodolia cardinalis ●
223 ウンモンテントウ Anatis halonis ●
224 シロジュウシホシテントウ Calvia (Anisocadvia ) quatuordecimguttata ●
225 ムーアシロホシテントウ Calvia (Eocaria ) muiri ● ● ● ● ● ● ●
226 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ● ● ● ● ●
227 ナミテントウ Harmonia axyridis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
228 キイロテントウ Illeis koebelei koebelei ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
229 ダンダラテントウ Menochilus sexmaculatus ● ● ● ● ● ●
230 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ● ● ● ● ● ● ●
231 クモガタテントウ Psyllobora vigintimaculata ● ● ●
232 ムネアカオオクロテントウ Synona consanguinea ●
233 トホシテントウ Epilachna admirabilis ● ●
234 ニジュウヤホシテントウ Epilachna vigintioctopunctata ● ● ● ● ●
235 ハナノミ トゲナシヒメハナノミ Mordellina atrofusca ●
236 クロヒメハナノミ Mordellistena comes ●
237 カミキリモドキ シリナガカミキリモドキ Xanthochroa caudata ●
238 アオカミキリモドキ Xanthochroa waterhousei ●
239 アリモドキ ケオビアリモドキ Anthelephila cribriceps ●
240 ホソクビアリモドキ Formicomus braminus coiffaiti ● ●
241 ハナノミダマシ クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli ● ●
242 ハムシダマシ エチゴキバネハムシダマシ Lagria nigricollis ● ●
243 アラメヒゲブトゴミムシダマシ Luprops cribrifrons ●
244 ヒゲブトゴミムシダマシ Luprops orientalis ● ●
245 クチキムシ ナミクチキムシ Upinella melanaria ●
246 ゴミムシダマシ コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum ●
247 ムネビロスナゴミムシダマシ Gonocephalum japanum japanum ●
248 フトナガニジゴミムシダマシ Ceropria laticollis ●
249 モトヨツコブエグリゴミムシダマシ Uloma bonzica ●
250 マルセルエグリゴミムシダマシ Uloma marseuli marseuli ●
251 ルリゴミムシダマシ Encyalesthus violaceipennis ● ●
252 セスジナガキマワリ Strongylium cultellatum ●
253 カミキリムシ アカハナカミキリ Corymbia succedanea ●
254 キイロトラカミキリ Grammographus notabilis ●
255 ヒメクロトラカミキリ Rhaphuma diminuta diminuta ●
256 ナガゴマフカミキリ Mesosa longipennis ● ●
257 アトジロサビカミキリ Pterolophia zonata ●
258 ルリカミキリ Bacchisa fortunei japonica ●
259 ラミーカミキリ Paraglenea fortunei ●
260 ハムシ アズキマメゾウムシ Callosobruchus chinensis ●
261 キベリクビボソハムシ Lema adamsii ●
262 キバラルリクビボソハムシ Lema concinnipennis ● ● ●
263 ヤマイモハムシ Lema honorata ● ● ●
264 キイロクビナガハムシ Lilioceris rugata ●
265 キボシツツハムシ Cryptocephalus perelegans ● ●
266 イモサルハムシ Colasposoma dauricum ● ●
267 マダラアラゲサルハムシ Demotina fasciculata ●
268 アオガネヒメサルハムシ Nodina chalcosoma ● ● ●
269 ドウガネサルハムシ Scelodonta lewisii ● ● ● ● ● ● ● ●
270 コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea ●
271 ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi ●
272 ウリハムシ Aulacophora femoralis ●
273 クロウリハムシ Aulacophora nigripennis ● ● ● ● ● ● ● ●
274 クワハムシ Fleutiauxia armata ●
275 イタドリハムシ Gallerucida bifasciata ●
276 アトボシハムシ Paridea angulicollis ●
277 ニレハムシ Pyrrhalta maculicollis ● ● ● ● ● ●
278 ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis ●
279 Altica属 Altica  sp. ●
280 テントウノミハムシ Argopistes biplagiatus ● ●
281 ヒメドウガネトビハムシ Chaetocnema concinnicollis ●

282 オオバコトビハムシ Longitarsus scutellaris ●

283 ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea ● ●
284 キスジノミハムシ Phyllotreta striolata ●
285 ナトビハムシ Psylliodes punctifrons ● ●
286 ダイコンナガスネトビハムシ Psylliodes subrugosa ●
287 ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera quadrimaculata ●
288 オトシブミ カシルリオトシブミ Euops (Synaptops ) splendidus ●
289 ゾウムシ コカシワクチブトゾウムシ Macrocorynus griseoides ●
290 カシワクチブトゾウムシ Myllocerus griseus ● ●
291 スグリゾウムシ Pseudocneorhinus bifasciatus ● ● ● ● ● ● ● ●
292 サビヒョウタンゾウムシ Scepticus griseus ●
293 コフキゾウムシ Eugnathus distinctus ● ● ● ●
294 ケチビコフキゾウムシ Sitona hispidulus ● ● ●
295 ニレノミゾウムシ Rhynchaenus (Orchestes ) mutabilis ●
296 アカアシノミゾウムシ Rhynchaenus (Orchestes ) sanguinipes ●
- Rhynchaenus属 Rhynchaenus  sp. ●

297 キクイムシ クリノミキクイムシ Poecilips cardamomi ●
298 ドングリキクイムシ Poecilips graniceps ●
299 ハチ ミフシハバチ ニレチュウレンジ Arge captiva ●
300 ニホンチュウレンジ Arge nipponensis ●
301 ルリチュウレンジ Arge similis ● ● ● ● ● ●
302 ハバチ ハグロハバチ Allantus luctifer ●
303 セグロカブラハバチ Athalia infumata ● ●
304 イヌノフグリハバチ Athalia kashmirensis ●
305 コマユバチ Ascogaster属 Ascogaster  sp. ● ●
306 ヒメバチ Enicospilus属 Enicospilus  sp. ●
- ヒメバチ科 Ichneumonidae gen. sp. ●

307 アシブトコバチ アシアカツヤアシブトコバチ Antrocephalus apicalis apicalis ●
308 コツチバチ アカハコツチバチ Tiphia (Tiphia ) rufomandibulata rufomandibulata ●
- Tiphia属 Tiphia  sp. ●

309 ツチバチ コモンツチバチ Scolia (Discolia ) decorata ventralis ● ● ●
310 キオビツチバチ Scolia (Discolia ) oculata ● ●
311 ヒメハラナガツチバチ Campsomeriella (Annulimeris ) annulata annulata ● ● ● ●
312 オオハラナガツチバチ Megacampsomeris grossa matsumurai ● ●
313 キンケハラナガツチバチ Megacampsomeris prismatica ● ●
314 アリ オオハリアリ Brachyponera chinensis ● ● ●
315 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster ) matsumurai ● ● ● ● ●
316 テラニシシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster ) teranishii ● ●
317 キイロシリアゲアリ Crematogaster (Orthocrema ) osakensis ● ● ● ● ● ● ● ● ●
- Crematogaster属 Crematogaster  sp. ●

318 クロナガアリ Messor aciculatus ● ●
319 ヒメアリ Monomorium intrudens ● ● ●
320 ハラクシケアリ Myrmica ruginodis (s. l.) ●
321 アズマオオズアリ Pheidole fervida ● ● ● ● ● ●
322 アミメアリ Pristomyrmex pungens ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
323 ウロコアリ Strumigenys lewisi ●
324 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ● ● ● ● ● ● ● ● ●
325 クロオオアリ Camponotus (Camponotus ) japonicus ● ● ● ● ● ●
326 ウメマツオオアリ Camponotus (Myrmamblys ) vitiosus ●
327 ヨツボシオオアリ Camponotus (Myrmentoma ) quadrinotatus ●
328 ハヤシクロヤマアリ Formica (Serviformica ) hayashi ● ●
329 クロヤマアリ Formica (Serviformica ) japonica (s. l.) ● ● ● ● ● ● ●
330 ヒラアシクサアリ Lasius (Dendrolasius ) spathepus ●
331 トビイロケアリ Lasius (Lasius ) japonicus ● ● ● ● ● ● ● ●
332 アメイロアリ Paratrechina flavipes ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
333 サクラアリ Paratrechina sakurae ● ●
- アリ科 Formicidae gen. sp. ●

334 ドロバチ オオフタオビドロバチ Anterhynchium flavomarginatum micado ●
335 オオカバフドロバチ Orancistrocerus drewseni ●
336 スズバチ Oreumenes decoratus ● ● ●
337 スズメバチ セグロアシナガバチ Polistes jokahamae jokahamae ● ● ● ● ● ●
338 キボシアシナガバチ Polistes nipponensis ●
339 キアシナガバチ Polistes rothneyi iwatai ●
340 コアシナガバチ Polistes snelleni ● ●
341 コガタスズメバチ Vespa analis insularis ● ● ● ● ● ● ● ●
342 モンスズメバチ Vespa crabro flavofasciata DD
343 ヒメスズメバチ Vespa ducalis pulchra ●
344 チャイロスズメバチ Vespa dybowskii ●
345 オオスズメバチ Vespa mandarinia japonica ● ● ● ● ● ● ●
346 クロスズメバチ Vespula flaviceps lewisii ● ● ● ●
347 アナバチ サトジガバチ Ammophila sabulosa nipponica ●
348 ヒメコシボソバチ アシジロヨコバイバチ Mimumesa littoralis ●
349 フシダカバチ ヒメツチスガリ Cerceris carinalis ●
350 ムカシハナバチ スミスメンハナバチ Hylaeus (Nesoprosopis ) floralis ●
351 マツムラメンハナバチ Hylaeus (Nesoprosopis ) matsumurai ●
352 コハナバチ アカガネコハナバチ Halictus (Seladonia ) aerarius ● ● ● ● ● ●
353 ニジイロコハナバチ Lasioglossum (Evylaeus ) apristum ●
354 ハラナガツヤコハナバチ Lasioglossum (Lasioglossum ) leviventre ●
355 サビイロカタコハナバチ Lasioglossum (Lasioglossum ) mutilum ●
356 シロスジカタコハナバチ Lasioglossum (Lasioglossum ) occidens ● ● ● ●
357 アオスジハナバチ Nomia incerta ●
358 ハキリバチ ヤノトガリハナバチ Coelioxys yanonis ●
359 ツルガハキリバチ Megachile tsurugensis ● ●
360 ミツバチ Nomada属 Nomada  sp. ● ● ●
361 キオビツヤハナバチ Ceratina (Ceratinidia ) flavipes ●
362 クマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans ● ● ● ● ●
363 タイワンタケクマバチ Xylocopa tranquebarorum ●
364 コマルハナバチ Bombus (Pyrobombus ) ardens ardens ● ●
365 ニホンミツバチ Apis cerana japonica ● ● ● ●
366 セイヨウミツバチ Apis mellifera ● ● ● ● ●
367 ハエ ガガンボ ベッコウガガンボ Ctenophora (Dictenophora ) pictipennis fasciata ●
368 ミカドガガンボ Holorusia (Ctenacroscelis ) mikado ●
369 マエキガガンボ Indotipula yamata ●
370 キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata ● ● ● ● ●
371 Tipula属 Tipula  sp. ● ● ● ● ● ●
372 Antocha属 Antocha  sp. ●
373 チュウゴクキマダラヒメガガンボ Epiphragma (Epiphragma ) evanescens ●
374 チョウバエ チョウバエ科 Psychodidae gen. sp. ●
375 コシボソガガンボ Ptychoptera属 Ptychoptera  sp. ● ● ●
376 カ ヒトスジシマカ Aedes (Stegomyia ) albopictus ● ● ●
- Aedes属 Aedes  sp. ● ● ●

重要種保護の観点から重要種は非掲載

生態系被害防止外来種リスト
注目される種 特定外

来生物
No. 目名 科名 種名 学名

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周辺

都立砧公園 等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

重要種保護の観点から重要種は非掲載

 



 

 

生
物

資
料
-9 

 

春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
377 ヌカカ ヌカカ科 Ceratopogonidae gen. sp. ●
378 ユスリカ ヒシモンユスリカ Chironomus flaviplumus ●
379 セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui ●
- Chironomus属 Chironomus  sp. ●
- ユスリカ科 Chironomidae gen. sp. ● ● ●

380 ケバエ クロアシボソケバエ Bibio holomaurus ● ●
381 タマバエ タマバエ科 Cecidomyiidae gen. sp. ●
382 キノコバエ Allactoneura属 Allactoneura  sp. ●
383 クロバネキノコバエ クロバネキノコバエ科 Sciaridae gen. sp. ● ●
384 ミズアブ ハラキンミズアブ Microchrysa flaviventris ● ●
385 コウカアブ Ptecticus tenebrifer ● ●
386 アメリカミズアブ Hermetia illucens ● ●
387 ツリアブ クロバネツリアブ Ligyra tantalus ●
388 ムシヒキアブ ハラボソムシヒキ Dioctria (Dioctria ) nakanensis ●
389 Leptogaster属 Leptogaster  sp. ●
390 アオメアブ Cophinopoda chinensis ●
391 シオヤアブ Promachus yesonicus ●
392 ナミマガリケムシヒキ Neoitamus angusticornis ● ● ●
393 ナガトミヒメムシヒキ Philonicus nagatomii ● ●
394 オドリバエ Hybos属 Hybos  sp. ●
395 アシナガバエ マダラホソアシナガバエ Condylostylus nebulosus ●
396 Dolichopus属 Dolichopus  sp. ●
397 Gymnopternus属 Gymnopternus  sp. ●
398 Sciapus属 Sciapus  sp. ● ● ●
- アシナガバエ科 Dolichopodidae gen. sp. ●

399 ノミバエ ノミバエ科 Phoridae gen. sp. ●
400 ハナアブ ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ● ● ● ● ● ●
401 ミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana ●
402 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ● ● ● ●
403 Melanostoma属 Melanostoma  sp. ●
404 キアシマメヒラタアブ Paragus (Pandasyophthalmus ) haemorrhous ●
405 シママメヒラタアブ Paragus (Paragus ) fasciatus ● ● ●
406 Eumerus属 Eumerus  sp. ● ●
407 キョウコシマハナアブ Eristalis (Eoseristalis ) kyokoae ●
408 ナミハナアブ Eristalis (Eristalis ) tenax ●
409 オオハナアブ Phytomia zonata ● ● ●
410 ナミルリイロハラナガハナアブ Xylota amamiensis ●
411 メバエ キアシクロメバエ Conops (Asiconops ) curtulus ●
412 ミバエ ミスジミバエ Bactrocera scutellatus ●
413 クロハススジハマダラミバエ Anomoia permunda ●
414 ノゲシケブカミバエ Ensina sonchi ●
415 キイロケブカミバエ Xyphosia punctigera ●
416 ヒロクチバエ Neohemigaster属 Neohemigaster  sp. ●
417 ダイズコンリュウバエ Rivellia apicalis ●
418 ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ● ● ●
- ヤチバエ科 Sciomyzidae gen. sp. ●

419 ツヤホソバエ ナミヒトテンツヤホソバエ Sepsis latiforceps ● ●
- Sepsis属 Sepsis  sp. ●

420 シマバエ シモフリシマバエ Homoneura euaresta ●
- Homoneura属 Homoneura  sp. ● ● ●

421 Sapromyza属 Sapromyza  sp. ● ●
422 Steganopsis属 Steganopsis  sp. ●
423 ヒメコバエ ツマグロヒメコバエ Geomyza advena ●
424 ミギワバエ ミナミカマバエ Ochthera circularis ●
425 ヒラウキブネミギワバエ Setacera breviventris ●
426 ショウジョウバエ Leucophenga属 Leucophenga  sp. ● ●
427 オオショウジョウバエ Drosophila (Sophophora ) immigrans ●
- Drosophila属 Drosophila  sp. ● ●
- ショウジョウバエ科 Drosophilidae gen. sp. ● ●

428 ハナバエ ハコベハナバエ Delia echinata ●
429 イエバエ Phaonia属 Phaonia  sp. ●
430 ヘリグロハナレメイエバエ Orchisia costata ● ● ●
- イエバエ科 Muscidae gen. sp. ●

431 クロバエ ミドリキンバエ Lucilia illustris ● ●
432 ホホグロオビキンバエ Chrysomya pinguis ● ●
433 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ● ● ● ●
434 ニクバエ シリアカニクバエ Sarcophaga (Liopygia ) crassipalpis ●
435 ヤドリバエ ヤドリバエ科 Tachinidae gen. sp. ●
436 トビケラ シマトビケラ コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ●
- Cheumatopsyche属 Cheumatopsyche  sp. ●

437 Hydropsyche属 Hydropsyche  sp. ●
438 チョウ ハマキガ ミダレカクモンハマキ Archips fuscocupreanus ●
439 ビロードハマキ Cerace xanthocosma ●
440 ヒノキカワモグリガ Epinotia granitalis ●
441 センダンヒメハマキ Loboschiza koeniganus ●
- ハマキガ科 Tortricidae gen. sp. ● ● ● ● ● ●

442 ヒロズコガ マダラマルハヒロズコガ Gaphara conspersa ● ● ●
443 スガ コナガ Plutella xylostella ●
444 スカシバガ コスカシバ Synanthedon hector ●
445 キバガ カバイロキバガ Dichomeris picrocarpa ●
- キバガ科 Gelechiidae gen. sp. ● ● ●

446 マダラガ タケノホソクロバ Artona martini ● ●
447 イラガ ヒメクロイラガ Scopelodes contractus ●
448 メイガ ツトガ Ancylolomia japonica ●
449 シロスジツトガ Crambus argyrophorus ●
450 シロエグリツトガ Glaucocharis exsextella ●
451 シバツトガ Parapediasia teterrella ● ● ●
452 ヒメトガリノメイガ Anania verbascalis ● ●
453 Bradina属 Bradina  sp. ●
454 キアヤヒメノメイガ Diasemia accalis ●
455 アヤナミノメイガ Eurrhyparodes accessalis ●
456 モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosalis zelleri ● ● ●
457 マエキノメイガ Herpetogramma rudis ● ●
458 Ostrinia属 Ostrinia  sp. ●
459 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis ● ●
460 コガタシロモンノメイガ Piletocera sodalis ● ●
461 クロスジキンノメイガ Pleuroptya balteata ●
462 カクモンノメイガ Rehimena surusalis ●
463 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ● ● ●
464 ウスベニトガリメイガ Endotricha olivacealis ● ●
- Endotricha属 Endotricha  sp. ● ●
- メイガ科 Pyralidae gen. sp. ● ● ● ● ●

465 セセリチョウ キマダラセセリ Potanthus flavum flavum ● ●
466 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ● ●
467 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ● ● ● ● ● ● ●
468 アゲハチョウ アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum ● ● ● ● ●

469 ナミアゲハ Papilio xuthus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

470 クロアゲハ Papilio protenor demetrius ● ● ● ● ●
471 ナガサキアゲハ Papilio memnon thunbergii ●
472 シロチョウ モンキチョウ Colias erate poliographus ●

473 キタキチョウ Eurema mandarina ● ● ● ● ●

474 モンシロチョウ Pieris (Artogeia ) rapae crucivora ● ● ● ● ● ● ●

475 シジミチョウ ムラサキシジミ Narathura japonica japonica ● ●

476 ムラサキツバメ Narathura bazalus turbata ● ● ●
477 ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio ● ●
478 ヤマトシジミ Zizeeria maha argia ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
479 ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides ● ●
480 ウラギンシジミチョウ ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta ● ● ● ●
481 タテハチョウ ミドリヒョウモン Argynnis paphia tsushimana ●
482 ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ● ● ● ● ● ● ●
483 コミスジ Neptis sappho intermedia ● ● ● ● ● ● ● ● ●
484 ホシミスジ Neptis pryeri VU
485 キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ● ●
486 ルリタテハ Kaniska canace nojaponicum ● ● ●
487 ヒメアカタテハ Cynthia cardui ●
488 ゴマダラチョウ Hestina japonica japonica ●
489 アカボシゴマダラ Hestina assimilis assimilis ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅰ
490 ジャノメチョウ ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus VU
491 ヒカゲチョウ Lethe sicelis NT
492 サトキマダラヒカゲ Neope goschkevitschii ● ● ● ● ● ●
493 ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia ● ● ● ● ● ● ● ●
494 シャクガ ヨツモンマエジロアオシャク Comibaena procumbaria ●
495 Idaea属 Idaea  sp. ● ● ●
496 Scopula属 Scopula  sp. ●
497 Timandra属 Timandra  sp. ● ●
498 ウスミドリナミシャク Episteira nigrilinearia ●
499 ウコンエダシャク Corymica pryeri ● ●
500 ウメエダシャク Cystidia couaggaria ●
501 シロジマエダシャク Euryobeidia languidata languidata ●
502 マエキトビエダシャク Nothomiza formosa ●
503 エグリヅマエダシャク Odontopera arida arida ●
504 Synegia属 Synegia  sp. ●
- シャクガ科 Geometridae gen. sp. ● ● ●

505 ヤママユガ オオミズアオ Actias artemis aliena VU
506 スズメガ シモフリスズメ Psilogramma increta ●
507 ブドウスズメ Acosmeryx castanea ●
508 オオスカシバ Cephonodes hylas ● ●
509 シャチホコガ モンクロシャチホコ Phalera flavescens ●
510 セダカシャチホコ Rabtala cristata ●
511 ドクガ チャドクガ Euproctis pseudoconsoersa ●
512 マイマイガ Lymantria dispar japonica ●
513 ヒメシロモンドクガ Orgyia thyellina ● ●
514 ヒトリガ キシタホソバ Eilema aegrota ●
- Eilema属 Eilema  sp. ●

515 Lithosia属 Lithosia  sp. ●
516 ハガタキコケガ Miltochrista calamina ●
517 ベニヘリコケガ Miltochrista miniata ●
518 スジベニコケガ Miltochrista striata striata ●
519 クワゴマダラヒトリ Lemyra imparilis ●
520 ヤガ ヨトウガ Mamestra brassicae ●
521 マダラキヨトウ Mythimna flavostigma ●
522 スジキリヨトウ Spodoptera depravata ● ● ●
523 アカマエアオリンガ Earias pudicana ●
524 ウスサビイロヤガ Amyna sugiorum ● ●
525 フタトガリコヤガ Xanthodes transversa ●
526 ミツモンキンウワバ Ctenoplusia agnata ●
527 フクラスズメ Arcte coerula ● ●
528 ホソオビアシブトクチバ Dysgonia arctotaenia ●
529 オオウンモンクチバ Mocis undata ● ●
530 オオシラナミアツバ Hipoepa fractalis ●
- ヤガ科 Noctuidae gen. sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ●

注1. 分類、配列等は、原則として「日本産野生生物目録　無脊椎動物編Ⅱ」（平成7年、環境庁）に準拠した。
注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種
3.「環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種
　DD：情報不足
4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢区部｣の選定種
　EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧
4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢本土部｣の選定種
　VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004年法律第78号　2004年6月2日公布）による指定種（特定外来生物等一覧（最終更新：平成30年4月１日）、環境省）
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」
　国外：国外由来の外来種
　総合対策_重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種
　Ⅰ：(選定理由)生態系被害が大きいもの。

1種 9種 6種 0種

重要種保護の観点から重要種は非掲載
重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

生態系被害防止外来種リスト
注目される種 特定外

来生物

合計 14目 156科 530種

No. 目名 科名 種名 学名

1種 1種0種 0種

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周辺

都立砧公園 等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道
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（任意採集法による確認種） 

春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
1 節足動物 昆虫 トンボ イトトンボ ホソミイトトンボ Aciagrion migratum ●
2 アジアイトトンボ Ischnura asiatica ●
3 モノサシトンボ モノサシトンボ Copera annulata NT NT
4 アオイトトンボ オオアオイトトンボ Lestes temporalis ● ● ● ●
5 カワトンボ ハグロトンボ Calopteryx atrata VU
6 ヤンマ ギンヤンマ Anax parthenope julius ●
7 オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii ● ● ●
8 トンボ シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ● ● ● ● ● ● ●
9 オオシオカラトンボ Orthetrum triangulare melania ● ● ● ● ● ●
10 ウスバキトンボ Pantala flavescens ● ● ● ● ●
11 コノシメトンボ Sympetrum baccha matutinum ●
12 ナツアカネ Sympetrum darwinianum ●
13 マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum EN NT
14 カワゲラ オナシカワゲラ Nemoura属 Nemoura  sp. ●
15 ゴキブリ チャバネゴキブリ モリチャバネゴキブリ Blattella nipponica ● ●
16 カマキリ カマキリ ハラビロカマキリ Hierodula patellifera ● ● ● ● ●
17 オオカマキリ Tenodera aridifolia ● ● ● ● ●
18 バッタ キリギリス ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica ●
19 クビキリギス Euconocephalus varius ● ● ● ●
20 ハヤシノウマオイ Hexacentrus hareyamai ●
21 ツユムシ サトクダマキモドキ Holochlora japonica ●
22 ツユムシ Phaneroptera falcata ●
23 ヒメクダマキモドキ Phaulula macilenta ●
24 コオロギ モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ●
25 エンマコオロギ Teleogryllus emma ● ●
26 マツムシ アオマツムシ Truljaria hibinonis ● ●
27 カネタタキ カネタタキ Ornebius kanetataki ● ● ● ●
28 ノミバッタ ノミバッタ Xya japonica ● ●
29 ヒシバッタ ハラヒシバッタ Tetrix japonica ●
30 オンブバッタ オンブバッタ Atractomorpha lata ● ● ●
31 バッタ ハネナガイナゴ Oxya japonica ●
32 ショウリョウバッタ Acrida cinerea ● ● ● ● ●
33 イボバッタ Trilophidia japonica ● ● ● ● ●
34 ナナフシ ナナフシ ナナフシモドキ Baculum irregulariterdentatum ● ●
35 ハサミムシ ハサミムシ ヒゲジロハサミムシ Anisolabella marginalis ● ● ● ●
36 ハマベハサミムシ Anisolabis maritima ●
37 コバネハサミムシ Euborellia annulata ●
38 カメムシ ウンカ Stenocranus属 Stenocranus  sp. ●
39 テラウチウンカ Terauchiana singularis ● ●
40 コブウンカ Tropidocephala brunneipennis ●
41 ゴマフウンカ Phyllodinus nigropunctatus ●
42 ハネナガウンカ アカハネナガウンカ Diostrombus politus ●
43 テングスケバ テングスケバ Dictyophara patruelis ●
44 グンバイウンカ ミドリグンバイウンカ Kallitaxila sinica ● ● ● ● ● ●
45 マルウンカ カタビロクサビウンカ Issus harimensis ●
46 アオバハゴロモ アオバハゴロモ Geisha distinctissima ● ● ● ● ●
47 ハゴロモ ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ● ●
48 アミガサハゴロモ Pochazia albomaculata ● ●
49 セミ アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata ● ● ● ● ● ● ● ●
50 ツクツクボウシ Meimuna opalifera ● ● ● ●
51 ミンミンゼミ Oncotympana maculaticollis ● ● ● ● ● ● ●
52 ニイニイゼミ Platypleura kaempferi ● ● ● ● ●
53 ヒグラシ Tanna japonensis japonensis ● ●
54 アワフキムシ マルアワフキ Lepyronia coleoptrata ●
55 ヨコバイ コミミズク Ledropsis discolor ● ●
56 クロヒラタヨコバイ Penthimia nitida ●
57 クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans ●
58 クロスジホソサジヨコバイ Sophonia orientalis ● ●
59 Pagaronia属 Pagaronia  sp. ● ● ●
60 ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea ● ● ● ● ● ● ●
61 オオヨコバイ Cicadella viridis ●
62 ミスジトガリヨコバイ Japananus hyalinus ●
63 ヒトツメヨコバイ Phlogotettix cyclops ●
64 クロミャクイチモンジヨコバイ Exitianus fusconervosus ●
65 キジラミ クワキジラミ Anomoneura mori ●
66 アブラムシ エゴノネコアシアブラムシ Ceratovacuna nekoashi ●
67 アメンボ オオアメンボ Aquarius elongatus EN NT
68 アメンボ Aquarius paludum paludum ● ● ● ●
69 ヒメアメンボ Gerris (Gerris ) latiabdominis ● ●
70 カスミカメムシ クスベニヒラタカスミカメ Mansoniella cinnamomi ● ● ●
71 ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis ●
72 ヨツボシカスミカメ Bertsa lankana ● ●
73 ヒメセダカカスミカメ Charagochilus angusticollis ● ●
74 メンガタカスミカメ Eurystylus coelestialium ● ● ●
75 アカミャクカスミカメ Stenodema (Stenodema ) rubrinervis ●
76 アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus ●
77 ウスモンミドリカスミカメ Taylorilygus apicalis ● ● ● ●
78 イネホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium ● ● ●
79 マキバサシガメ ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus ● ●
80 グンバイムシ ヘクソカズラグンバイ Dulinius conchatus ●
81 アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ● ● ● ● ●
82 サシガメ ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni ● ●
83 アカサシガメ Cydnocoris russatus ● ● ● ●
84 ヒゲナガサシガメ Endochus stalianus ●
85 シマサシガメ Sphedanolestes impressicollis ● ●
86 ヤニサシガメ Velinus nodipes ●
87 イトカメムシ イトカメムシ Yemma exilis ● ● ●
88 ナガカメムシ ヒメジュウジナガカメムシ Tropidothorax belogolowi ● ●
89 エチゴヒメナガカメムシ Nysius expressus ●
90 ヒメナガカメムシ Nysius plebejus ● ● ● ● ● ● ● ●
91 ツマベニヒメナガカメムシ Nysius scolopax ●
92 ムラサキナガカメムシ Pylorgus colon ●
93 ホソコバネナガカメムシ Macropes obnubilus ●
94 オオメカメムシ Piocoris varius ●
95 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ● ● ● ● ● ●
96 クロスジヒゲナガカメムシ Pachygrontha similis ● ● ● ●
97 サビヒョウタンナガカメムシ Horridipamera inconspicua ● ●
98 オオモンシロナガカメムシ Metochus abbreviatus ● ● ●
99 シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus ●
100 ヨツボシヒョウタンナガカメムシ Paraeucosmetus pallicornis ● ● ● ● ● ●
101 キベリヒョウタンナガカメムシ Paraparomius lateralis ● ●
102 メダカナガカメムシ メダカナガカメムシ Chauliops fallax ● ● ●
103 ホシカメムシ フタモンホシカメムシ Pyrrhocoris sibiricus ●
104 クロホシカメムシ Pyrrhocoris sinuaticollis ●
105 オオホシカメムシ ヒメホシカメムシ Physopelta cincticollis ● ● ●
106 オオホシカメムシ Physopelta gutta ● ● ● ●
107 ホソヘリカメムシ クモヘリカメムシ Leptocorisa chinensis ● ● ● ●
108 ニセヒメクモヘリカメムシ Paraplesius vulgaris ● ● ●
109 ホソヘリカメムシ Riptortus clavatus ● ● ●
110 ヘリカメムシ ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus ● ● ● ●
111 ホソハリカメムシ Cletus punctiger ● ● ● ● ● ●
112 ハリカメムシ Cletus rusticus ●
113 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ● ● ● ●
114 ツマキヘリカメムシ Hygia (Hygia ) opaca ● ● ●
115 ミナミトゲヘリカメムシ Paradasynus spinosus ● ●
116 ヒメヘリカメムシ スカシヒメヘリカメムシ Liorhyssus hyalinus ● ●
117 アカヒメヘリカメムシ Rhopalus (Aeschynteles ) maculatus ● ● ●
118 ブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus punctatonervosus ● ● ●
119 クヌギカメムシ ヘラクヌギカメムシ Urostylis annulicornis ●
120 マルカメムシ マルカメムシ Megacopta punctatissima ● ● ● ●
121 ツチカメムシ ツチカメムシ Macroscytus japonensis ● ● ● ● ●
122 キンカメムシ アカスジキンカメムシ Poecilocoris lewisi ●
123 カメムシ アカスジカメムシ Graphosoma rubrolineatum ●
124 ウズラカメムシ Aelia fieberi ● ● ● ●
125 ウシカメムシ Alcimocoris japonensis ●
126 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ●
127 キマダラカメムシ Erthesina fullo ● ● ● ● ● ● ●
128 ナガメ Eurydema rugosa ●
129 トゲシラホシカメムシ Eysarcoris aeneus ●
130 マルシラホシカメムシ Eysarcoris guttiger ●
131 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis ● ● ● ●
132 クサギカメムシ Halyomorpha picus ● ● ●
133 ミナミアオカメムシ Nezara viridula ●
134 チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali ● ● ● ●
135 ツノカメムシ セアカツノカメムシ Acanthosoma denticauda ●
136 アミメカゲロウ クサカゲロウ ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa pallens ● ●
137 ヤマトクサカゲロウ Chrysoperla carnea ● ● ● ● ●
138 コウチュウ ハンミョウ トウキョウヒメハンミョウ Cicindela kaleea yedoensis ● ●
139 オサムシ セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ●
140 マルガタゴミムシ Amara chalcites ● ●
141 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus ●
142 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ● ●
143 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus ● ● ●
144 コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis ● ● ●
145 エンマムシ コエンマムシ Margarinotus (Grammostethus ) niponicus ●
146 シデムシ オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica ● ● ●
147 ハネカクシ Stenus属 Stenus  sp. ●
148 Philonthus属 Philonthus  sp. ●
149 アカバトガリオオズハネカクシ Platydracus brevicornis ●
150 クワガタムシ コクワガタ Dorcus rectus rectus ● ● ● ●
151 ヒラタクワガタ Dorcus titanus pilifer VU NT
152 ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus ● ●
153 センチコガネ ムネアカセンチコガネ Bolbocerosoma nigroplagiatum ●
154 センチコガネ Geotrupes laevistriatus ● ●
155 コガネムシ コブマルエンマコガネ Onthophagus atripennis atripennis ●
156 ナガチャコガネ Heptophylla picea ● ●
157 オオクロコガネ Holotrichia parallela ●
158 オオコフキコガネ Melolontha frater frater ●
159 コフキコガネ Melolontha japonica ● ●
160 アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa ● ● ● ● ● ● ●
161 セマダラコガネ Blitopertha orientalis ● ● ●
162 ウスチャコガネ Phyllopertha diversa ●
163 マメコガネ Popillia japonica ● ● ●
164 ヒラタハナムグリ Nipponovalgus angusticollis angusticollis ● ● ●
165 ヒメトラハナムグリ Lasiotrichius succinctus ● ●
166 コアオハナムグリ Oxycetonia jucunda ● ● ●
167 シラホシハナムグリ Protaetia brevitarsis brevitarsis ● ● ● ● ● ● ●
168 シロテンハナムグリ Protaetia orientalis submarumorea ● ● ● ● ● ●
169 カナブン Rhomborrhina japonica ● ● ●
170 クロカナブン Rhomborrhina polita ●
171 カブトムシ Allomyrina dichotoma septentrionalis ● ● ● ● ● ● ●
172 ヒラタドロムシ クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis ●
173 タマムシ ヒメヒラタタマムシ Anthaxia proteus ● ●
174 ヤマトタマムシ Chrysochroa fulgidissima fulgidissima VU NT
175 ソーンダースチビタマムシ Trachys saundersi ●
176 コメツキムシ ヒゲコメツキ Pectocera fortunei ●
177 シロオビチビサビキコリ Adelocera difficilis ●
178 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ● ● ● ● ● ● ● ●
179 アカヒゲヒラタコメツキ Neopristilophus serrifer serrifer ●
180 クシコメツキ Melanotus legatus legatus ●
181 クロクシコメツキ Melanotus senilis senilis ● ●
182 クロコハナコメツキ Paracardiophorus opacus ●
183 ホタル ムネクリイロボタル Cyphonocerus ruficollis ● ●
184 ジョウカイボン オカベセボシジョウカイ Lycocerus okabei okabei ● ● ●
185 カツオブシムシ ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci ● ●
186 ジョウカイモドキ ヒロオビジョウカイモドキ Laius historio ●
187 ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus ●
188 ケシキスイ セスジカクケシキスイ Pocadites oviformis ●
189 ヨツボシケシキスイ Librodor japonicus ● ●
190 オオキスイムシ ヨツボシオオキスイ Helota gemmata ● ●
191 オオキノコムシ ルリオオキノコ Aulacochilus sibiricus ●
192 セモンホソオオキノコ Dacne picta ●
193 ヒメオビオオキノコ Episcapha fortunei ●
194 テントウムシ クロヘリヒメテントウ Scymnus (Neopullus ) hoffmanni ●
195 カワムラヒメテントウ Scymnus (Pullus ) kawamurai ● ●
196 コクロヒメテントウ Scymnus (Pullus ) posticalis ● ●
197 ヒメアカホシテントウ Chilocorus kuwanae ● ●
198 モンクチビルテントウ Platynaspidius maculosus ● ● ● ● ● ● ● ● ●
199 ベダリアテントウ Rodolia cardinalis ●
200 ウンモンテントウ Anatis halonis ●
201 シロジュウシホシテントウ Calvia (Anisocadvia ) quatuordecimguttata ●
202 ムーアシロホシテントウ Calvia (Eocaria ) muiri ● ● ● ● ● ● ●
203 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ● ● ● ● ●
204 ナミテントウ Harmonia axyridis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
205 キイロテントウ Illeis koebelei koebelei ● ● ● ● ● ● ● ● ●
206 ダンダラテントウ Menochilus sexmaculatus ● ● ● ● ● ●
207 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ● ● ● ● ● ● ●
208 クモガタテントウ Psyllobora vigintimaculata ● ● ●
209 ムネアカオオクロテントウ Synona consanguinea ●
210 トホシテントウ Epilachna admirabilis ● ●
211 ニジュウヤホシテントウ Epilachna vigintioctopunctata ● ● ● ● ●
212 ハナノミ トゲナシヒメハナノミ Mordellina atrofusca ●
213 クロヒメハナノミ Mordellistena comes ●

種名

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

No 門名 綱名 目名 科名
重要種 特定外

来生物
生態系被害防止
外来種リスト

学名
都立砧公園 等々力渓谷公園

給田四丁目緑地
とその周辺

烏山川緑道
大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその周辺

 



 

 

生
物

資
料
-1

1 

 

春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
214 カミキリモドキ アオカミキリモドキ Xanthochroa waterhousei ●
215 アリモドキ ケオビアリモドキ Anthelephila cribriceps ●
216 ホソクビアリモドキ Formicomus braminus coiffaiti ● ●
217 ハナノミダマシ クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli ●
218 ハムシダマシ エチゴキバネハムシダマシ Lagria nigricollis ● ●
219 アラメヒゲブトゴミムシダマシ Luprops cribrifrons ●
220 ヒゲブトゴミムシダマシ Luprops orientalis ● ●
221 クチキムシ ナミクチキムシ Upinella melanaria ●
222 ゴミムシダマシ コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum ●
223 ムネビロスナゴミムシダマシ Gonocephalum japanum japanum ●
224 フトナガニジゴミムシダマシ Ceropria laticollis ●
225 モトヨツコブエグリゴミムシダマシ Uloma bonzica ●
226 マルセルエグリゴミムシダマシ Uloma marseuli marseuli ●
227 ルリゴミムシダマシ Encyalesthus violaceipennis ● ●
228 セスジナガキマワリ Strongylium cultellatum ●
229 カミキリムシ アカハナカミキリ Corymbia succedanea ●
230 キイロトラカミキリ Grammographus notabilis ●
231 ヒメクロトラカミキリ Rhaphuma diminuta diminuta ●
232 ナガゴマフカミキリ Mesosa longipennis ● ●
233 アトジロサビカミキリ Pterolophia zonata ●
234 ルリカミキリ Bacchisa fortunei japonica ●
235 ラミーカミキリ Paraglenea fortunei ●
236 ハムシ アズキマメゾウムシ Callosobruchus chinensis ●
237 キベリクビボソハムシ Lema adamsii ●
238 キバラルリクビボソハムシ Lema concinnipennis ● ● ●
239 ヤマイモハムシ Lema honorata ● ● ●
240 キイロクビナガハムシ Lilioceris rugata ●
241 キボシツツハムシ Cryptocephalus perelegans ● ●
242 イモサルハムシ Colasposoma dauricum ● ●
243 マダラアラゲサルハムシ Demotina fasciculata ●
244 アオガネヒメサルハムシ Nodina chalcosoma ● ● ●
245 ドウガネサルハムシ Scelodonta lewisii ● ● ● ● ● ● ● ●
246 コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea ●
247 ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi ●
248 ウリハムシ Aulacophora femoralis ●
249 クロウリハムシ Aulacophora nigripennis ● ● ● ● ● ● ● ●
250 クワハムシ Fleutiauxia armata ●
251 イタドリハムシ Gallerucida bifasciata ●
252 アトボシハムシ Paridea angulicollis ●
253 ニレハムシ Pyrrhalta maculicollis ● ● ● ● ● ●
254 テントウノミハムシ Argopistes biplagiatus ● ●
255 ヒメドウガネトビハムシ Chaetocnema concinnicollis ●
256 ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea ● ●
257 キスジノミハムシ Phyllotreta striolata ●
258 ナトビハムシ Psylliodes punctifrons ● ●
259 ダイコンナガスネトビハムシ Psylliodes subrugosa ●
260 ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera quadrimaculata ●
261 オトシブミ カシルリオトシブミ Euops (Synaptops ) splendidus ●
262 ゾウムシ コカシワクチブトゾウムシ Macrocorynus griseoides ●
263 カシワクチブトゾウムシ Myllocerus griseus ● ●
264 スグリゾウムシ Pseudocneorhinus bifasciatus ● ● ● ● ● ● ● ●
265 コフキゾウムシ Eugnathus distinctus ● ● ● ●
266 ケチビコフキゾウムシ Sitona hispidulus ● ● ●
267 ニレノミゾウムシ Rhynchaenus (Orchestes ) mutabilis ●
268 アカアシノミゾウムシ Rhynchaenus (Orchestes ) sanguinipes ●
269 ハチ ミフシハバチ ニレチュウレンジ Arge captiva ●
270 ニホンチュウレンジ Arge nipponensis ●
271 ルリチュウレンジ Arge similis ● ● ● ● ● ●
272 ハバチ ハグロハバチ Allantus luctifer ●
273 セグロカブラハバチ Athalia infumata ● ●
274 イヌノフグリハバチ Athalia kashmirensis ●
275 コマユバチ Ascogaster属 Ascogaster  sp. ● ●
276 ヒメバチ Enicospilus属 Enicospilus  sp. ●
277 アシブトコバチ アシアカツヤアシブトコバチ Antrocephalus apicalis apicalis ●
278 コツチバチ アカハコツチバチ Tiphia (Tiphia ) rufomandibulata rufomandibulata ●
- Tiphia属 Tiphia  sp. ●

279 ツチバチ コモンツチバチ Scolia (Discolia ) decorata ventralis ● ● ●
280 キオビツチバチ Scolia (Discolia ) oculata ● ●
281 ヒメハラナガツチバチ Campsomeriella (Annulimeris ) annulata annulata ● ● ● ●
282 オオハラナガツチバチ Megacampsomeris grossa matsumurai ● ●
283 キンケハラナガツチバチ Megacampsomeris prismatica ● ●
284 アリ オオハリアリ Brachyponera chinensis ●
285 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster ) matsumurai ● ●
286 テラニシシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster ) teranishii ● ●
287 キイロシリアゲアリ Crematogaster (Orthocrema ) osakensis ●
288 ヒメアリ Monomorium intrudens ● ●
289 ハラクシケアリ Myrmica ruginodis (s. l.) ●
290 アミメアリ Pristomyrmex pungens ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
291 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ●
292 クロオオアリ Camponotus (Camponotus ) japonicus ● ● ● ● ●
293 ウメマツオオアリ Camponotus (Myrmamblys ) vitiosus ●
294 ヨツボシオオアリ Camponotus (Myrmentoma ) quadrinotatus ●
295 クロヤマアリ Formica (Serviformica ) japonica (s. l.) ● ● ●
296 トビイロケアリ Lasius (Lasius ) japonicus ● ● ● ● ● ● ●
297 アメイロアリ Paratrechina flavipes ● ● ● ● ● ● ● ●
298 ドロバチ オオフタオビドロバチ Anterhynchium flavomarginatum micado ●
299 オオカバフドロバチ Orancistrocerus drewseni ●
300 スズバチ Oreumenes decoratus ● ● ●
301 スズメバチ セグロアシナガバチ Polistes jokahamae jokahamae ● ● ● ● ● ●
302 キボシアシナガバチ Polistes nipponensis ●
303 キアシナガバチ Polistes rothneyi iwatai ●
304 コアシナガバチ Polistes snelleni ● ●
305 コガタスズメバチ Vespa analis insularis ● ● ● ● ● ● ● ●
306 モンスズメバチ Vespa crabro flavofasciata DD
307 ヒメスズメバチ Vespa ducalis pulchra ●
308 チャイロスズメバチ Vespa dybowskii ●
309 オオスズメバチ Vespa mandarinia japonica ● ● ● ● ● ● ●
310 クロスズメバチ Vespula flaviceps lewisii ● ● ● ●
311 アナバチ サトジガバチ Ammophila sabulosa nipponica ●
312 ヒメコシボソバチ アシジロヨコバイバチ Mimumesa littoralis ●
313 フシダカバチ ヒメツチスガリ Cerceris carinalis ●
314 ムカシハナバチ スミスメンハナバチ Hylaeus (Nesoprosopis ) floralis ●
315 マツムラメンハナバチ Hylaeus (Nesoprosopis ) matsumurai ●
316 コハナバチ アカガネコハナバチ Halictus (Seladonia ) aerarius ● ● ● ● ● ●
317 ニジイロコハナバチ Lasioglossum (Evylaeus ) apristum ●
318 ハラナガツヤコハナバチ Lasioglossum (Lasioglossum ) leviventre ●
319 サビイロカタコハナバチ Lasioglossum (Lasioglossum ) mutilum ●
320 シロスジカタコハナバチ Lasioglossum (Lasioglossum ) occidens ● ● ● ●
321 アオスジハナバチ Nomia incerta ●
322 ハキリバチ ヤノトガリハナバチ Coelioxys yanonis ●
323 ツルガハキリバチ Megachile tsurugensis ● ●
324 ミツバチ Nomada属 Nomada  sp. ● ● ●
325 キオビツヤハナバチ Ceratina (Ceratinidia ) flavipes ●
326 クマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans ● ● ● ● ●
327 タイワンタケクマバチ Xylocopa tranquebarorum ●
328 コマルハナバチ Bombus (Pyrobombus ) ardens ardens ●
329 ニホンミツバチ Apis cerana japonica ● ● ● ●
330 セイヨウミツバチ Apis mellifera ● ● ● ● ●
331 ハエ ガガンボ ベッコウガガンボ Ctenophora (Dictenophora ) pictipennis fasciata ●
332 ミカドガガンボ Holorusia (Ctenacroscelis ) mikado ●
333 マエキガガンボ Indotipula yamata ●
334 キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata ● ● ● ●
335 Tipula属 Tipula  sp. ● ● ● ● ●
336 チュウゴクキマダラヒメガガンボ Epiphragma (Epiphragma ) evanescens ●
337 コシボソガガンボ Ptychoptera属 Ptychoptera  sp. ● ● ●
338 カ ヒトスジシマカ Aedes (Stegomyia ) albopictus ● ●
- Aedes属 Aedes  sp. ● ●

339 ユスリカ ヒシモンユスリカ Chironomus flaviplumus ●
340 ケバエ クロアシボソケバエ Bibio holomaurus ● ●
341 キノコバエ Allactoneura属 Allactoneura  sp. ●
342 ミズアブ ハラキンミズアブ Microchrysa flaviventris ●
343 コウカアブ Ptecticus tenebrifer ● ●
344 アメリカミズアブ Hermetia illucens ● ●
345 ツリアブ クロバネツリアブ Ligyra tantalus ●
346 ムシヒキアブ ハラボソムシヒキ Dioctria (Dioctria ) nakanensis ●
347 Leptogaster属 Leptogaster  sp. ●
348 アオメアブ Cophinopoda chinensis ●
349 シオヤアブ Promachus yesonicus ●
350 ナミマガリケムシヒキ Neoitamus angusticornis ● ● ●
351 ナガトミヒメムシヒキ Philonicus nagatomii ● ●
352 オドリバエ Hybos属 Hybos  sp. ●
353 アシナガバエ マダラホソアシナガバエ Condylostylus nebulosus ●
354 Dolichopus属 Dolichopus  sp. ●
355 Gymnopternus属 Gymnopternus  sp. ●
356 Sciapus属 Sciapus  sp. ● ● ●
357 ハナアブ ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ● ● ● ● ● ●
358 ミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana ●
359 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ● ● ● ●
360 Melanostoma属 Melanostoma  sp. ●
361 キアシマメヒラタアブ Paragus (Pandasyophthalmus ) haemorrhous ●
362 シママメヒラタアブ Paragus (Paragus ) fasciatus ● ● ●
363 Eumerus属 Eumerus  sp. ●
364 キョウコシマハナアブ Eristalis (Eoseristalis ) kyokoae ●
365 ナミハナアブ Eristalis (Eristalis ) tenax ●
366 オオハナアブ Phytomia zonata ● ● ●
367 ナミルリイロハラナガハナアブ Xylota amamiensis ●
368 メバエ キアシクロメバエ Conops (Asiconops ) curtulus ●
369 ミバエ ミスジミバエ Bactrocera scutellatus ●
370 クロハススジハマダラミバエ Anomoia permunda ●
371 ノゲシケブカミバエ Ensina sonchi ●
372 キイロケブカミバエ Xyphosia punctigera ●
373 ヒロクチバエ Neohemigaster属 Neohemigaster  sp. ●
374 ダイズコンリュウバエ Rivellia apicalis ●
375 ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ● ● ●
376 ツヤホソバエ ナミヒトテンツヤホソバエ Sepsis latiforceps ● ●
- Sepsis属 Sepsis  sp. ●

377 シマバエ シモフリシマバエ Homoneura euaresta ●
- Homoneura属 Homoneura  sp. ● ●

378 Sapromyza属 Sapromyza  sp. ●
379 Steganopsis属 Steganopsis  sp. ●
380 ヒメコバエ ツマグロヒメコバエ Geomyza advena ●
381 ミギワバエ ミナミカマバエ Ochthera circularis ●
382 ショウジョウバエ Leucophenga属 Leucophenga  sp. ●
383 オオショウジョウバエ Drosophila (Sophophora ) immigrans ●
- Drosophila属 Drosophila  sp. ●

384 ハナバエ ハコベハナバエ Delia echinata ●
385 イエバエ Phaonia属 Phaonia  sp. ●
386 ヘリグロハナレメイエバエ Orchisia costata ● ● ●
387 クロバエ ミドリキンバエ Lucilia illustris ● ●
388 ホホグロオビキンバエ Chrysomya pinguis ● ●
389 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ● ● ● ●
390 ニクバエ シリアカニクバエ Sarcophaga (Liopygia ) crassipalpis ●
391 トビケラ シマトビケラ Hydropsyche属 Hydropsyche  sp. ●
392 チョウ ハマキガ ミダレカクモンハマキ Archips fuscocupreanus ●
393 ビロードハマキ Cerace xanthocosma ●
394 ヒノキカワモグリガ Epinotia granitalis ●
395 センダンヒメハマキ Loboschiza koeniganus ●
- ハマキガ科 Tortricidae gen. sp. ● ● ● ●

396 ヒロズコガ マダラマルハヒロズコガ Gaphara conspersa ● ● ●
397 スカシバガ コスカシバ Synanthedon hector ●
398 マダラガ タケノホソクロバ Artona martini ● ●
399 イラガ ヒメクロイラガ Scopelodes contractus ●
400 メイガ シロエグリツトガ Glaucocharis exsextella ●
401 シバツトガ Parapediasia teterrella ●
402 ヒメトガリノメイガ Anania verbascalis ● ●
403 Bradina属 Bradina  sp. ●
404 キアヤヒメノメイガ Diasemia accalis ●
405 アヤナミノメイガ Eurrhyparodes accessalis ●
406 モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosalis zelleri ● ● ●
407 マエキノメイガ Herpetogramma rudis ● ●
408 Ostrinia属 Ostrinia  sp. ●
409 コガタシロモンノメイガ Piletocera sodalis ● ●
410 クロスジキンノメイガ Pleuroptya balteata ●
411 カクモンノメイガ Rehimena surusalis ●
412 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ● ● ●
413 ウスベニトガリメイガ Endotricha olivacealis ● ●
- Endotricha属 Endotricha  sp. ●
- メイガ科 Pyralidae gen. sp. ● ● ●

414 セセリチョウ キマダラセセリ Potanthus flavum flavum ● ●
415 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ● ●
416 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ● ● ● ● ● ● ●
417 アゲハチョウ アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum ● ● ● ● ●
418 ナミアゲハ Papilio xuthus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 1 2 3 4-1 4-2 5
419 クロアゲハ Papilio protenor demetrius ● ● ● ● ●
420 ナガサキアゲハ Papilio memnon thunbergii ●
421 シロチョウ モンキチョウ Colias erate poliographus ●
422 キタキチョウ Eurema mandarina ● ● ● ● ●
423 モンシロチョウ Pieris (Artogeia ) rapae crucivora ● ● ● ● ● ● ●
424 シジミチョウ ムラサキシジミ Narathura japonica japonica ● ●
425 ムラサキツバメ Narathura bazalus turbata ● ● ●
426 ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio ● ●
427 ヤマトシジミ Zizeeria maha argia ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
428 ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides ● ●
429 ウラギンシジミチョウ ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta ● ● ● ●
430 タテハチョウ ミドリヒョウモン Argynnis paphia tsushimana ●
431 ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ● ● ● ● ● ● ●
432 コミスジ Neptis sappho intermedia ● ● ● ● ● ● ● ● ●
433 ホシミスジ Neptis pryeri VU
434 キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ● ●
435 ルリタテハ Kaniska canace nojaponicum ● ● ●
436 ヒメアカタテハ Cynthia cardui ●
437 ゴマダラチョウ Hestina japonica japonica ●
438 アカボシゴマダラ Hestina assimilis assimilis ● ● ● ● ● ● ● ● ● 国外/総合対策_重点/Ⅰ
439 ジャノメチョウ ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus VU
440 ヒカゲチョウ Lethe sicelis NT
441 サトキマダラヒカゲ Neope goschkevitschii ● ● ● ● ● ●
442 ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia ● ● ● ● ● ● ● ●
443 シャクガ ヨツモンマエジロアオシャク Comibaena procumbaria ●
444 Idaea属 Idaea  sp. ● ● ●
445 Scopula属 Scopula  sp. ●
446 Timandra属 Timandra  sp. ●
447 ウスミドリナミシャク Episteira nigrilinearia ●
448 ウコンエダシャク Corymica pryeri ● ●
449 ウメエダシャク Cystidia couaggaria ●
450 シロジマエダシャク Euryobeidia languidata languidata ●
451 マエキトビエダシャク Nothomiza formosa ●
452 Synegia属 Synegia  sp. ●
- シャクガ科 Geometridae gen. sp. ● ●

453 ヤママユガ オオミズアオ Actias artemis aliena VU
454 スズメガ ブドウスズメ Acosmeryx castanea ●
455 オオスカシバ Cephonodes hylas ● ●
456 シャチホコガ モンクロシャチホコ Phalera flavescens ●
457 ドクガ チャドクガ Euproctis pseudoconsoersa ●
458 マイマイガ Lymantria dispar japonica ●
459 ヒメシロモンドクガ Orgyia thyellina ●
460 ヒトリガ Eilema属 Eilema  sp. ●
461 Lithosia属 Lithosia  sp. ●
462 ハガタキコケガ Miltochrista calamina ●
463 クワゴマダラヒトリ Lemyra imparilis ●
464 ヤガ ヨトウガ Mamestra brassicae ●
465 マダラキヨトウ Mythimna flavostigma ●
466 アカマエアオリンガ Earias pudicana ●
467 ウスサビイロヤガ Amyna sugiorum ● ●
468 ミツモンキンウワバ Ctenoplusia agnata ●
469 フクラスズメ Arcte coerula ● ●
470 ホソオビアシブトクチバ Dysgonia arctotaenia ●
471 オオウンモンクチバ Mocis undata ●
- ヤガ科 Noctuidae gen. sp. ● ● ● ● ● ●

注1. 分類、配列等は、原則として「日本産野生生物目録　無脊椎動物編Ⅱ」（平成7年、環境庁）に準拠した。
注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種
3.「環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種
　DD：情報不足
4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢区部｣の選定種
　EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧
4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢本土部｣の選定種
　VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004年法律第78号　2004年6月2日公布）による指定種（特定外来生物等一覧（最終更新：平成30年4月１日）、環境省）
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」
　国外：国外由来の外来種
　総合対策_重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種
　Ⅰ：(選定理由)生態系被害が大きいもの。

重要種保護の観点から重要種は非掲載
重要種保護の観点から重要種は非掲載
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種名No 門名 綱名 目名 科名
重要種 特定外

来生物
生態系被害防止
外来種リスト

合計 1門 1綱 14目 146科 471種 0種

学名
都立砧公園 等々力渓谷公園

給田四丁目緑地
とその周辺

烏山川緑道
大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその周辺

1種0種 1種 9種 6種 0種 1種

 

 

（ピットフォールトラップ法による確認種） 

5月 7月 9月 5月 7月 9月 5月 7月 9月 5月 7月 9月 5月 7月 9月 1 2 3 4-1 4-2 5
1 節足動物 昆虫 バッタ コオロギ コオロギ科 Gryllidae gen. sp. 1 1
2 ヒシバッタ ハラヒシバッタ Tetrix japonica 1
3 ハサミムシ ハサミムシ ヒゲジロハサミムシ Anisolabella marginalis 1 1 1
4 カメムシ ツチカメムシ ヨコヅナツチカメムシ Adrisa magna 1
5 マルツチカメムシ Aethus nigritus 2
6 ヒメツチカメムシ Geotomus pygmaeus 2
7 ツチカメムシ Macroscytus japonensis 2 2
- Macroscytus属 Macroscytus  sp. 1
8 コウチュウ ハンミョウ トウキョウヒメハンミョウ Cicindela kaleea yedoensis 1
9 オサムシ セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis 1 1 1
10 ニセマルガタゴミムシ Amara congrua 1
11 ハコダテゴモクムシ Harpalus discrepans 1
12 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus 1 1
13 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus 2
14 シデムシ オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica 2 1
15 ハネカクシ コバネアシベセスジハネカクシ Anotylus amicus 1
16 ニセメダカハネカクシ Stenaesthetus sunioides 1
17 クロサビイロマルズオオハネカクシ Ocypus lewisius 1 1
- ハネカクシ科 Staphylinidae gen. sp. 1
18 センチコガネ センチコガネ Geotrupes laevistriatus 2
19 コガネムシ コブマルエンマコガネ Onthophagus atripennis atripennis 1
20 コケシマグソコガネ Rhyssemus samurai 1
21 ビロウドコガネ Maladera japonica japonica 2
22 マルトゲムシ ドウガネツヤマルトゲムシ Lamprobyrrhulus hayashii 1
23 コメツキムシ サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus 1 1 1
24 コガタクシコメツキ Melanotus erythropygus 1
25 ケシキスイ クリイロデオキスイ Carpophilus marginellus 1
26 モンチビヒラタケシキスイ Haptoncus ocularis 1 1 2
27 アカマダラケシキスイ Lasiodactylus pictus 2
28 ハムシ オオバコトビハムシ Longitarsus scutellaris 2
29 ゾウムシ サビヒョウタンゾウムシ Scepticus griseus 1
30 キクイムシ クリノミキクイムシ Poecilips cardamomi 1
31 ドングリキクイムシ Poecilips graniceps 2
32 ハチ ヒメバチ ヒメバチ科 Ichneumonidae gen. sp. 1
33 アリ オオハリアリ Brachyponera chinensis 1 1
34 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster ) matsumurai 1
35 キイロシリアゲアリ Crematogaster (Orthocrema ) osakensis 2 50 50 4 6 2 1 100
36 クロナガアリ Messor aciculatus 1 1
37 ヒメアリ Monomorium intrudens 2
38 アズマオオズアリ Pheidole fervida 10 6 300 50 50 2
39 アミメアリ Pristomyrmex pungens 5 50 1 1 10 7 1 1 1 2
40 ウロコアリ Strumigenys lewisi 2
41 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae 3 50 50 17 6 14 100 50 300
42 クロオオアリ Camponotus (Camponotus ) japonicus 1 1 5 7
43 ハヤシクロヤマアリ Formica (Serviformica ) hayashi 20 9
44 クロヤマアリ Formica (Serviformica ) japonica (s. l.) 3 1 2 2 4
45 トビイロケアリ Lasius (Lasius ) japonicus 12 3 8 1 8
46 アメイロアリ Paratrechina flavipes 1 16 300 100 50 12 9 100 12 100 100 100
47 サクラアリ Paratrechina sakurae 1 1
48 ハエ クロバネキノコバエクロバネキノコバエ科 Sciaridae gen. sp. 1
49 アシナガバエ アシナガバエ科 Dolichopodidae gen. sp. 1
50 ハナアブ Eumerus属 Eumerus  sp. 1
51 ヤチバエ ヤチバエ科 Sciomyzidae gen. sp. 1
52 ショウジョウバエ ショウジョウバエ科 Drosophilidae gen. sp. 1 2
53 イエバエ イエバエ科 Muscidae gen. sp. 1

6種 10種 5種 6種 5種 9種 18種 13種 5種 9種 8種 7種 4種 11種 8種

注1. 分類、配列等は、原則として「日本産野生生物目録　無脊椎動物編Ⅱ」（平成7年、環境庁）に準拠した。
注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種
3.「環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種
4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢区部｣の選定種
4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢本土部｣の選定種
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周辺No 門名 綱名 目名 科名 種名

0種

重要種 特定外
来生物

生態系被害防止
外来種リスト

合計 1門 1綱 6目 24科 53種 0種

学名
都立砧公園 等々力渓谷公園

給田四丁目緑地
とその周辺

烏山川緑道

0種 0種 0種 0種 0種0種
14種 14種 30種 17種 15種

 



 

 

生
物

資
料
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（ライトトラップ法及び夜間灯火採集（烏山川緑道のみ）による確認種） 

5月 7月 9月 5月 7月 9月 5月 7月 9月 5月 7月 9月 5月 7月 9月 1 2 3 4-1 4-2 5

1 節足動物 昆虫 ハサミムシ ハサミムシ ヒゲジロハサミムシ Anisolabella marginalis ●
2 カメムシ グンバイウンカ ミドリグンバイウンカ Kallitaxila sinica ●
3 セミ アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata 1
4 ヨコバイ ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea ●
5 ミスジトガリヨコバイ Japananus hyalinus 1
- ヨコバイ科 Deltocephalidae gen. sp. 1 ●
6 キジラミ クワキジラミ Anomoneura mori 1
7 カスミカメムシ ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis ●
8 メンガタカスミカメ Eurystylus coelestialium ●
9 ハギメンガタカスミカメ Eurystylus luteus ●
10 ナガカメムシ ヒメナガカメムシ Nysius plebejus ●
11 オオチャイロナガカメムシ Neolethaeus assamensis 1
12 オオホシカメムシ ヒメホシカメムシ Physopelta cincticollis ●
13 カメムシ キマダラカメムシ Erthesina fullo ●
14 チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali ●
15 アミメカゲロウ クサカゲロウ ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa pallens ●
16 ヤマトクサカゲロウ Chrysoperla carnea ●
17 カオマダラクサカゲロウ Mallada boninensis ●
18 コウチュウ オサムシ メダカチビカワゴミムシ Asaphidion semilucidum ●
19 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ●
20 マルガタゴミムシ Amara chalcites ●
21 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus ●
22 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus 1
23 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus ●
24 マルヒメゴモクムシ Bradycellus fimbriatus ●
25 エンマムシ コエンマムシ Margarinotus (Grammostethus ) niponicus ●
26 ハネカクシ コバネアシベセスジハネカクシ Anotylus amicus ●
27 Philonthus属 Philonthus  sp. 1
28 コガネムシ ナガチャコガネ Heptophylla picea ● 2
29 アカビロウドコガネ Maladera castanea ●
30 アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa 1
31 セマダラコガネ Blitopertha orientalis ●
32 カブトムシ Allomyrina dichotoma septentrionalis 1
33 コメツキムシ アカヒゲヒラタコメツキ Neopristilophus serrifer serrifer 1
34 クシコメツキ Melanotus legatus legatus 3 1 ●
35 オオハナコメツキ Platynychus nothus nothus 1
36 ジョウカイボン オカベセボシジョウカイ Lycocerus okabei okabei ●
37 カツオブシムシ ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci 1
38 テントウムシ ナミテントウ Harmonia axyridis ● 1
39 キイロテントウ Illeis koebelei koebelei 1
40 カミキリモドキ シリナガカミキリモドキ Xanthochroa caudata ●
41 ハナノミダマシ クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli ●
42 ハムシ ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis 1
43 Altica属 Altica  sp. ●
44 ゾウムシ Rhynchaenus属 Rhynchaenus  sp. ●
45 ハチ アリ ハリブトシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster ) matsumurai 1 ●
- Crematogaster属 Crematogaster  sp. 1
46 ヒメアリ Monomorium intrudens ●
47 アミメアリ Pristomyrmex pungens ●
48 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ●
49 クロヤマアリ Formica (Serviformica ) japonica (s. l.) ●
50 ヒラアシクサアリ Lasius (Dendrolasius ) spathepus 1
51 アメイロアリ Paratrechina flavipes ●
- アリ科 Formicidae gen. sp. 1
52 ミツバチ コマルハナバチ Bombus (Pyrobombus ) ardens ardens 1
53 ハエ ガガンボ キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata ● 2
54 Tipula属 Tipula  sp. 1
55 Antocha属 Antocha  sp. 3
56 チョウバエ チョウバエ科 Psychodidae gen. sp. 1
57 カ ヒトスジシマカ Aedes (Stegomyia ) albopictus 1
- Aedes属 Aedes  sp. 1
58 ヌカカ ヌカカ科 Ceratopogonidae gen. sp. 1
59 ユスリカ セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui 3
- Chironomus属 Chironomus  sp. 2
- ユスリカ科 Chironomidae gen. sp. 1 1 1
60 タマバエ タマバエ科 Cecidomyiidae gen. sp. 2
61 クロバネキノコバエ クロバネキノコバエ科 Sciaridae gen. sp. 1
62 シマバエ Sapromyza属 Sapromyza  sp. ●
63 ミギワバエ ヒラウキブネミギワバエ Setacera breviventris 1
64 ショウジョウバエ Drosophila属 Drosophila  sp. 1
65 ヤドリバエ ヤドリバエ科 Tachinidae gen. sp. ●
66 トビケラ シマトビケラ コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 3
- Cheumatopsyche属 Cheumatopsyche  sp. 4
67 Hydropsyche属 Hydropsyche  sp. 1
68 チョウ ハマキガ ハマキガ科 Tortricidae gen. sp. 1
69 スガ コナガ Plutella xylostella 1
70 キバガ カバイロキバガ Dichomeris picrocarpa ●
- キバガ科 Gelechiidae gen. sp. 1 ● 2
71 メイガ シロスジツトガ Crambus argyrophorus ●
72 シバツトガ Parapediasia teterrella 1
73 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis ●
74 ウスベニトガリメイガ Endotricha olivacealis ●
- メイガ科 Pyralidae gen. sp. 1 1
75 シャクガ エグリヅマエダシャク Odontopera arida arida ●
76 スズメガ シモフリスズメ Psilogramma increta 1
77 シャチホコガ セダカシャチホコ Rabtala cristata ●
78 ドクガ ヒメシロモンドクガ Orgyia thyellina 1
79 ヒトリガ キシタホソバ Eilema aegrota ●
80 スジベニコケガ Miltochrista striata striata ●
81 ヤガ スジキリヨトウ Spodoptera depravata 1 1
82 アカマエアオリンガ Earias pudicana ●
83 オオウンモンクチバ Mocis undata ●
84 オオシラナミアツバ Hipoepa fractalis 1
- ヤガ科 Noctuidae gen. sp. 1 ● 1

4種 1種 8種 4種 5種 8種 4種 2種 3種 29種 16種 7種 2種 2種 11種

注1. 分類、配列等は、原則として「日本産野生生物目録　無脊椎動物編Ⅱ」（平成7年、環境庁）に準拠した。
注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種
3.「環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種
4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢区部｣の選定種
4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2020年版」(令和3年、東京都環境保全局自然保護部)における｢本土部｣の選定種
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」

重要種 特定外
来生物

生態系被害防止
外来種リスト

12種 16種 9種 50種 14種
0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種

門名 綱名

1門 1綱

都立砧公園 等々力渓谷公園
給田四丁目緑地

とその周辺
烏山川緑道

大原一丁目柳澤の
杜市民緑地とその周辺

84種合計 8目 46科

No. 目名 科名 種名 学名
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7.魚類確認種リスト 

河川 池 河川 池
1 コイ コイ コイ（飼育型） Cyprinus carpio ●
2 アブラハヤ Rhynchocypris lagowskii steindachneri VU VU
3 ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus NT DD DD

- ドジョウ類※1 Misgurnus anguillicaudatus  sp.complex NT/DD DD DD

4 スズキ ハゼ スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis ● ●
5 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia NT NT

注1. 分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物種リスト」（令和2年、国交省）に準拠した。
注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種
3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種
　NT：準絶滅危惧、 DD：情報不足
4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種
　VU：絶滅危惧II類、 NT：準絶滅危惧、 DD：情報不足
4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種
　VU：絶滅危惧II類、 NT：準絶滅危惧、 DD：情報不足
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準
「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」

※1. ドジョウ類：「ドジョウ」および「キタドジョウ」の可能性があり、小型個体もしくは雌個体であり、同定形質が不明瞭であったため、ドジョウ類とした。
なお、環境省レッドリスト2020において、ドジョウは準絶滅危惧(NT)、キタドジョウは情報不足(DD)に指定されており、東京都の保護上重要な野生生物種(本土部)2020年版において、
ドジョウおよびキタドジョウは情報不足(DD)に指定されている。

重要種保護の観点から重要種は非掲載
重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

0種 0種 0種

注目される種

0種

特定外
来生物

生態系被害防止
外来種リスト1 2 3 4-1 4-2 5

1種 3種 3種合計 2目 3科 5種 0種

No 目名 科名 種名 学名 春季 秋季

都立砧公園 等々力渓谷公園

春季 秋季

 

 

8.底生動物確認種リスト 

春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季
1 扁形動物 有棒状体綱 三岐腸 サンカクアタマウズムシ アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala ● ● ● ●
2 軟体動物 腹足綱 新生腹足 カワニナ カワニナ Semisulcospira libertina ● ●

3 カワザンショウガイ ウスイロオカチグサガイ Solenomphala debilis ●

4 汎有肺 モノアラガイ ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella ● ● ● 国外/総合対策/Ⅳ

5 サカマキガイ サカマキガイ Physa acuta ● ● ●

6 二枚貝綱 マルスダレガイ シジミ タイワンシジミ Corbicula fluminea ● 国外/総合対策/Ⅳ

7 環形動物 ミミズ綱 オヨギミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ科 Lumbriculidae sp. ● ● ●

8 イトミミズ ミズミミズ エラミミズ Branchiura sowerbyi ●

9 ユリミミズ Limnodrilus hoffmeisteri ●

- ミズミミズ科 Naididae sp. ● ● ●

10 ツリミミズ - ツリミミズ目 Lumbricida sp. ●

11 ヒル綱 吻蛭 ヒラタビル ハバヒロビル Alboglossiphonia lata ●

12 ヌマビル Helobdella stagnalis ●

13 吻無蛭 イシビル シマイシビル Dina lineata ● ● ● ●

- イシビル科 Erpobdellidae sp. ● ●

14 ナガレビル ヌマイシビル Barbronia weberi ●

15 節足動物 軟甲綱 ヨコエビ マミズヨコエビ フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus ● ● ● ● 国外/総合対策/Ⅳ

16 ワラジムシ ミズムシ(甲) ミズムシ(甲) Asellus hilgendorfi hilgendorfi ● ● ● ● ●

17 エビ ヌマエビ シナヌマエビ Neocaridina davidi ● ● ● ● ●

- カワリヌマエビ属 Neocaridina  sp. ● ● ● ● ●

18 テナガエビ ミナミテナガエビ Macrobrachium formosense ●

19 アメリカザリガニ アメリカザリガニ Procambarus clarkii ● ● ● ● 国外/総合対策_緊急/I

20 サワガニ サワガニ Geothelphusa dehaani 留 留

21 モクズガニ モクズガニ Eriocheir japonica 留 留

22 昆虫綱 カゲロウ(蜉蝣) コカゲロウ サホコカゲロウ Baetis sahoensis ●

23 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis ●

24 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ● ● ●

25 Jコカゲロウ Baetis  sp. J ●
26 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis ●
27 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora ● ●
28 トンボ(蜻蛉) アオイトトンボ オオアオイトトンボ Lestes temporalis ●
29 イトトンボ アオモンイトトンボ属 Ischnura  sp. ●
30 カワトンボ カワトンボ科 Calopterygidae sp. ●
31 ヤンマ ギンヤンマ Anax parthenope julius ●
32 ヤブヤンマ Polycanthagyna melanictera ●
33 オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii ●

34 トンボ シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ●

35 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ●
36 アカネ属 Sympetrum  sp. ●
37 カワゲラ(セキ翅) オナシカワゲラ オナシカワゲラ属 Nemoura  sp. ●
38 カメムシ(半翅) アメンボ オオアメンボ Aquarius elongatus EN NT
39 アメンボ Aquarius paludum paludum ● ● ● ● ●
40 ヤスマツアメンボ Gerris insularis ● ● ● ●
- アメンボ科 Gerridae sp. ● ● ●

41 カタビロアメンボ ケシカタビロアメンボ Microvelia douglasi ●

- ケシカタビロアメンボ属 Microvelia  sp. ●

42 ミズムシ(昆) ミゾナシミズムシ Cymatia apparens NT

43 クロチビミズムシ Micronecta orientalis ●

- チビミズムシ属 Micronecta  sp. ●

44 アサヒナコミズムシ Sigara maikoensis ●
45 マツモムシ コマツモムシ Anisops ogasawarensis ●
46 ヘビトンボ ヘビトンボ ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus CR NT
47 トビケラ(毛翅) シマトビケラ コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ● ● ●
48 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia ●
49 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ●
- シマトビケラ属 Hydropsyche  sp. ●
50 クダトビケラ ホソクダトビケラ属 Tinodes  sp. ●
51 ニンギョウトビケラ ニンギョウトビケラ Goera japonica ●
52 ヒゲナガトビケラ アオヒゲナガトビケラ属 Mystacides  sp. ●
53 ハエ(双翅) ヒメガガンボ ウスバガガンボ属 Antocha  sp. ●
54 ガガンボ ガガンボ属 Tipula  sp. ● ● ●
55 チョウバエ チョウバエ属 Psychoda  sp. ●
56 ユスリカ ケブカエリユスリカ属 Brillia  sp. ● ●
57 ユスリカ属 Chironomus  sp. ● ● ● ● ●
58 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus  sp. ● ●
59 スジカマガタユスリカ属 Demicryptochironomus  sp. ●
60 セボリユスリカ属 Glyptotendipes  sp. ●
61 ボカシヌマユスリカ属 Macropelopia  sp. ●
62 カワリユスリカ属 Paratendipes  sp. ●
63 ハモンユスリカ属 Polypedilum  sp. ● ●
64 クロバヌマユスリカ属 Psectrotanypus  sp. ● ●
65 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus  sp. ● ● ●
66 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus  sp. ● ●
67 アシマダラユスリカ属 Stictochironomus  sp. ●
68 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus  sp. ● ●
69 ニセテンマクエリユスリカ属 Tvetenia  sp. ●

- ユスリカ科 Chironomidae sp. ● ● ● ●

70 カ カ科 Culicidae sp. ● ●

71 ホソカ ニッポンホソカ Dixa nipponica ●

72 ブユ ツノマユブユ属 Eusimulium  sp. ● ●
73 ハナアブ ハナアブ科 Syrphidae sp. ●
74 ヤチバエ ヤチバエ科 Sciomyzidae sp. ●
75 コウチュウ(鞘翅) ゲンゴロウ マメゲンゴロウ Agabus japonicus ● ●
76 ハイイロゲンゴロウ Eretes griseus ●
77 コシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus ● ●
78 コツブゲンゴロウ コツブゲンゴロウ Noterus japonicus CR
79 ガムシ ヒメガムシ Sternolophus rufipes VU

注1. 分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和3年公表，水情報国土データ管理センター）に準じた。
注2. 重要種選定基準

1.「文化財保護法」(昭和25年5月30日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物
2.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成4年6月5日公布、平成5年4月1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種
3.「環境省報道発表資料　環境省レッドリスト2020の公表について」(令和2年、環境省)における選定種
4-1.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【区部】選定種
　EN：絶滅危惧ⅠB類、留：留意種
4-2.「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）－東京都レッドリスト（本土部）2020年版－(令和3年、東京都)における【本土部】選定種
　CR：絶滅危惧ⅠA類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧
5.その他学術上重要な種(有識者による指摘種等)

注3. 特定外来生物選定基準
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成16年法律第78号　平成16年6月2日公布）による指定種

注4. 生態系被害防止外来種選定基準

「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省、平成27年）」

　国外：国外由来の外来種
　総合対策：総合的に対策が必要な外来種(総合対策外来種)
　総合対策_緊急：総合的に対策が必要な外来種(総合対策外来種)のうち、緊急対策外来種
　Ⅰ：(選定理由)生態系被害が大きいもの
　Ⅳ：(選定理由)知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

No. 門名

0種 4種0種 0種 1種 4種 6種 0種

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載

79種

学名
都立砧公園 等々力

渓谷公園

重要種

重要種保護の観点から重要種は非掲載

重要種保護の観点から重要種は非掲載
重要種保護の観点から重要種は非掲載

合計 4門 7綱 20目 47科

生態系被害防止
外来種リスト

河川 池
1 2 3 4-1 4-2 5

綱名 目名 科名 種名
特定

外来生物
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9.重要種確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護の観点から非掲載 
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10.特定外来生物確認地点 

 

  

図 10-1 植物特定外来生物確認地点（春季） 

 

  

図 10-2(1) 植物特定外来生物確認地点（夏季） 
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図 10-2(2) 植物特定外来生物確認地点（夏季） 

 

  

図 10-3(1) 植物特定外来生物確認地点（秋季） 
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図 10-4 哺乳類特定外来生物確認地点（左：春季、右：秋季） 

 

  

図 10-5(1) 昆虫類特定外来生物確認地点（春季） 
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図 10-5(2) 昆虫類特定外来生物確認地点（春季） 

 

  

図 10-6 昆虫類特定外来生物確認地点（夏季） 
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図 10-7 昆虫類特定外来生物確認地点（秋季） 
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